




巻頭言  

 

「つなぐ力」をもった子どもの育成 

―課題解決型学習を通して― 

 

これまで大阪教育大学附属池田中学校では、時代がそのつど学校教育に求める教育理

念を、附属学校の独自性と特色を生かしつつ、大阪教育大学・附属高等学校池田校舎・

附属池田小学校と連携しながら、実践へと結びつけて行く研究を重ねてきました。平成

22〜24 年度は、「自立し協同する力を育む教育」という研究テーマで「生きる力」の育

成の在り方を考え、平成 25〜27 年度は、「つながり、かさなり、ひろがる授業」とい

う研究テーマで「確かな学力」の向上を目指す授業づくりを探求してきました。その成

果は毎年開催される研究発表会で報告され、参加者による討議を重ねながら、より良い

実践の在り方と方法を探ってきました。 

 今年度の研究テーマは、平成 28 年度からのテーマである「つなぐ力をもった子ども

の育成」の第２年次にあたります。「つなぐ力」とは、その前のテーマである「つなが

り、かさなり、ひろがる授業」の研究成果として得られた力のことです。それは既存の

知識と学習過程で得られた新しい知識をつなぐ力、心と身体をつなぐ力、自己と他者を

つなぐ力、自己と社会・世界をつなぐ力、自己と自然をつなぐ力を意味します。また、

自分がいま生活している現在を中心に、過去と未来をつなぐことのできる力をも意味し

ています。このような力を身につけた人間は、個性、性別、言語、人種、文化の違いを

越えて、普遍的な人間性を備えた人格を形成すると私たちは考えました。そしてこのよ

うな「つなぐ力」を習得するための方法として、「課題解決型学習」に着目しました。 

 さらに本校は、国際バカロレア教育の認定校を目指して、その理念と方法を意識した

授業を日々研究・実践しております。国際バカロレア教育は、世界各国の学校で導入さ

れている国際的な教育プログラムであり、自分自身で考えて発信する力、自他の文化を

理解する力、他者と共生できる力の育成等を目指すものです。このような理念が、新し

い学習指導要領でも強調されている「主体的で対話的な深い学び」の実践と、「思考力・

判断力・表現力」の育成につながるものであることは明らかです。 

 本研究紀要は、本校の上記のような研究活動の成果を、平成 29 年 11 月に開催された

研究発表会での報告を基にしてまとめたものです。皆さまからの忌憚のないご叱正とご

指導を賜り、さらに研究を深めて参りたいと考えております。 

 

平成 30 年 3 月  

大阪教育大学附属池田中学校  

                          校 長  瀬戸口 昌也  
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「つなぐ力」をもった子どもの育成 

－課題解決型学習を通して－ 

大阪教育大学池田中学校 研究部 
 

 
はじめに 
 
 平成 26 年 11 月中央教育審議会に「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について」

の審議を要請する諮問が行われた。諮問の内容から見えてくる学習指導要領の改訂の視点や方向性

としては，これまでの学校教育で取り組まれてきた成果と課題を踏まえ一人一人の可能性をより一

層伸ばしながら，目覚ましく変化する新しい時代を生きる上で必要となる資質・能力を確実に育ん

でいくことにある。必要となる資質・能力の育成には知識の伝達だけではなく，社会と学びのつな

がりを意識した教育の中で子どもたちが知識・技能を習得し，習得した知識や技能を実生活・実社

会の中で，自ら課題を発見し，課題解決に向けて主体的・協働的に探究していくといった活動が重

要となる。 

 

 池田地区では平成 25～27 年度において「つながり，かさなり，ひろがる授業」を研究主題に掲げ，

各教科の本質となる「知」をそれぞれ明らかにし，池田キャンパスで学ぶ児童生徒が系統性と階層

性の取れた授業の中でそれぞれの校種（発達段階）でどのように成長を遂げ，将来の自己実現の礎

となる力を身に付けていくのか共通理解を図ってきた。「知」を獲得した生徒はさらなる「知」の高

まりを目指し，主体的に学んでいこうとする。それは即ち「自己実現」へと向かう姿勢につながり，

小中高 12 年だけでなく，生涯に渡って学び続けようとする姿勢へとなる。各教科の中で「どのよ

うに学ぶこと」で学びの姿勢につながっていくのか，そこにあるのは「個々の生徒の主体的な学び」

だけでなく「まわりの生徒との協働的な学び」との両輪によってなされる。児童生徒が池田キャン

パスで培ったこの学びの姿勢は，集団が変わってもその新たな集団においても発揮され，個人と集

団の学びをより高めていくことができる，即ち社会に出ても活用できる汎用性の高い能力であると

考える。 
 

これまでは「個々の生徒」の学びに焦点が当てられてきたが，これからは（個人の中のつながり，

かさなり，ひろがる）授業の中の児童・生徒間のかさなり，つながり，ひろがりによる協働学習に

焦点を当て，池田キャンパスにおける，各教科及び各発達段階における「協働的な学び」の在り方

を探っていく。 
 それは他者に依存するような協働学習ではなく，個々の児童・生徒が学習活動の基盤となる「知」

を獲得した上で自主的になされる「能動的学習」である。池田キャンパスにおいて実施される「能

動的学習」とは各教科の「知」を基盤とし，生徒の主体的かつ協働的な学びによって互いの「知」

を高めていく姿勢を定着させ，生涯に渡って学び続ける意識や，現実の問題を解決するのに必要な

能力を養い，社会の変化に対応できる生徒を育成するものである。そこで研究主題を”「つなぐ力」

をもった子どもの育成”とし，池田キャンパスにおける主体的・協働的な学びの在り方を明らかに

していく。 
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研究主題について 
 

研究主題にある「つなぐ力」とは生徒が主体的に自己と「他者」「社会」「将来」などとをつなぐ

能力である。自己と他者を「つなぐ」ことは自己の認識や相互啓発，人間関係形成力を，自己と社

会を「つなぐ」ことは変動する社会に対応できる力を，自己と将来を「つなぐ」ことは生徒の様々

な可能性を引き出し，自己実現を達成する力となる。この「つなぐ力」を育成するには各教科にお

いて行われる，主体的・協働的な学びの場において，教科の本質と「つなぐ力」が総合的に身に付

くことによって成される。                
 【つなぐ力とは】 

またこの「つなぐ力」を得ることにより，

人と人，人と社会，人と国際社会といった

新しい時代に必要となる資質・能力の育成

が成されると考えられる。 
そのためには，課題解決型学習を中心と

した主体的・協働的な学びの実践は必要不

可欠であり，減点方式の考えから加点方式

の考え，即ちできることをどう見とるかと

いった学習評価の統一，充実が重要である。

加えて本校では思考力や表現力・探究心等

を備えた人間育成を目指す国際バカロレア

教育の理念やフレームワークを意識した授

業展開・評価の実施を実践している。以下

は，中学校各教科における「つなぐ力」を 
示したものである。 
 
 
各教科における「つなぐ力」 
 

教科 教科における「つなぐ力」 

国語 他者意識をもって，表現したい伝えたい情報とメディアをつなぐ力 

社会 
眼前の情報を批評的に捉え，取捨選択することで自らの血肉としていく

「今までの自分と新しい情報をつなぐ力」 

数学 
既習事項とこれからの学習する内容とをつなぐ力，他者と自分の数学的な

見方・考え方をつなぐ力，日常社会と算数をつなぐ力 

理科 

理科学習で得られた知識や概念などを実生活と結びつける「実生活とつな

ぐ力」と，気づきからの疑問や考察の場面などで生じる新たな疑問から次

の課題を生み出す「問いとつなぐ力」 

音楽 
自己のアイデンティティーを見つめ，思いや意図を音や音楽で表現するこ

とで他者とつながる力 

美術 
非言語的な表現での他者とつながる力であり，自分の気持ちと自分をつな

ぐ力，知ることで素材とつながる力でもある。 

保健体育 
積極的に仲間と運動する中で，各種の運動の楽しさや喜びを様々な視点か

ら共有できるよう思考し，工夫することができる「課題と思考をつなぐ力」

•自己実現を
達成する力

•変動する
社会に対応
していく力

•自己認識や
相互啓発力

•個別の
知識・技能

自己と
各領域

自己と
他者

自己と
将来

自己と
社会
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技術・家庭科 

生活の自立のために必要な知識・技能を身につけ，自ら課題を見出し解決

策を導き出すことができる能力や態度と，学習や経験を活かして主体的に

意思決定をし，生活をよりよくするための行動ができる力 

英語 

他国の文化に触れ，違いを認めようとする「世界とつなぐ力」，教室での

学習を実社会と結びつける「社会とつなぐ力」，他者と協働し，相互理解

の精神を養う「他者とつなぐ力」，複数の教科で学んだことを生かす「教

科をつなぐ力」 

総合的な学習の

時間(安全) 

災害から身を守るための「資料と自らの生活をつなぐ力」，そして，災害

から身を守るために「他者と自分自身とをつなぐ力」 

各教科における「つなぐ力」においてポイントが様々なように見えるが，国語科の「情報とメデ

ィアをつなぐ力」，社会科の「情報をつなぐ力」の様な「情報」を主としたもの，数学科や総合の「他

者と自分をつなぐ力」，音楽科や美術科の「他者とつながる力」の様な「他者と自分との関係性」を

主としたもの，他には理科の「実生活とつなぐ力」，保健体育科の「課題と思考をつなぐ力」，技術

家庭科の「生活をよりよくするための行動ができる力」の様な「日常生活における力」を主とした

ものなど，表現や形態は違っても複数の教科をまたいでかさなりがあることがわかる。この様に各

教科の狙いに「つなぐ力」を主とした系統性があれば，本キャンパス内で考える「つなぐ力」の育

成も必然とかさなりあい，最終的に統一性のとれたものになると考えられる。 

 
 
課題解決型授業について 
 
 上記の通り，本校では人間育成を目指す国際バカロレア教育の理念やフレームワークを意識した

授業展開・評価の実施を実践しており，そのカリキュラムは学習指導要領が目指す「生きる力」の

育成や，課題発見・解決能力・論理的思考力やコミュニケーション能力等重要能力・スキルの確実

な習得に資するものであるⅰ。その中より本校では課題解決型学習を重要し実践を行っている。 

課題・問題解決型学習の基本的な流れとしては，ある事象や課題・問題等と出会い，漠然とした

疑問や問題意識が生じ，かかわり合うことを通して自分の問題としてとらえ始め(問題発見)，やが

て疑問を解かずにはいられない意識が芽生えていき，既有の知識，経験等を基に，解決する見通し

を立て(解決計画)，解決に向けて調査・実験・観察等の作業を行い（問題解決），情報を収集し・客

観的な知識を獲得し，解決された内容について相互に発信を行い（共有化），発表や話合い等を通し

て新たな問題を発見する（深化）ⅱ。このサイクルを実践し，何題もの課題を解決に自己だけでな

く，他者と共有したり（ペアワーク・グループミーティング・ポスターセッション），情報機器を用

いて知識を獲得し（iPad・PC・電子黒板），発表などを用いて派生させていくことが（ポートフォリ

オ・フィードバック），本校における課題解決型学習を通じての「つなぐ力」の育成である。 

 
 
本研究における授業イメージ 
 
 例として本校の保健体育科が求める生徒像を示してみたい。保健体育科における「つなぐ力」と

は，「積極的に仲間と運動する中で，各種の運動の楽しさや喜びを様々な視点から共有できるよう思

考し，工夫することができる「課題と思考をつなぐ力」」である。それらを具体的に示したものが次

の表である。 
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【保健体育科が求める生徒像】 

 
 
 
 
 

また，目指す生徒像を育成していくためには次のような学習場面を設定し組み入れることが必要

であると考えられる。これらの場面設定を教科において継続的な取り組みを行う事により，授業の

ねらい(ゴール)が明確になるのである。 

【学習における場面設定】 

 

 

 

 

 

 求める生徒像をもとに，学習における場面設定を包括した授業展開を積み重ね検証する事が「つ

なぐ力」の獲得に有効である事を実証したい。 

 
 
研究の進め方 
 
 研究体制においては，ばらつきがなく共通した認識を持つために，主題である【「つなぐ力」を

もった子どもの育成】を小中高連携したテーマとし日々研究を進めている。 

また大学を中心とした各教科・領域における指導教員を設置し，連絡を密に研究を遂行している。 

 小中連携や中高連携・小中校 3 世代連携など，様々な実践研究がこれまでにとり行われており，

よく見られる高学年が低学年の生徒を教える形態だけでなく，共通したテーマを各世代で思考し課

題解決に至るような「共同」の学習も実践しており，交流授業も今後とも継続可能であると考えら

れる。また各教科における教員同士の連携はもとより，校種を超えた児童・生徒の連絡体制も整っ

ているⅲ。本学の附属学校は，公立学校のモデル校となるよう学習指導要領にのっとった形でカリ

キュラム編成を基本とする。単なる進学を目的としてではない児童・生徒が将来の自己実現(生きる

力)を果たすことを第一としたカリキュラムを構築することが必要と考えるからである。次年度も

我々の行う研究は各教科担当が「つなぐ力」を持った子どもの育成を大前提とし，課題解決型学習

を中心とした授業実践を継続していかなければならないと考えている。 

 

                                              
引用文献 
ⅰ国際バカロレア・ディプロマプログラムにおける「ＴＯＫ」に関する調査研究協力者会議  

国際バカロレア・ディプロマプログラム Theory of Knowledge（TOK）について 2012 
ⅱ宮城県総合教育センター 問題解決能力を向上させる指導～問題解決的な学習の工夫～ 
ⅲ大阪教育大学池田地区附属学校研究発表会「つながり・かさなり・ひろがる授業(3 年次)」2015 

【1】基礎となる知識・技能を身につけ，課題解決に向けて様々な視点を持ちあわせている。

【2】各種の運動の楽しさや喜びを得られるよう，積極的に仲間と運動する事ができる。 

【3】生涯にわたって意欲的に運動に関わる知識や実践的技能が身に付いている。 

【4】ペア・チーム活動において，意見を出し合い思考を深め課題解決につなげる事ができる。

【1】知識・技能を活用し，課題解決に向けて取り組む場面 

【2】仲間と運動をする事が楽しく喜びを感じ取れるような場面 

【3】様々な問題の中から個人・チームの課題を適切に見出す場面 

【4】チームや対戦相手など，仲間との交流の中で新たな発見や課題を明確化する場面 
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Ⅱ．各教科等の取り組み 
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主体的・協働的な学びを通して「つなぐ力」を育む国語科授業 

 
国語科 高橋加奈子・小林信之・岸本渚・井上典明・平山ちさと 

 
 

１．主題設定の理由 

 平成 29 年 3 月にまとめられた（新）中学校学習指導要領解説国語編では，国語科で育成する資

質・能力を以下の三つにまとめている。 

（１）社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。 

（２）社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を養う。 

（３）言葉がもつ価値を認識するとともに，言語感覚を豊かにし,我が国の言語文化に関わり,国語

を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。 

これらの資質・能力は，研究テーマである「つなぐ力」をもった子どもを育成することで培われ

るとえる。今年度，本校ではこの「つなぐ力」を具体的に，次の２点において考える。 

① 複数のテクストにおいて観点を見いだして関連づけ，理解する力 

 複数のテクストが存在するとき，その性質がどのようなものであったとしても，比較をすること

ができる。比較する労力に見合うだけの価値を出現させるには，どのような目的で,何に注目して読

むのか，その観点の設定が非常に大切である。 

 さらに，全ての言葉には背景と前後関係がある。一つのテクストには，それが表現されるに至る，

表現者のものの見方・考え方と言葉の選択，それがどのようなタイミングで表現されたかによって

持つ特別な意味など，多くの要素が複合的に絡み合い，テクストを唯一無二のものとする。 

一つの言葉にこだわり，その言葉同士を設定した観点という窓を通して注目することで，それぞ

れの特徴と独自性が浮き彫りになり，さまざまな読み方や表現者の意識をもった読みを深めること

につながる。つまり，テクストとテクストをつなぐ力をつけることが，自己とテクスト，自己と他

者をつなぐことになると考える。 

② 他者意識をもって表現し，他者との考えの中で対話を深めていく力 

全ての表現は（言語・非言語の手段に関わらず）表現され，他者によって認知されたとき，表現

者の意図や意味と異なる，受け手が読み取った意味を新たに獲得する。その表現が不特定多数の受

け手によって解釈されることにより，表現が持つ意味も無数に存在することになる。時として，表

現者が全く意識していなかった解釈や意味を見出されることもある。テレビや新聞などの情報の受

け手として生活することが中心であった以前と比較すると，現代を生きる生徒たちは，SNS やネッ

ト掲示板を通して，情報を発信する（しかも，容易に相当数の不特定多数に大きな影響を与えられ

る）立場にいつの間にか立っているという現状である。このような生徒のおかれている状況から，

表現者が自らの表現の過程の中に他者意識をもつことの重要性が，以前にも増して高まっているよ

うに感じられる。 

今回は，対話を通して互いの考えを擦り合わせ，共通点や相違点を基に論点を見出したり，主張

に対する根拠の妥当性などを検討しながら，自分がなぜそのように考え，表現したのか，相手の表
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現をどのように受け取り，なぜそのように解釈したのかを粘り強く話し合いながら，課題の解決を

目指す。 

２年では「言葉と言葉の関係」「文と文の関係」を「映像情報と言語情報の関係」に置き換えて，

その関係を読み解くことを「文脈」を読み解くことと同一であると考えた。『ごんぎつね』という一

つの言語情報から二次創作された異なる映像情報（絵本）を読み，映像情報の表現者（絵本作家）

がどのように言語情報を解釈したのか読み取る。そのために必要な情報を，観点を設定して汲み取

り言語化する。そして映像情報と言語情報双方を組み合わせてこそ表現できるものを感じ取る。あ

るいは映像情報と言語情報を組み合わせて必要な情報を伝える。このような学習活動から他者意識

をもって読み取る力を育む試みをした。 

 ３年では古典学習として古文に「触れる，楽しむ，親しむ」ことを目指す。本授業では生徒が「奥

の細道」を「学び」という視点から，松尾芭蕉のものの見方や考え方と自分の生き方在り方とを比

較し深めていく。「奥の細道」には，芭蕉の旅や人生に対する考え方が簡潔な言葉で表現されており，

それぞれに深い意味を持つ。この短い俳句という表現は時代によって解釈は異なる場合もあるが，

数百年の歴史の考証に耐え，いつの時代にも共感を誘うものが込められているにちがいない。 

それらを読み取るために言葉のもつ意味に焦点をあて，一つ一つつまびらかにすることで俳句の

理解を深める学習が必要である。生徒を俳句に出会わせ作者の思いを想像し，自分の体験と交流で

得た視点をもとに考え芭蕉の言葉を理解することにつなげたい。そして，今度は自らが表現者とな

り自身の感動を俳句に託し，その表現が他者によってどのように読まれ解釈されるかを，交流を通

して経験する。自分の中に存在していた言葉と向き合い，言葉を通して他者とつながることで，学

びがより深まっていくと考えた。 

 

２．（１）本年度の実践例 １ 

【２年】 

複数のテクスト間で観点を見出して関連づけ,理解する力を育む指導 

授業者 小林 信之 

（１）対 象 第２学年 １６１名 

 

（２）単元名 物語を読み解く ―メディアの解釈― 

 

（３）単元設定の理由 

 今日の子どもの物語環境について,視覚的情報を抜きに考えることはできない。かつて文字が社

会と文化の中軸であった時代とは異なり,子どもたちは,テレビやインターネットなどの表現メディ

アを通し,フィクションとしての物語に加え,CM や記事の中に物語を見出し,映像を読んでいるので

ある。 

 同じ事柄が,新聞社やテレビ局によって異なる視点から情報として提示される。記事内容や放送

言語のみならず,報道写真やカメラワークひとつで受け手の印象が左右される。客観的事実の提供

を旨とするマスメディア報道であっても,対象をいかに（文字・音声・映像）言語で語りなおすかは,
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発信者の編集によって決まり,一律にはなりえない。同様に,文字で表現された物語が映像化・音声

化される時,文章を二次表現者が読み取り自らの解釈のもとに表現する過程で情報の再構築が行わ

れ,表現者の解釈が反映されたものが出来上がる。同時に,文章と映像・音声を同時に受けた読み手

が理解するということも,情報を再構築している,つまり語りなおしていることであるといえる。 

 学校教育では現在でも絵本の読み聞かせが熱心に行われている。絵本という表現メディアでは読

み手がより具体的に作品の世界観を思い描き,味わうことができる。子ども達は文字と映像をつな

げて考えることで映像の表現者の物語の読み方とつながり,自らの読みについて意識させられるこ

とになる。また,同じ文章に基づく映像を比較することで,それぞれの表現者の解釈の特徴と多様な

見方に気づくことができる。 

また,他者の多様な見方を知り,今までの自身の経験や知識,自分の解釈と比較したり自分の読み

をも客観的に見つめなおすことで,対象をより批評的に,正しく読むことにつながり,新たな見方を

得るということになる。 

 言語の意味伝達の手段として文字のみによる文章は数ある形式の一つでしかなく,多くの場合,映

像情報や音声情報を伴うか,またはそれらが伝達の主役であることの方が多い。 

 人が物語に出会うときも同じで,同じ作品でも活字で読む場合と音声で聞く場合と映像で見る場

合とでは情報の受け手が作品に抱くイメージや感じ方は大きく異なる。読み手によって解釈が異な

るのはもちろん,作品が音声で表現されたり映像化されることで,話し手や映像の作り手が原作をど

のように解釈したのかが表現されるからである。 

静止画と文字で組み立てられた絵本では,「めくる」という行為が大きな意味を持つ。読者は絵本

作家の手による絵と文章の配置によって,作家という他者の解釈を読むことになる。絵本の作り手

の立場から物語を読み,他者の解釈を意識することで,自分自身がどのように読んでいたか,言わば

自ら第三者視点に立って,相対化した読み手としての自分自身を見つめなおすことになる。 

我々は表現された言葉を全て受け取っているのではなく,無意識のうちに言葉の重みづけや取捨

選択をし,自らの経験も生かして頭の中で作品を自分なりに語り直すことを「理解する」ことだとし

ている。同じ作品を読んでも,作り手が想定している主題をどこに見出すかは人により異なるし,内

容への理解もまた異なるであろう。その違いが生まれた理由を話し合うことで,読むという行為を

理解し,互いの考え方や,ひいては存在を尊重するとともにお互いの読みを尊重し,自分の考えを広

げたり深めたりできる場にしたいと考えている。 

 授業者は本学年の生徒を１年時より担当している。昨年度はまどみちおの詩作品『ボタン』にふ

さわしいと感じる写真を選択し,詩に映像が伴うことで作品自体にどのような変化がもたらされる

か,読み手にどのような解釈の変化があるか,と静止画と組み合わされた時に生じる相互作用に主眼

をおいて指導を行ってきた。生徒は伴う写真の種類,大きさ,配置から詩中の言葉の意味が変容し,

言葉と視覚的なイメージの組み合わせによって意味がさまざまに広がる,ということを考える学習

活動に取り組んだ。 

 さらに今年度は,赤瀬川原平の説明的文章『神奈川沖浪裏』を取り上げた。絵画を鑑賞する際の着

眼点,絵から読み取れる客観的事実と根拠に基づいた想像から批評文が成り立っていることを理解

し,絵画を分析的に鑑賞することのおもしろさを体感したようであった。見方がかわると,イメージ
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がかわるということ,学習前と学習後とでは,絵画に対する読みが大きく異なってくることを,多く

の生徒が意識し始めているように感じられた。 

 今回は小学校で既習の物語教材『ごんぎつね』を用いる。その再話である絵本という物語の解釈

のあり方について考えたことを文章にする活動を通して,映像表現を伴う物語作品の展開の理解を

深めさせたい。 

絵を含む静止画は情報量が多く,文字のみからなるものより再話の作者の解釈が分かりやすい。

映像から作り手の解釈を読み取るというねらいをしぼるために表紙と冒頭部だけで比較させる。こ

の活動を通し,本の作り手と読み手という立場を意識させ,原作を再構築した絵本をさらに読者であ

る生徒が再構築して意味を生成する過程で,自分の読解を自覚しながら,自分の価値判断を理由づけ

ることが期待される。 

なお,学習材とした絵本について,複数の『ごんぎつね』絵本を学習材とし,絵本において表現され

る言語表現（言葉,活字など）視覚表現（挿絵,装丁など）を読みの対象とした。 

 作り手と読み手の交わるところに,物語を含む全ての情報が位置づけられる。その意味で,物語表

現のありようを中学生として意識させることにつなげていきたい。 

 

（４）単元の目標 

本単元においては,言葉による見方・考え方を働かせて,以下の資質・能力の育成を目指す。 

⑴複数の絵本を学習材に言葉と静止画,相互の関わりから物語がより豊かに読めることに気づき,

表現メディアの特徴について理解を深め,興味を持つこと。 

⑵観点を明確にして作品を比較するなどし,文章と絵の構成から描き手の解釈について考えをも

ち,伝え合うことで自分の考えを広げたり深めたりすること。 

 

（５）評価規準表 

 

 

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 言語についての知

識・理解・技能 

・表現メディアの

特徴について,興

味を持って絵本を

読んでいる。 

・絵の解釈につい

て積極的に話し合

い,互いの意見や

考えを深めようと

している。 

・絵の解釈につい

て話し合い,他の

人の良い点や問題

点を指摘したりし

ながら,自分の考

えを見直し,広げ,

深めている。 

・文章と絵の構成

から描き手の解釈

について考えをも

ち,文章を書いて

いる。 

・作品の比較を通

して,文章と絵の

構成から描き手の

解釈について自分

の考えをもってい

る。 

・表現メディアの

特徴について理解

を深めている。 

・学年別漢字配当

表に示されている

漢字を適切に使っ

て文章を書いてい

る。 
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（６）単元計画（７時間） 

第１次 記憶の中の『ごんぎつね』を思い出す。『ごんぎつね』本文を再読する。  １時間 

第２次 絵本の特徴を知る。５種類の絵本を読む。               １時間 

第３次 絵本の表紙の状況設定が読み手をどのように誘導するのか考える。①   ３時間 

     指定された絵本の冒頭部の絵の描かれ方から描き手の解釈を読み取る。② 

     他の絵本の冒頭部から読み取った描き手の解釈を聞き,考えを広げる。③ 

第４次 冒頭部の批評文を書き,発表する。                   ２時間 

 

（７）授業の実際 

 『ごんぎつね』は帰国子女を除くほぼ全てが小学校で既習している教材である。ただし,授業時数

や内容は一人ひとり異なり,『ごんぎつね』に対する知識量と思い入れ,解釈の深さには大きなばら

つきが見られた。 

 そこで,第１次では記憶の中の『ごんぎつね』のあらすじと印象に残っている場面を思い出し,な

ぜ印象に残っているのかを考えることで,自身の読みを認識し,『ごんぎつね』に対するメタ認知と

向き合わせた。次に第２次で絵本と   

いうメディアの特徴に注目し,絵本 

作家（以下,作り手とする）がなぜ 

その絵（場面）を描いたのか,表紙 

にその絵を選択することで,読者と 

物語をどのようにであわせたいのか 

を考えさせた。さらに,絵本同士を 

比較することで違いに気づき,作り 

手の意図や物語の解釈を考えさせる 

ことで,さらに自らの解釈に向き合 

うことになるように仕掛けた。 

 また,絵のどのような点に注目す 

ると何が見えてくるのか,絵を読む 

時に注目したい観点を挙げさせ,交 

流（ペア,４人班）を経て,今までの 

自分になかった意見や視点を知り, 

自らの意見を再考することで,学び 

の深まりにつながるようにした。 

      

  

 

 

                   

回想と再読によるメタ認知（第１次）  
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絵を読むときの観点をまとめた白板（第２次）      使用した学習材の表紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙の分析（第３次①）  

－ 11 －



第３次は絵本の表紙および冒頭部分の比較である。４０人学級を１０の４人班に分け,班ごとに

一冊の絵本を分担し,表紙で読者に与えた印象や情報も踏まえ,作り手は本文のどの部分をなぜ描い

たのか,それによって作り手が何に注目しているかを捉えさせた。さらに,その注目しているものが

持つ役割を考えることで,読者に何を伝えたかったのだろうか,また読者である自分自身に何が伝わ

ってきたか,意見をまとめさせた。生徒は他者と自分の読みを伝え合うことで,いろいろな角度から

の読みの視点と出会うことができた。 

なお,学習材とした絵本についてだが,定番とされているものから,冒頭の文章の区切られ方に留

意しつつ,出版年代と出版社が分かれるよう,以下の絵本を学習材とした。 
  

①『ごんぎつね』新美南吉文,箕田源二郎絵,ポプラ社,1969.10   

②『ごんぎつね』新美南吉文,黒井健絵,偕成社,1986.9 

③『ごんぎつね』新美南吉文,かすや昌宏絵,あすなろ書房,1998.6.20   

④『ごんぎつね』新美南吉文,鈴木靖将絵,新樹社,2012.3.30  

⑤『ごんぎつね』新美南吉文,柿本幸造絵,講談社,2013.1.11 
 
 

２班ごとに同じ絵本を分担させ,   

その後,５人班を８つ作り,５人全 

員が別の絵本を持ち寄り,自分の 

班で設定した観点に基づいた解釈 

を発表するジグソー学習を実施し 

た。 

ジグソー学習では交流の中で他 

者と自分の読みを伝え合うことで, 

さらに多くの読みの視点と出会う 

ことができた。その後４人班に戻 

り,交流の中で新たに獲得した視 

点を手掛かりにもう一度自らの読 

みに立ち返る過程を経て,作り手 

の解釈を意識することが,自分自 

身がどのように読んでいたか,自 

ら第三者視点に立って,相対化し 

た読み手としての自分自身を見つ 

めなおすことになるということを 

理解できたようである。 

 

 

 

 

担当した絵本の分析（第３次②） 
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分析の発表と交流（第３次③） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第４次では,赤瀬川原平の説明的文章『神奈川沖浪裏』で学習した批評文の書き方に基づき,絵本

の批評と批評文の相互評価を行い,本単元のまとめとした。また,形成的評価の一環として授業ごと

に振り返りを書かせ，学習事項を内在化させるとともに,次時への課題を授業にフィードバックで

きるように努めた。 

条件と評価の観点に基づいて作成された批評文   
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相互評価シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）実践を振り返って             

今年度は中学２年生で,あえて小学校で用いられる教材で学ぶ単元を構成した。『ごんぎつね』を

読む小学校第４学年では,物語を組み立てている基本的なことがらや約束事（状況設定･人物像･プ

ロット･語りなど）を意識しつつ,視点人物が異なると読み手の印象も異なること,ひとつの物語で

も,角度をかえてみると,まったく違う印象の物語が立ち現れてくることを意識づける授業が行われ

ている。また,同じく第４学年では説明文『アップとルーズで伝える』（中谷日出・光村）にて,写真

と文章の対応関係といった表現の特徴を考える学習も行われる。 

一方,昨年度は映像メディアと活字メディアがいかに関わり合うかを分析的に読み解く実践を行 

った。意味というものが,構成要素の組み立てからなる複合的なものであることを理解し,活字メデ

ィアではどのような構成要素の組立てがなされているのかを再認識する試みであったが,多様なメ

ディアに囲まれた現代に生きる生徒たちに必要なリテラシーとして,複合的メディアの中の活字メ

ディア読解力･表現力を育むとりくみは,今後も研究していく必要があろう。 

自分のものの見方の根拠を意識させること,多様な見方を知り,自分の読みをも客観的に見つめな

おすことが,対象をより批評的に正しく読むことにつながることを気づかせることは,小学校・中学

校における国語教育の大きなテーマの一つであると考える。 

今後も,小学校・中学校での学びの系統性を考えながら,写真や絵などの活字以外のメディアも読

解の対象とし,言葉,音,視覚的なイメージの組み合わせによって,意味がさまざまに広がっていく可

能性に気づかせる学習活動を模索していきたい。 
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本単元の授業ごとの振り返り 
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【３年】

自身の体験を通して俳諧紀行文を読み深める指導

授業者  岸本 渚

(１)対象 第三学年 １６０名 

(２)単元名  「旅への思い―芭蕉と『おくのほそ道』―」～俳諧紀行文を書こう～ 

(３)単元設定の理由 

 『おくのほそ道』は、江戸時代の俳人である松尾芭蕉が江戸の深川を出発地として東北・北陸地方への旅に出

た際に見たもの聞いたもの、旅で感じたことなどを書き記した俳諧紀行文である。俳諧紀行文は、紀行の文章の

中に発句が挿入された形式の文章のことで、芭蕉は約百五十日間のこの旅を約五年間の推敲を経て『おくのほそ

道』として完成させた。また、『おくのほそ道』は芭蕉一人の旅路の記録ではなく、門人曽良と行った旅を題材に

したものだ。曽良の記した同じ旅の記録と照らし合わせた時、旅の内容が芭蕉によってつくりかえられているこ

とも読み取れる。芭蕉は、自らの紀行文は「日記」としてではなく、珍しさや新しさをもった「作品」としての

こしたいという思いをもっていたようだが、それは五年間という長い推敲期間や、実際とは異なった事象が描か

れていることからも読み取ることができるだろう。この点で、『おくのほそ道』洗練された言葉えらびや芭蕉なら

ではのリズムを感じることのできる教材であるといえる。

 単元内で抄出されているのは、「旅立ち」「平泉」「立石寺」の三場面で、芭蕉の旅の時系列に沿って読み進めら

れる構成となっている。「旅立ち」では、その名の通り『おくのほそ道』の題材となる旅に出たきっかけが記され

ている。冒頭文の「月日は百代の過客にして…」はあまりにも有名な文であるが、ここに芭蕉の考える人生観、

すなわち人の世の儚さや無常さ、年月のように旅をすることが人の生き方としてふさわしい、という考えがあら

われている。『おくのほそ道』以前に『野ざらし紀行』という紀行文があるが、この言葉選びからも分かるよう

に、芭蕉の人生は旅であったのだ。「平泉」は、奥州藤原氏三代が栄え、義経主従が奮戦した平泉の地に芭蕉がお

とずれ、古人に思いをはせる様子が書かれた場面である。「夏草や」の句からは、眼前に広がる悠久の自然に対し

て人の世の儚さや無常さを思う芭蕉の姿が想像される。

 本単元では、時間の都合上「立石寺」には触れずに、「旅立ち」と「平泉」の二場面を手掛かりにしながら芭蕉

の生き方やものの見方にせまる。既述のとおり、長い年月をかけて芭蕉は言葉の一つ一つに推敲を重ねている。

表現にみえる芭蕉の工夫を読み取らせることで、作品全体の深い読みにつながると考えている。また、表現の読

みのあとに、自らの体験をもとに俳諧紀行文を書かせる活動を行う。課題は夏休みをまたぐかたちで生徒に与え

る。古文に親しみを持たせることが目的である。生徒はこれまでに『平家物語』や『枕草子』『竹取物語』など多

くの古文作品を通して学習を進めてきたが、書かれた内容に注目することはあっても、書き手の意図にまで考え

をめぐらす取り組みはしてこなかった。つまり、作品を作品として読むことのみの活動であったということだ。

俳諧紀行文を書くという課題設定は、自分たちの手で作品を再現するという課題を前にすることで、生徒たちが

書き手の立場から作品を読み通すことができ、細かな視点をもって学習に取り組めると考えたからである。俳諧

紀行文に生徒がふれるのは、中学校教材の中で『おくのほそ道』が唯一であるが、本作品は『平家物語』等のよ

うに読者と登場人物との間に価値観や時代背景の違いが大きく生まれる作品ではない。人の世の儚さや悠久の自

然の対比など、現代に生きる生徒が考えやすいテーマで書かれており、俳句もこれまでに創作活動等を通して学

び親しんでいる。自分たちの手で読み解き、そして再現するにふさわしい難易度であると判断している。

本単元では、三百年前を生きた芭蕉のものの見方と現代を生きる生徒たちのものの見方をつなぐこと、また自

身の体験と俳句の世界とをつなぐことを通して、生徒には新たな古文を読む視点を手に入れさせたい。古文を作

品として読むだけでなく、書き手の意図という視点から思想や生き方を学び取る姿勢を身に付けさせたいと思っ

ている。
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(４)単元の目標 

 ・作品の深い読みのために、作者の考えや生きた時代背景に注目する姿勢を持つ。【関心・意欲・態度】

 ・作品に込められた作者の思いや表現の理由についての自分の意見を、考えた道筋が伝わるように工夫して話

す。【話す能力】

 ・自他の意見の共通点や相違点に注目しながら聞く。【聞く能力】

 ・紀行文に書かれたことが俳句を読むことで読み深められる構成で俳諧紀行文を書く。【書く能力】

 ・芭蕉の思いと表現の意図とを関連付けさせながら読む。【読む能力】

 ・文章中の語句や表現の意味を理解する。【言語に関する知識・理解・技能】

(５)評価基準表 

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力
言語に関する知

識・理解・技能

・芭蕉の生きた時代や

その背景について知

ろうとしている。

・他者の意見のメモを

とり、自分の考えに

反映させようとして

いる。

・古文と現代文の違い

を音読によって理解

しようとしている。

・読み取った思いやそ

の根拠を分かりやす

く説明している。

・自他の意見を比べな

がら聞き、共通点や

相違点を考えながら

メモを取り聞いてい

る。

・俳句と紀行文につな

がりを持たせなが

ら、相互に読み深め

られる俳諧紀行文を

書いている。

・読んだ人に伝わるよ

うに、表現に工夫し

ながら書いている。

・芭蕉の生き方や人生

観を、作品と関連さ

せながら読んでい

る。

・俳句と紀行文が、それ

ぞれ相互に作用しあ

って作品世界をつく

りだしている関係性

を読み取る。

・俳句のリズムに注目

して読んでいる。

・古文で用いられる表

現技法を理解し、作

品の理解に役立てて

いる。

・現代語と古語の違い

に注目し、それぞれ

の意味を理解してい

る。

(６)単元計画 

 第一次 『おくのほそ道』の作者松尾芭蕉について知る。「旅」とは自分にとってどのようなものか考えること

を通して、芭蕉にとっての「旅」に思いをはせる。

 第二次 ①「旅立ち」の文章を読み、日本語訳を通じて意味を理解する。また、「草の戸も」や旅立ちの句「行

く春や」の表現上の工夫を話し合い、作者が思いや考えを俳句の中に込める方法について自分の意

見を持つ。

     ②「平泉」の文章を読む。芭蕉が涙を流した理由について個人で考えたのち班で話し合わせ、クラス

全体での交流を通して芭蕉と視点を重ねる。

 第三次 ①俳諧紀行文を書かせることを知らせた上で、「旅立ち」「平泉」の二つの文章で共通した工夫点を話

し合わせる。俳句と紀行文の関係以外にも着目させ、さまざまな観点から作者と読者の間にある読

みの可能性に気づかせる。

②用意した短い文章から、俳句をつくる練習をした上で、「三年生の夏休みの思い出」というテーマで

俳諧紀行文を書かせる。評価規準は、あらかじめ用意しておいた観点に加え、芭蕉の俳諧紀行文か

ら読み取った工夫点を班内で一つ選ばせる。また、作品はのちに評価させることも伝えておく。

③出来上がった作品はそれぞれ班で決めておいた観点で相互評価、交流をさせる。相互評価シートに

記入する際は、必ずいい点と改善点(アドバイス)を少なくとも一つずつ挙げさせる。また、交流後

は、書きとった改善点(アドバイス)をもとに作品を修正し、色鉛筆等でイメージに合う挿絵や効果
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をつけて提出させる。

④完成した作品の展示をし、クラス間でも作品に触れあえる環境を整える(今回は文化祭を展示の場

とした)。

(７)授業の実際 

 授業ではまず、単元名や作者名は明かさずに、「旅」と言われるとどのようなことを

思い浮かべるかを考えさせ、隣同士で語り合わせた。教科書に書かれているような「旅

行」や「楽しいこと」という意見も出る一方で「自分探しのようなもの」や「長い時間

を要するもの」「旅行とは違うもの」など、「旅」という表現に注目した意見もでた。

 芭蕉の生い立ちやこれまでの作品等、『おくのほそ道』に至るまでの芭蕉の経緯を説

明したのち、「旅立ち」「平泉」の読みに入った。授業では、主にこの二つを用いて芭蕉

の人生観に触れたが、両方ともで丁寧に行ったのが声に出して読む作業だ。すなわち、

音読と朗読の作業である。芭蕉の紀行文には、歴史的仮名遣いも多く用いられ、例え

ば「行きかふ」と「行きこう」と読むのは現代的仮名遣いではあまりしない読みであ

る。また、俳諧紀行文であるため、五七五の十二音からなる俳句も音読の範囲に含ま

れる。現代語訳として文章を理解することは、内容理解ではもちろん必要な作業では

あるが、こうした声に出して古文を読むことは、古くから日本で親しまれてきたリズ

ムを感じ、耳で作品を楽しむことになる。特に古文などの教材では、それが作品を理

解することにつながると考えている。まずは範読から、つづいて二人ペアで交互に読

み合わせ、最後には班内で芭蕉の思いに重ねながら朗読を披露する。実際に音読を重

ねた学習者たちは、自然と「旅立ち」の冒頭部や俳句を暗記し、芭蕉の人生観を体で感

じている様子であったように思う。

 自己流俳諧紀行文づくりに向けて、わずか十二音に工夫を凝らす俳句にも注目をさ

せ、俳句の中の細かな表現に着目して分析をさせた。体言止めや切れ字などの基本的な表現技法の他に、言葉選

びや組み合わせなどの全ての要素に作者の意図があるとして問いを立てさせ、話し合わせた。「草の戸も」の句で

は芭蕉の住んでいた庵がそれまで「江上の破屋」や「住める方」などの表現で紹介されていたにも関わらずなぜ

「草の戸」という表現を選んだのかや、旅立ちの句ではなぜ鳥と魚の組み合わせなのかなど、出た問いは様々で

あった。単なる俳句の意味内容確認ではなく作り手の意図を読むための話し合いを行うことで、学習者はこの後

の俳句作成に意欲を持ったようだった。すでに完成された俳句をもう一度読者の手で読み直すこ

とが、作品世界に参加する楽しさを教えてくれたからだ。 自己流俳諧紀行文づくりは、「夏休

みの思い出」という全員が同じ

テーマで行った。作成にうつる

前に、学習者には①読み手に伝

わりやすいよう工夫した紀行文

にすること、②俳句と紀行文の

内容が相互に読み深められる作

品にすること、③俳句はきまり

ごとを守って作成することの三

つを内容の評価規準として提示

した。これに加えて、芭蕉の俳

諧紀行文から見つけた工夫点を

班で話し合って一つ足すよう指

学習者の授業日記

学習者のノート
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示し、四つの評価規準を設けた。この活動にう

つるウォーミングアップとして、こちらで作成

した「淀川の花火」という短い文章から俳句を

つくりだす課題を行った。同じ体験からでも、

着眼点によって全く違う俳句が出来上がるこ

とを学ばせたかったからである。また、作成し

た俳諧紀行文は、同じ観点をもった班内で相互

評価をさせてアドバイスさせあった。アドバイ

スをもとに修正案を打ち出させ、完成した作品

には必要であれば色鉛筆で挿絵や効果もつけ

てよいと指示した。それぞれが夏休みにしてき

た体験や考えた事を交流し作品が出来上がっ

ていく過程に、学習者たちは芭蕉のした推敲と

似た感覚を覚えたようであった。

完成した作品をクラス別に束ねた作品集は、十一月の文化祭に

国語の学習記録として展示した。クラスの中だけでとどまってい

た交流が、時間をあけてではあるが学年全体の交流となるいい機

会になった。自分たちの作品集となったことで、俳諧紀行文がよ

り身近な存在になったはずだ。

(８)実践を振り返って 

 『おくのほそ道』は、学習者の中学三年生たちが中学校三年間

の中で「俳諧紀行文」という文章形態に触れられる唯一の古文教

材である。旅の記録としての紀行文と思いや考えが込められた俳

句の二種類のテクストの相互作用により作品世界に深みが生まれ

る。

本単元では、自分の体験をもとに俳諧紀行文を作成するという

課題を通して、学習者は様々な俳諧紀行文を残す芭蕉の視点を少

なからず理解できたように思う。受験を控えた夏休みということ

もあり、大きな旅行をしたという生徒はほとんどいなかったが、

そのような普遍的な日々を作品に残すという作業にこそ、人生観

はあらわれるのではないだろうか。人生の旅をする者としても、

作品世界の演出者としても、芭蕉のような細かい視点で世界を捉える疑似体験ができたことは彼

らの今後の人生観に大いに影響を与えたはずだ。

しかしながら、本単元で学習者が触れられたのは二つの場面とそれに関連する数句のみであった。「旅立ち」で

語られた芭蕉の人生観が、作品のいたるところで見え隠れし、『おくのほそ道』を貫くテーマであることを学習者

が実感するにはあまりにも少ない資料だった。与えられた課題に取り組むだけでは学習者の主体性は育まれない。

また、作品の作成に重きを置くあまり、作者についての説明がこちらから提示するものだけになったことにも課

題があった。今後は、学習者が作風やテーマに疑問を持ち、自ら学んでいくような授業計画をこころがけたい。

学習者の作品
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『課題』に気付く社会科 

 

社会科      

 

１．主題設定の理由 

 平成二十九年三月に示された新しい中学校学習指導要領（以下新要領）では，第 1 目標で『社

会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して（中略）（3）社会的

事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うととも

に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して（以下略）』との記述がある。現行の指導要領（以

下現要領）ではここまで具体的に言及されてこなかった文言である「課題」が冒頭より頻出するの

である。もちろん目標のみならず，地理・歴史・公民の各分野でも「課題」について必ず言及がな

されている。では，新要領の言う「課題」とは具体的に何を指すのであろうか。平成二十九年六月

に示された学習指導要領解説（社会編）によると，課題を追求したり解決したりする活動について

は，『単元など内容や時間のまとまりを見通して学習課題を設定し，諸資料や調査活動などを通し

て調べたり，思考・判断・表現したりしながら，社会的事象の特色や意味などを理解したり社会へ

の関心を高めたりする学習（以下略）』を指す。そしてそのためには『「知識及び技能」を習得・活

用して思考・判断・表現しながら課題を解決する一連の学習過程において効果的に育成される』こ

とが重要であると続くのである。 

 もちろん旧態の社会科授業でも教科書に書いてあることやその他の史資料などから「課題」を設

定し，生徒に取り組ませる活動があったことは言うまでもない。しかし，それは果たしてどのよう

な目的を持っての「課題」であったのだろうか。往々にして課題のための課題，となっていたので

はないか。先述の指導要領および解説に戻ると社会科の究極のねらいは『グローバル化する国際社

会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎

を次のとおり育成することを目指す』である。生徒に取り組ませる「課題」に関しても現状に即

し，これからの社会を力強く彼らが生きていく際の足がかりとなるべくものでなければならないの

ではないだろうか。よって今回は「課題」を教科書の中だけのものとして捉えず，あくまで彼らの

これから生きる地球で起こっていることの一端としてとらまえ，その「課題」について既習事項を

駆使していかに解決しようとするか，という実践を行った。以下に報告する。 

 

２．実践の概要 

［実践事例１ 地理的分野］ 

（１）題材 

アフリカ州 

 

（２）学習内容 

 今回は生徒たちになじみが少ない状況を設定することで課題解決能力を育てたい。特に地理的分

野の学習では一貫したストーリーが見えにくいという声が多く聞かれる。学習内容が地域の特筆す

𠮷
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べき事象をなぞるだけとなってしまい，単に情報を与えるだけで授業が終わることは避けねばなら

ない。今単元ではアフリカ州を取り上げて授業を展開する。たとえば焼畑農業であったり，砂漠化

であったり，アパルトヘイトであったりを網羅的に学習しただけではこちらの意図する学習効果は

生まれない。本時はアフリカ州についての導入部分であり，特に生徒の興味関心を喚起させると同

時に今後の学習に繋がる大きなテーマをこちらが提示する必要がある。そこで南部アフリカのカラ

ハリ砂漠に居住するサン族について学習することにしたい。彼らは狩猟民であり，伝統的な生活ス

タイルでは野生種のスイカを得て水分を摂取している。そこで共通の課題として「なぜ彼らはスイ

カを生活の中心に置いているのか」に取り組ませ，アフリカ州の自然環境や人々の伝統的な生活文

化を資料から読み取らせたい。また，パフォーマンス課題として「サンの人々がこれらの品物を購

入した場合どのような利点や問題点が生まれるか」，「これからサンの人々はどうするべきか」を与

え，得た知識で裏打ちされた自らの意見を互いに交流させることで，新たな気付きが生まれるよう

にする。 

 

（３）単元目標 

○アフリカ州について興味を持ち，自らすすんで学習を深めることができる（関心・意欲・態度） 

○個人や集団での活動を通じ，自らの意見を補強してアフリカ州に関して学んだことを発表できる

（思考・判断・表現） 

○写真やグラフなどからアフリカ州に関する情報を読み取り，整理できる（資料活用） 

○アフリカ州に関する知識を理解し，適切に使用できる（知識・理解） 

 

（４）評価規準表 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 

資料活用の技能 社会的事象についての知

識・理解 

アフリカ州の人々の生活

についての主題に基づ

き，地域的特色に対する

関心を深め，それを意欲

的に追求し，捉えようと

している。 

アフリカ州の地域的特色

を，主題を元に多面的・

多角的に考察し，その過

程や結果を適切に表現し

ている。 

収集した資料からアフリ

カ州の地域的な特色につ

いて有用な情報を適切に

選択している。 

アフリカ州についての主

題から地域的特色を理解

し，その知識を身につけ

ている。 

 

ワークシートのルーブリック 

 A 基準 B 基準 

思考・判

断・表現 

学習した内容が正確に整理できており，それ

に基づいて理由が述べられている 

理由が述べられてはいるが，学習した内容が

整理して盛り込めていない 
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（５）学習計画（全４時間） 

一次：アフリカ州の自然環境…本時 

二次：アフリカの文化と歴史 

三次：アフリカの産業と経済を支える輸出品 

四次：自立をめざすアフリカの国々 

 

（６）本時の概要 

①目標 

○アフリカ州の大まかな地理的要件や気候風土について理解している（知識・理解） 

○活動を通じて現在のアフリカ州の課題と可能性に気付き，表現できる（思考・判断・表現） 

 

②展開 

過程 学習活動と内容 指導上の留意点 評価の観点 

導入 ●事前アンケートからア

フリカに対するイメージ

の共有 

→課題の提示 

☆興味を喚起する内容に

する 

 

展開 ●教科書内容の確認 

→板書からのノートづく

り 

●サンに関する資料の提

示 

 

 

●ペア→4 人班で共有→

全体共有 

 

 

 

●発表 

 

●ペア→4 人班で共有→

全体共有 

 

 

●発表 

 

 

 

 

 

 

 

☆机間巡視から支援の必

要な生徒には声をかける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学習した内容に基づい

て記述できているか（知

識・理解） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題�サンの人々が自動車や井戸を買った場合どんな良いことが起こるだろうか 

課題②課題�の結果，どのようなデメリットがあるか互いに発表せよ 

課題③サンの人々はどうすべきと自分は考えるか 
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→交流 ■それぞれの立場に立脚

して意見を述べることが

できているか（思考・判

断・表現） 

まとめ ●「課題」と「可能性」

の提示 

→次回以降につなげる 

  

（７）参考文献 

『人間にとってスイカとは何か：カラハリ狩猟民と考える』池谷和信 2014 年 臨川書店 

 

（８）成果と課題 

今回，参考文献の著者である国立民族学博物館の池谷和信先生や広報の方々にご協力いただき，館

内ビデオテークで放映されている動画と池谷先生ご本人のインタビュー動画を授業で使うことがで

きた。生徒たちにとって馴染みの薄い話題だっただけに，強力な動画という資料を使うことができ

たことは非常に効果的であった。しかしながら，生徒たちにサンの人々が今現在感じているであろ

う葛藤を追体験させることができたか，という点については不十分であったと言わざるをえない。

我々の生活との比較データ，サンの人々からのインタビューなどがあれば伝統と革新，開発と保存

という我々の生活にも大きく関わる事項へのシンパシーを持って振り返りができていたはずであ

る。 

 

葛
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［実践事例２ 公民的分野］ 

（１）題材 

公害の防止と環境の保全 

 
（２）学習内容 

 今回の授業では公民分野，その中でも経済発展に伴う負の側面，公害問題について取り扱う。日々

我々が過ごす世界の環境，というテーマはこの地球上で生きていく以上避けては通れないテーマで

ある。そして注記するまでもなく環境問題は未だ解決しなければならない課題が山積みとなってい

る。が，環境に対する課題解決を困難にしているのは，環境問題に絶対の正解が存在しないことで

あろう。世界や日本のどこかで今起きている環境問題に対し，大局的見地から意見を述べることは

容易である。しかしながら，現地には一般的に見れば環境破壊と呼ばれる行為を，唯一の生活の術

としている人々がいることもまた事実である。そして我々の生活も，ある種そのような環境にダメ

ージを与える活動において支えられている一面がある。 
生徒たちは先に歴史分野において高度経済成長期の公害問題について学習済みである。知識的な

部分に関してはある程度担保できている，として授業を展開したい。ややもすると中学生段階の世

代では「答えを手に入れること」を最上の目的とすることがある。確かに日々彼らが接する学習課

題では総括的評価が多くなされ，知っているか知っていないか，できるかできないか，正しいか正

しくないかが価値判断の基準となる例が非常に多い。しかし先述のように，現実社会に散見される

課題は単一の回答を導き出すことが困難な場合がほとんどである。例えば本校の中学三年生の殆ど

は高校進学を希望するが，附属高校を受験しない（あるいはできない）生徒がどの高校を受験すべ

きか，毎年該当者は過酷な選択を強いられる。いずれ遭遇するそのときに備え，『多面的・多角的に

考察したり，現代社会に見られる課題について公正に判断したりする力』を涵養することは非常に

有意義なことであろう。 
 授業の冒頭に本時を通しての課題である「この行為は ECO なのだろうか，EGO なのだろうか」

を提示する。これにより生徒は授業時間を通じて課題を念頭に置きながら授業を受けることができ，

モチベーションを維持することも可能になる。展開としては教科書事項の確認を行って知識の定着

を行い，手元に板書を写す活動を通して知識の整理も行わせたい。また，今回はオープンエンド的

な活動となるため，表層的な結論に達してしまう恐れがある。個人で思考を深める時間と小集団で

思考を交流する時間，そして最終的に再び個人で思考を整理する時間を十分に取ることにより，思

考の深まりを受けての判断を行えるようにしたい。 

 
（３）単元評価規準 

社会的事象への関心・

意欲・態度 
社会的な思考・判断・

表現 
資料活用の技能 社会的事象についての

知識・理解 

個人や企業の経済活

動に対する関心を高

社会における企業の役

割と責任，社会生活に

個人や企業の経済活動

に関する様々な資料を

経済活動の意義，市場

経済の基本的な考え
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め，それを意欲的に追

求し，個人や企業の経

済活動について考え

ようとしている 

おける職業の意義と役

割及び雇用と労働条件

の改善について，個人

や企業の経済活動に関

わる様々な事象から課

題を見出し，対立と合

意，効率と公正などの

視点から多面的・多角

的に考察し，その過程

や結果を適切に表現し

ている。 

収集し，有用な情報を

適切に選択して，読み

取ったり図表にまとめ

たりしている。 

方，生産や金融などの

仕組みや働き，企業の

役割と責任について理

解し，その知識を身に

付けている。 

 
（４）単元指導計画（全 20 時間） 
①消費生活と経済（4 時間）  ⑤これからの経済と社会（3 時間） 
②生産と労働（4 時間）    ・公害の防止と環境の保全→本時 
③価格の働きと金融（5 時間）   ・グローバル化する日本経済 

④政府の役割と国民の福祉（4 時間）  ・豊かさと経済 

 
（５）本時の目標 

A 代表的な公害とそれに伴う法整備などについて正しい知識を身に着けている（知識・理解） 
B 様々な条件を加味し，多面的・多角的な視野を持って環境破壊にどう対処するか判断できている

（思考・判断・表現） 

 
 
（６）本時の展開 

 ◎教師・△生徒の動き 指導上の留意点 評価 

導入 ◎今日は何の日（帯学

習） 
◎課題の提示 
→「この行為は ECOな

のだろうか～」 

・学習意欲を高め，取

り組んでみたい雰囲気

作りを重視する 

 

発展 ◎経済発展にともなう

公害問題について確認

しよう 
→△板書をノートにま

とめる 

・生徒の反応を見なが

ら，適宜適切に説明を

展開する 

 
 

A 
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◎代表的な環境破壊と

して，森林伐採がある

→課題の再提示 
「この行為は ECO な

のだろうか，EGO なの

だろうか」 
△4 人班を作り，班の

中で役割分担をさせて

思考させる 
→交流→全体発表 

 
 
 
 
 
 
 
・ファシリテーション

を重視し，生徒の思考

を深化，統合させるこ

とを意識する 

 
 
 
 
 
 
 
AB 

まとめ ◎循環型社会の説明 
→ワークシートを回収

する 

  

 

（７）成果と課題 

 三年生での取り組みということもあり，

生徒は自らに割り振られた役割でしっかり

と物事を考え，小集団での交流を行ってい

た。しかし，最終的にどう議論を着地させ

るかという点に対して未だ不十分さが見ら

れる結果となった。現実社会における意志

決定が成される瞬間は，リスクや影響など

を十二分にシミュレーションした上でなさ

れる。「この論理に基づいたからこの決定

をした。だから結果は甘んじて受け入れ

る」というのが社会における意志決定のル

ールであろう。しかし今回の授業では様々

な観点を受け入れて議論をすることはでき

たものの，それを受け入れてどう環境問題

に関わり続けていくのか，いうなれば地球

市民としてどう環境問題における課題を享

受するのか，そこまでの飛躍が不十分であった。さらに現実に即した授業，という形を追求してい

きたい。 
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［実践事例３］歴史的分野～自分と歴史上の人物をつなぐ～ 
（１）題材 
古代国家の成立と東アジア 

 
（２）学習内容 
 1 学期は人類の誕生から四大文明のおこり，古代国家の形成について，世界や日本と視点を移し

ながら学習してきた。そのなかで，国家を治めるのにはルールが必要であること，唐の影響を受け

た日本も律令国家を目指しはじめたことを学んだ。国家の統治システムや当時の人々の生き様など

について，授業ではなかなか深く踏み込みきれなかったので，夏休みには人物を調べ学習させたか

った。様々な国々の古代国家を生きた政治家，軍人，宗教家，文化人など色々な方面の人物を調べ

ることが，時代の流れ，国家のしくみ，法律，文化などについて理解できるだけでなく，その出来

事の背景についての課題を見つけ，探究するにつながると考えた。そして，国家の統治システムを

学習するなかで，規範意識の醸成にもつながればという願いもある。平成 29 年度全国学力・学習状

況調査報告書によると教科の平均正答率が高い層ほど規範意識も高くなる，という傾向があること

が読み取ることが出来る。 
（出典 www.nier.go.jp/17chousakekkahoukoku/report/data/17qn.pdf）学力，規範意識，ともに高

めていくことも教育だと考えている。国家をまとめるのに必要となるのが法であるのと同様に，生

徒の集団をまとめるのに必要なルールの存在の大切さにも気付かせたい。 
 さて，教育では学習内容に実感がわくかどうか，ということが理解度を左右することが多いので

はないだろうか。特に，古代という時代は現代からも遠く離れた時代であり，未解明な部分が多い

ことや，概念的な単語も覚えなければならないことも相まって，生徒にとっては実感がわきにくく

他人ごとにされてしまうことに拍車をかけているように思う。日々の授業でも実感を持たせること

に苦心してきた。古代の歴史の学習で実感を持たせつつ，学習の意義が明確な課題を設定すること

で自分事にさせる課題を設定したかった。そこで，夏休みに「古代の歴史上の人物で履歴書を書こ

う」という課題を取り組ませ，その「履歴書」を使って，それぞれの生徒が調べた人物になりきっ

て，自分のクラスへの編入試験を想定した集団面接を行った。既習の歴史上の人物についてただ漫

然と調べ学習の課題をさせるのではなく，生徒一人一人にしっかりとした目的意識を持たせて課題

に取り組ませることがねらいである。古代の歴史上の人物についての業績や自己 PR などを書かせ

ることで，既習内容の理解をさらに深め，自発的な探究内容を披露することができるだけでなく，

履歴書作成や面接での受け答え，三段論法という話し方，面接時のマナーなど多様な技能を身に付

けることが将来の高校・大学入試や就職活動にもつながると考え，この課題を設定した。 

 
（３）単元目標 
○古代国家の形成や東アジアとのかかわりについて，意欲的に学習に取り組むことが出来る（関

心・意欲・態度） 

○古代国家について，学習した内容を適切に表現し説明することが出来る。（思考・判断・表現） 

○古文書や文献資料，遺跡や遺構，遺物などから，当時の様子を分析・考察することが出来る。
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（資料活用） 

〇古代国家のしくみや律令，当時の文化について理解している。（知識・理解） 

 

（４）評価規準表 

 
（５）学習計画（全 18 時間） 
第 1 次：人類の登場から文明の発生へ（4 時間） 
第 2 次：東アジアの中の倭（3 時間） 
第 3 次：中国にならった国家づくり（6 時間 本時 2～4/6） 
第 4 次：展開する天皇・貴族の政治（5 時間） 

 
（６）本時の概要 

①目標 

〇面接に対して真剣に取り組み，他人の発表をしっかり聞くことができる。（関心・意欲・態度） 
〇古代の歴史上の人物が行った政策や，人物像などを自主的に調べることで，さらなる理解を深め

る。（技能） 
〇多面的・多角的に人物像を考察し，その人物になりきって政策や人物の魅力を説明することがで

きる。（思考・判断・表現） 
 

②展開 

 学習活動 留意点 評価の観点 

導入（10 分） 面接の進め方やマナーの

説明を聞く。 
見本の動画（授業者が実

演したもの）をみる。 
注意点をふまえて，近く

の人と練習する。 

  

展開（35 分）    

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

外国との結びつき，国

づくり，文化の影響，

人物の魅力など，様々

な観点から課題に対し

て意欲的に探究してい

る。 

古代国家の様々な統治

システムや，文化の発

生原因，為政者の目的

などについて，多面的・

多角的に考察して自分

の考えを適切に表現し

ている。 

文献資料や遺物・遺跡

の写真などから各時代

の特色を読み取ること

ができる。 

各文明・各時代の特色

や，律令国家の仕組な

どについての知識が身

についており，理解し

ている。 

古代の歴史上の人物になりきって，集団面接しよう 
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班を 1 グループとして面

接する。1 回の授業で 3～
4 グループほどをまわ

す。 

各生徒が担当した受験者

の面接内容を相互評価シ

ートに記入して本人に渡

すことをアナウンスす

る。この際に聞く姿勢や

態度が悪い者は減点対象

であることを伝える。 

・面接に対して真剣に取

り組み，他人の発表を聞

くことができる。（関心・

意欲・態度） 
・古代の歴史上の人物が

行った政策や人物像など

を調べられている。（技

能） 
・その人物になりきって

政策や人物の魅力を端的

に説明することができ

る。（思考・判断・表現）

まとめ（5 分） 受験者に相互評価シート

を渡し，生徒同士でどう

いうところが良かった

か，改善するべきかにつ

いて話し合う。 

  

 

（７）成果と課題 

 振り返り学習や探究学習を，従来の課題よりも自主的・意欲的に取り組ませることができた。そ

れは，面接の受け答えの内容からうかがえるものもあった。例えば，中大兄皇子の趣味を「発明」

と答えた生徒もいた。理由は，元号，漏刻という水時計，庚午年籍という戸籍等，様々な新しい取

り組みをしたからだと言う。このように，従来の知識だけでなく，新しく調べた内容を面接で披露

しようとする意欲が感じ取られたものもあったように思う。そして，歴史の個々の探究学習した内

容を発表形式で成果をアウトプットさせることにつながった。歴史上の人物になりきって自分なり

に考え質問に答えることは，「自分と歴史上の人物をつなぐ」ことに近づいたと考えている。 
また，面接の受け答えという社会に出て必要な能力を，社会科の発表とあわせて多くの生徒に身

に付けさせることができたと思う。入退室のマナーや話し方は，入社試験の面接を想定して行うこ

とが出来ていたので，振り返りシートには「緊張感があった」というコメントが多く見受けられた。

根拠に基づいて話すこと，簡潔に相手に伝える方法としても，三段論法を紹介したのはかなり効果

的であったように感じた。振り返りシートにも「三段論法を心がけたい」「自分が思っているよりも

姿勢が悪かった」という気付きがあったというコメントが多かった。以後，授業中の発表では，結

論と理由を結び付けて話すという意識があったように感じる。 
 課題は，面接を受けていないときの生徒の集中力である。聞いている人は評価シートを取り組ま

せ，発表後に相互にアドバイスさせるようにしたが，自分の担当の生徒の発表が終わってからは気

が緩んでいる生徒もいた。聞いて学んだことや興味を持ったことを書き出させるなどの工夫の余地

がある。 
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 また，発表が苦手な生徒には，台本作りや練習などの時間も必要だと感じた。発表が全くできな

くなってしまう生徒はいなかったが，「うまく言葉が出なかった」，「もっと練習して取り組みたい」

「もう一度挑戦したい」という声が散見された。練習の仕方を夏休み前に示せていれば，もっと高

度な受け答えが出来たかもしれない。今回は面接の質問内容をあらかじめ提示していたものから聞

いたが，柔軟性や即興性を要するような質問もあっても良かったかもしれない。ただし，まだ 1 年

生なので，受け答えの柔軟性などはこれからの中学校生活のなかでじっくりと身に付けても良いだ

ろう。 

 
【資料 A】 夏休み課題 「古代の歴史上の人物で履歴書を書こう」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【資料 B】入室の様子   【資料 C】集団面接形式の発表 
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【資料 D】履歴書 ルーブリック        【資料 E】振り返りシート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【面接の質問および生徒の解答例】 
①受験番号，氏名，志望理由  
例）（劉邦） 
「受験番号 0227 の劉邦です。志望理由は，1B の学級目標に惹かれたからです。学級目標は『1B 団

結。仲間と協力し助け合い，そして世界を獲れ！』です。私はずっと中国統一を目指して頑張って

きました。しかし，中国よりもさらに大きい『世界を獲る』という言葉に惹かれたので 1B 編入を

志望しました。」 

 
②成功体験は何か 
例）（劉邦） 
「敵の項羽側から逃げてきた韓信という人の話を聞き，その才能を見抜いたことです。それにより，

韓信の力を借りることで中国全土を統一し，漢を建国することが出来ました。」 
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③成功体験をもとに，クラスで貢献できることは何か 
例）（劉邦） 
「私は人の話を聞くことができます。韓信の話を聞いて才能を見抜くことが出来ました。このよう

に，クラスメイトの才能を見抜き，適材適所に配置することが出来ると思います。」 

 
④？？？（以下の内から 1 つ） 
・あなたを色に例えると何か 
例）（額田王） 
「ピンク色です。私は天智天皇と天武天皇の二人の天皇に愛されました。また，得意の和歌で人々

の心を動かすこともできます。よって，人々を魅了するイメージのピンクが私に相応しいです。」 

 
・クラスで喧嘩が起きたとき，あなた（人物）ならどうするか 
例）（イエス） 
「私は機転を利かせて対処します。私はたくさんの人々の喧嘩を見てきました。例えば，ある赤ち

ゃんをめぐって二人の女性が自分の子だと言い張って喧嘩していました。そこで私は，『ならば，そ

の赤子を二つに分けたら良い。』と言って，先に譲った方が本当の母だと見抜きました。このように，

機転を利かせて喧嘩を解決することが出来ます。」 

 
・苦手な人の性格と理由 
例）（蘇我入鹿） 
「私は強引な人が嫌いです。中大兄皇子は話も聞かずに私を斬りつけただけでなく，彼は私以外の

政敵も数多くその手にかけました。そういった強引な人とは話し合いが難しい場合があるので苦手

です。」 

 
・趣味 
例）（大海人皇子） 
「私は端無事というなぞなぞが趣味です。庶民的な遊びもして楽しんでいました。このように，日

頃から庶民の動きにも目を配ることを意識しております。」 

 
［実践事例４］公民的分野 「世界平和に向けて」－沖縄から考える－ 

（１）題材 

国際社会の仕組み 

 

（２）学習内容(課題設定の理由) 

この単元は，これまでの地理的分野・歴史的分野，そして公民的分野での学習の取りまとめとし

て，多面的・多角的に国際社会のようすや課題，地球的規模の課題について考えるために設定され

ている。 
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 そのため，新学習指導要領は，単元の目標として，「国際社会に対する理解を深めることができ

るようにすること」と「国際社会における我が国の役割について多面的・多角的に考察し，構想

し，表現し，課題を探求し，自分の考えを説明すること」を求めている。 

 さらに，かかる学習を展開する際には，公民的分野で既に学んだ「現代社会の枠組み」での学習

を生かし，国際社会に関する様々な事象を捉え，考察，構想する際の概念的枠組みとして，対立と

合意，効率と公正，協調性などに着目したり，関連付けたりして，国際社会における事象を理解で

きるようにすることも求めている。 

 特に，本単元で扱う「国際社会の仕組み」では，国際連合をはじめとする国際組織の役割等につ

いて学ぶとともに，日本国憲法の平和主義の理念を基に，わが国の安全と防衛，国際貢献を含む国

際社会における我が国の役割について多面的・多角的に考察し，構想し，表現できるようにすると

ともに，世界平和を確立するための熱意と協力の態度を育成することが目標に掲げられている。 

 そのためには，人間の生命の尊さや，平和の尊さを自覚し，世界平和に向けて多面的・多角的に

考察・構想し，表現する学習の場を設置し，地理的分野や歴史的分野での「現代の日本と世界のか

かわり」の学習などとの関連性を踏まえ，「国際情勢が変化する中，自衛隊が我が国の防衛や国際

社会の平和と安全の維持のために果たしている役割や日米安全保障条約などにも触れながら，わが

国の安全と平和，アジアひいては世界の平和をいかに実現すべきについて考察させること」が必要

となる。 

 しかしながら，生徒は，国際連合をはじめとする諸組織が国際平和の実現向けて活動していると

いう認識はあるものの，その実現に向けた各種の取り組みついては，教科書の学ぶべき事柄として

認識しているにとどまってしまう傾向にあるといえる。そのため，授業で国際平和の実現への努力

がいかに大切であると唱えようとも，国際平和は実現できない「絵空事」であり，自分とはかかわ

のないことであるという認識が生まれてくる一因となっているとも考えることができる。 

 ３年生の生徒たちは，沖縄への修学旅行の事前学習として，沖縄の事前学習や平和学習などをす

でに行っている。そこでの学習を生かしつつ，地理的分野・歴史的分野での既習事項から，「沖

縄」の歩みや課題を再認識させることで，「本当の沖縄世とは，どのような世の中か」について，

多面的・多角的に考察し，表現する学習の場を設定し，国際平和をいかに実現すべきかについて考

えるきっかけとするとともに，世界平和の実現に向けて積極的に取り組もうとする態度を育成する

ため，本単元及び本時を設定することにした。 

 本学習に先立ち事前調査では，生徒の「沖縄」についてのイメージを概観すると，「きれいな海

と自然」「琉球の独自の文化」などを挙げているものが多く（約８割），太平洋戦争の唯一の国内戦

場になったことやアメリカの占領，米軍基地についてあげているものは少ない（約２割）といえ

る。 

そこで，沖縄の産業別就業者人口構成に着目し，第三次産業人口の割合が多い理由について考え

させることから，基地依存型の消費経済の問題や米軍基地問題などを取り上げ，なぜ，沖縄に米軍

基地が集中しているかについて考えるなかで，沖縄戦について再確認し，生命の尊さ，平和の尊さ

についての自覚を高め，「本当の沖縄世とは，どのような世の中か」について多面的・多角的に考

察することで，平和の実現に向けた取り組みを「我がこと」としてとらえさせることで，新学習指
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導要領の掲げる目標達成に向けて少しでも近づくために，授業を実践することにした。 

（３）単元の目標及び評価規準表 

社会的事象への 
関心・意欲・態度 

社会的な 
思考・判断・表現 

資料活用の技能 社会的事象についての

知識・理解 
国際社会の活動に対す

る関心を高め，それを意欲

的に追究し，世界平和の実

現と人類の福祉の増大に

ついて考えようとしてい

る。 

国際社会及び我が国の

果たす役割について，国際

社会の活動にかかわる

様々な事象から課題を見

いだし，対立と合意，効率

と公正などの視点から多

面的・多角的に考察し，そ

の過程や結果を適切に表

現している。   

国際社会の活動に関す

る様々な資料を収集し，有

用な情報を適切に選択し

て，読み取ったり図表にま

とめたりしている。  

 国家間の相互の主権の

尊重と協力，各国民の相互

理解と協力及び国際機構

などの役割の大切さにつ

いて認識し，日本国憲法の

平和主義について理解を

深めるとともに，国際社会

における課題解決のため

に，経済的，技術的な協力

などが大切であることに

ついて理解し，その知識を

身に付けている。 

 

（４）単元指導計画（全 16 時間） 『地球社会と私たち』 

    ① 国際社会の仕組み(８時間）・本時は第５・６時間目「世界平和に向けて」－沖縄のから考える

－ 

② さまざまな国際問題(４時間) 

③ これからの地球社会と日本(４時間)  

 

（５）本時の目標 

 沖縄の置かれている現状を，地理的・歴史的観点から把握するとともに，生命の尊さや平和の尊

さについての自覚を高め，「人の安全保障」や平和の実現に向けた取り組みついて意欲的に考えて

いこうとする態度を養う。(関心・意欲・態度) 

※ ワークシートのルーブリック(関心・意欲・態度＋思考・判断) 

Ａ 国際情勢・社会情勢など多様な視点から，沖縄の在り方について述べている。 

Ｂ 平和主義の観点から，沖縄利あり方について，自分なりの意見を述べている。 

  

（６）本時の展開 

第５時間目 

 内容・項目 生徒の活動 指導上の留意点 ・資料 ※評価 
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導 

入 

 

沖縄の 

 イメージ 

 

 

◎自分たちの書いたイ

ラストを見て，沖縄

についてのイメージ

を再確認する。 

●大阪のリトル沖縄に触

れながら「清ら島 沖

縄」，沖縄戦・在日米軍

基地について再確認さ

せる。 

・PPT 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

沖縄の 

産業別就業

者人口割合 

の特徴 

 

 

 

 

 

基地依存型 

  の経済 

 

 

 

 

 

 

 

日本の中の 

 米軍基地 

 

 

日米安全 

保障条約 

◎2017 年の産業別就業者

人口割合のグラフ(東

京・大阪・愛知・兵

庫・沖縄)からどの都

府県のものか推測し，

その理由を発表する。

 (個人⇒ペア)

 

 

◎1970 年の沖縄の産別人

口の割合のグラフも参

考にして，理由につい

て考え，発表する。 

  (個人⇒ペア)

 

 

 

 

◎沖縄に米軍基地が集

中している理由につい

て考え，発表する。 

  (個人⇒班)

・アメリカの「キー・

ストーン」沖縄 

・盾(日本)と矛(アメリ

カ) 

●2017 年，1990 年，1975

年のものも提示し，沖縄

返還当初，第三次産業人

口の割合が全国２位であ

ったことに着目させ，そ

の理由についても考えさ

せる。 

 

 

●沖縄が基地依存型経済

であったことや現在も

依存していることに気

づかせる。 

・机間巡視を行い，適宜，

アドバイスをする。 

 

 

 

●歴史的背景を再確認さ

せるとともに，沖縄の

アジアにおける地理的

位置関係についても気

付かせる 

・机間巡視を行い，適

宜，アドバイスをす

る。 

・PPT 

・ワークシート 

※グラフから考えよ

うとしているか。 

(関・資)

 

 

 

 

 

・PPT ・ワークシー

ト 

・資料１ 

※適切にテクストを

読み取っているか。

(資)

 

 

・PPT・ワークシート 

・資料２ ・DVD１ 

※適切にテクストを

読み取っている

か。 

 (思・資)

 

 

 

 

 

沖縄返還当初より， 
第三次産業人口の割合が全国第２位であったのは，なぜか考えよう！ 

日本に米軍基地がある理由や 
沖縄に米軍基地が集中している理由について考えよう！ 
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 第６時間目 

 内容・項目 生徒の活動 指導上の留意点 ・資料 ※評価 

 

 

展 

 

 

開 

 

沖縄戦 

 

 

 

 

 

 

 

◎太平洋戦争中，唯一

の国内戦場となった

沖縄戦について，再

確認するとともに， 

多くの沖縄住民の尊

い命が失われたこと

について再確認す

る。     (全体) 

●本土の「身代わりの

島」となったことや，

集団自決があった理由

についても，確認でき

るようにする。 

●命の尊さや，平和の尊

さについての自覚を高

める。 

・DVD２ ・PPT 

・資料３ 

※適切に歴史認識を

しているか。 

  (知・関)

 

 

 

 

展 

 

 

 

開 

沖縄の歩み ●沖縄の歩みを概観す

るため，下記の６つ

の世を古い順に並べ

替え，その理由を発

表する。 

・沖縄
ウチナー

世
ユー

・琉球世 

・アメリカ世・大和世 

・戦
イクサ

世・薩摩世 

  (個人⇒ペア)

◎沖縄の歴史を概観させ

ることで，日本やアメ

リカによって沖縄が支

配されていたことを再

確認させるとともに，

現在もアメリカや日本

の影響を受けているこ

とに気づかせる。 

・PPT ・ワークシー

ト 

・資料４，５ 

※適切にテクストを

読み取っている

か。 

 (関・資)

 

ま 

 

と 

 

め 

 

「沖縄世」 

とは 

 

◎本当の意味での「沖

縄世」とは，どのよ

うな世の中か，自分

なりの考えをまと

め，発表する。 

 (個人⇒班⇒全体)

 

●現在の沖縄について， 

国際情勢や社会情勢な

どの観点から，多面的

に，考えるよう支援す

る。 

・PPT ・ワークシー

ト 

・DVD３ 

※多様な観点から考

えようとしている

か。 

 (関・思)

 ※使用資料・映像等 

［資料１ 朝日百科・占領が促進した消費型経済］［資料２ 朝日百科・「身代わりの島」の悲劇］ 

［資料３ 岩波新書・証言 沖縄「集団自決」］   ［資料４「清
チュ

ら島 沖縄
ウチナー

」・歴史のあらまし］ 

［資料５「清ら島 沖縄」・復帰後の沖縄］ 

［DVD１ NHK ニュース７2017.12.22「米軍ヘリ窓枠落下」］ 

［DVD２「清ら島 沖縄」NHK スペシャル「沖縄戦全記録」「沖縄地上戦」］［DVD３「清ら島 沖縄」］ 

本当の意味での「沖縄世」とは，どのような世の中か，考えをまとめてみよう！ 本当の意味での「沖縄
ウチナー

世
ユー

」とは，どのような世の中か，考えをまとめてみよう！ 
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（７）成果と課題 

 生徒たちがこれから生きる社会において求められるものは，自ら「課題」を設定し，解決してい

く力，いわゆる 21 世紀型の能力が求められている。そこでは，既存の概念や知識，方法にとらわ

れることなく，新しい概念や解決方法を見出す力や地域社会に積極的に参画していこうとする姿勢

(「Think  global，Act  local」)を身に着けていることが大切になってくる。 

その意味で，生徒たちのワークシートを読み取ると，「沖縄から基地をなくすだけでは，沖縄の

人々の安全や日本の安全保障は成り立たない。」「沖縄の基地負担を軽くする必要性と，日本の安全

保障の在り方を考え直していくとが，本当の意味での沖縄世につながるのではないだろうか。」な

ど，現在の国際情勢や社会情勢など多面的な視点から，日本全体の平和と安全を確保し，人々が求

める「沖縄世」の在り方を述べているものが 72%あったことは，成果の一つとしてあげることがで

きる。 

しかしながら，「基地はなくせない，徐々に改善を図っていく(12%)」「沖縄の米軍基地をなくす

(16%)」など，具体性に欠けたり，一面的であったりするものもあるため，今後，さらに授業を改

善し，『グローバル化する国際社会に体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な

公民としての資質・能力』を身につけさせていくことが課題となっている。 

 

３．成果と課題 

 冒頭に掲げたように，今年度も各授業者が様々なアプローチで現実社会に存在する様々な課題と

学習指導要領の内容をつなぐような授業を考え，実践してきた。しかしながら，生徒の思考が本当

の意味で深化したのかどうか，生徒の持つポテンシャルに頼った授業だったのではないか，という

反省はある。来年度以降の課題としては，生徒の思考・判断をどうやって変容させていくか，学習

意欲の高まりや考察の深化をいかに見取って評価するか，加えてその評価が担当者個人の判断だけ

でなされるのではなく，妥当性が広く保証されたものであるにはどうすればよいか，などを考えて

いく必要がある。 
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主体的・協働的な学びを通して「つなぐ力」を育む数学科授業 

 
数学科 中西遼・田中伸治・塩田和也

１．主題設定の理由 

（１）はじめに 

 平成 29 年 3 月に（新）学習指導要領が公示された。今回の学習指導要領の改訂では，平成 27 年

8 月にまとめられた「中央教育審議会特別部会 論点整理」，平成 28 年 12 月の「中央教育審議会 

答申」の提言を受けて，「生きる力」をより具体化し，教育課程全体を通して育成を目指す資質・能

力を次の三つの柱で再整理された。 

① 何を理解しているか，何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得） 

② 理解していること・できることをどう使うか 

（未知の状況に対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成） 

③ どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか 

（学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力，人間性等」の涵養） 

この３つの柱を，中学校数学において育成を目指す資質・能力として整理したものが次の表であ

る。 

①  何を理解している

か，何ができるか（生

きて働く「知識・技能」

の習得） 

・数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則の理解 

・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，表現・処理した

りする技能 

・数学的な問題解決に必要な知識 

②  理解していること・

できることをどう使う

か（未知の状況に対応

できる「思考力・判断

力・表現力等」の育成）

・日常の事象を数理的に捉え，数学を活用して論理的に考察す

る力 

・既習の内容を基にして，数量や図形などの性質を見いだし，

統合的・発展的に考察する力 

・数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力

③  どのように社会・世

界と関わり，よりよい

人生を送るか（学びを

人生や社会に生かそう

とする「学びに向かう

力，人間性等」の涵養）

・数学的に考えることのよさ，数学的な処理のよさ，数学の実

用性などを実感し，様々な事象の考察や問題解決に数学を活

用する態度 

・問題解決などにおいて，粘り強く考え，その過程を振り返り，

考察を深めたり評価・改善したりする態度 

・多様な考えを認め，よりよく問題解決する態度 

（２）中学校数学科における「つなぐ力」とは 

これらの資質・能力は，研究テーマである「つなぐ力」をもった子どもを育成することで培われ

るとえる。「つなぐ力」は具体的に，次の３点において考える。 
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① 既習事項とこれから学習する内容とを「つなぐ力」 

  新たな課題に直面したとき，それを既習事項に結び付けて考えることは，解決の糸口となる。

既習事項に結びつけるためには，ただ無作為に当てはめるのではなく，情報を収集し数理的に捉

え，理論的に考察する中で既習事項とのつながりに気づくものである。また，既習事項について

も性質を整理し，発展的に考察できるように捉えておくことが必要である。既習事項とこれから

の学習する内容とを「つなぐ力」を培う中で，これらのことを踏まえて行うことが大切であり，

生きて働く「知識・技能」の習得や未知の状況に対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育

成につながると考える。 

② 他者と自分との数学的な見方を「つなぐ力」 

自分の考えを他者に伝えることは，理解したことを整理し表現するので，理解を深めことにつな

がる。また，他者の考えを知ることで多様な考えを認め，より良く問題解決する態度を身につける

ことにもつながる。このことは，生きて働く「知識・技能」の習得や学びを人生や社会に生かそう

とする「学びに向かう力，人間性等」の涵養につながると考える。 

③ 日常生活と数学を「つなぐ力」 

新学習指導要領では，数学と実社会の関連につ

いての理解を深めることが求められている。日常

生活と数学を，「現実の世界」「数学の世界」と考え

たとき，ただ単に「現実の世界」にある数学を探す

ことだけでなく，それをさらに「数学の世界」で考

察し深め，さらに深めたことをもう一度「現実の世

界」に当てはめて考えるといったような，連続的な

つながりが大切である。はじめは数学が使われていることだけしか気づかなかったことが，「数学の

世界」で深めたことを当てはめることで，はじめに気づかなかったことにまで気づくようになり，

この気付きの経験が，日常生活と数学を「つなぐ力」になる。このことは，学びを人生や社会に生

かそうとする「学びに向かう力，人間性等」の涵養につながると考える。

（３）関数分野においての「つなぐ力」 

 関数分野においては，２つの数量関係を表や式，グラフを用いて考察し表現する力を培い，さら

に，日常生活や社会の事象などの具体的な場面において，その力を活用できることが求められてい

る。このことは，上記③の日常生活と数学を「つなぐ力」に当てはまる。 

 その力を培うために，「現実の世界」である日常生活や社会の事象を，いかに数学化して「数学の

世界」へ繋げるのかということが大切である。そのためには，やみくもに考えるのではなく，表や

式，グラフを活用して考えるとや図形分野などの学習事項を活用して考えることが，数学化するた

めには必要となる。このことは，上記①の既習事項との「つなぐ力」が必要とされる場面である。 

このように日常生活や社会の事象を関数分野を通して学ぶことで，「つなぐ力」を培うことができ

ると考えられる。また，関数分野においても深い学びにつながると考えられる。 

「算数・数学ワーキンググループにおける審議の取りまとめ（報告）」(2016)
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２．実践の概要

【実践事例Ⅰ】

比例と反比例を深める

～視力 2000 を説明しよう！～

授業者 中西 遼

（１） 対象 第 1 学年 159 名

（２） 単元名 比例と反比例

（３） 単元設定の理由

 ①はじめに

 本単元は関数領域の第１学年の単元である。また，本実践事例で扱う「視力 2000」とは，アル

マ望遠鏡によって 2014 年 10 月 24 日に記録された，当時の史上最高の解像度である。アルマ望

遠鏡は，チリのアンデス山脈中のアタカマ砂漠にあり，ヨーロッパ，東アジア，北米，およびチ

リの国際協力により建設された大型電波干渉計である。HP 上の公式説明では「視力 2000 は，

500km 先（東京から大阪までの距離に相当）に置かれた野球のボールの大きさが見分けられる視

力に相当」と解説されている。

 ②新学習指導要領から

平成 29 年 3 月 31 日に告示された新学習指導要領・総則において，「主体的・対話的で深い学

びの実現に向けた授業改善」，「知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して

考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造したりすること

に向かう過程を重視した学習の充実」が掲げられている。そこで今回は「情報を精査して考えを

形成すること」「問題を見いだして解決策を考えること」を目指し，「つなぐ力」を意識した授業

展開によって課題解決を進める実践を計画した。

③全国学力・学習状況調査から

平成 28 年度全国学力・学習状況調査の報告書によると，「目的に応じて必要な情報を選択し，

事象を数学的に表現し処理できるようにする」ことや「問題解決のために数学を活用する方法を

考え，説明できるようにする」ことが必要とされている。実際，与えられた数量を基にその関係

を調べることがほとんどであり，問題解決の場面で活用する機会は多くない。そこで，本実践で

は「視力 2000」という途方もない値に対して，身近な視力検査を手掛かりに数量関係を考察し

「視力 2000 の具体的な説明をする」という題材を設定した。

④日常，既習事項，今後学習する内容から

説明にあたっては，視力検査で用いられる「ランドルト環」を扱った。「知っている」「見たこ

とがある」という身近さを強調することで，“日常に潜む数学”に気づかせることができ，比例や

反比例への興味・関心を高めさせることができる教材であると考えられる。加えて，今まで何気

なく受け入れてきた「視力 1.0」や「視力 0.3」がどのように定められているのかを生徒自らに発

見させることができるので，主体的に取り組ませやすい。また，小学 6 年で学習した「拡大図と
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縮図」や中学 3 年で学習する「相似」の内容と「関数」を結びつける教材ともいえる。

⑤ランドルト環に関して

ものは遠ざかると小さく見え，近づくと大きく見える。ランドル

ト環を用いる視力検査は，この性質を利用した方法である。距離を

変えてランドルト環を見たときに，C 字型の図形の切れ目がどこに

あるかを被験者に判断させることにより，視力を検査する。（方法１）

  一方で，「小さく見える」「大きく見える」ということは，縮図や拡大図を見ることと同じとい

える。（方法２）これらを利用したのが現在広く利用されている検査方法である。

本実践では，まず（方法２）を扱いながら考察を進めた。実際の視力検査ではランドルト環か

らの距離を一定にして，視力 1.0 用のランドルト環の拡大図や縮図を使用している。例えば，視

力 1.0 用のランドルト環をもとにしたとき，5 倍の拡大図で切れの目の向きを判別できれば視力

0.2 以上，0.5 倍の縮図で切れ目の向きを判別できれば視力 2.0 以上とみなされる。このように視

力 1.0 用のランドルト環を x倍に拡大または縮小した図が，視力 y用のランドルト環とすると，

xと yの積は一定である。つまり， xと yの間には反比例の関係（ⅰ）が成り立つといえる。

また，ランドルト環の大きさを変えずに，距離を変えることで視力を検査する方法（方法１）

も可能であることを生徒たちも気づかせる。この場合，被験者がランドルト環から z m 離れた所

からみて，切れ目の向きを判断できたときの視力を yとすると， zと yの間には次の比例の関係

（ⅱ）がある。

（ⅰ）・・・
x

y 1=    （ⅱ）・・・ zy
5
1=

つまり，「5 m の 2 倍にあたる 10 m の距離から判別できれば，視力は 1.0 の 2 倍の 2.0 であ

る」「視力が 1.5 というのは，5 m の 1.5 倍の距離，すなわち 7.5 m の距離から判別できたときの

視力である」という説明になる。以上の方法１，２の考え方を組み合わせることで「視力 2000」
を説明することが可能になる。

（例）「視力 2000」は視力 1.0 の 2000 倍なので，「2000 倍離れた所から判別できる」となる。，

5 m × 2000 = 10000 m = 10 km  
 よって視力 1.0 用のランドルト環を 10 km 離れた所から判別できる視力が「視力 2000」である。

（４） 単元の目標

① 関数関係の意味を理解する。

② 比例，反比例の意味や性質を理解する。

③ 変数，変域の意味を理解し，文字を変数としてみることができる。

④ 座標についての基本的なことがらを理解する。

⑤ 比例，反比例のグラフについて，その性質や特徴，かき方を理解する。

⑥ 比例，反比例の表，式，グラフから必要な情報を読み取って考えたり，表，式，グラフを相

互に関連付けてとらえたりすることができる。

⑦ 比例，反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明することができる。
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（５） 単元の評価規準表

（６） 学習計画（全 20 時間）

（７） 実践授業のまとめ

 ① 目標

 ⅰ ランドルト環を調べ，視力や距離との関係を見いだせる。【数学的な見方や考え方①】

 ⅱ ランドルト環や身の回りにある物を使って「視力 2000」を説明できる。

【数学的な見方や考え方②】
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 ② 展開
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③ 生徒たちの学習の様子

・ワークシート

・評価課題①

＜ランドルト環と視力の関係を調べよう＞

多くの生徒が，切れ目の幅を xmm，視力を yとして表を作り，情報をまとめた上で関係式を見

いだすことができていた。これまでの学習の成果である。また，座標平面上に点を取ることで反比

例を見いだしている班もあった。

・評価課題②

＜ランドルト環を用いて「視力 2000」を説明しよう＞

多くの生徒が評価課題①で見いだした関係式を

用いて「視力 2000」を説明している。非常に小さ

いランドルト環になるため，距離を利用した関係

式から説明する方が現実的であること認識して

いる記述が多かった。
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・評価課題③

＜「視力 2000」の自分なりの説明を考えよう＞

まずはじめに，アルマ望遠鏡がどのよう

に「視力 2000」を説明しているのか考えさ

せた。「500km 先からどのボールが見えれ

ばよいか？」という問いに対し，「ボールの

直径」と「ランドルト環の切れ目の幅」を

対応させることに気づかせることで，この様な説明の妥当性について考えさせることができた。

次に，アルマ望遠鏡による説明を応用して「自分なりの説明」を考えさせた。身近な事象や他の

教科で学習した内容と結びつけながら考える姿が見られた。（下の写真ⅰ，ⅱ）

（写真ⅰ 理科の資料集で天体の大きさを調べている様子） （写真ⅱ 社会の地図帳を使って距離を測っている様子）

 生徒たちは，工夫を凝らして「自分なりの説明」を考えていた。そこで，実践授業の次の時間の

はじめに交流会を行った。この交流会では以下の 3 点を目的に生徒たちに活動させた。

 はじめに学習班（4 人）にさせ，

1 人目の生徒に自分の説明を発表

させ，続けて他の班員がその妥当

性を検証していく。検証が完了し

たら 2 人目，3 人目，…と繰

り返して行い，班の中での

“No.1”を決める。そして各班

の No.1 を発表させ合い，クラ

スの No.1 を決めていった。各

クラスの“No.1”説明は次の通

りである。

A 組…「50km 先にいる人が持っているラブレターの内容が読める（字の大きさ 7.5mm）」

B 組…「通天閣から附中（20km）で読まれている新聞が読める（字の大きさ 3mm）」

C 組…「黒板に書かれた文字（3cm）を四国の端から端まで（200km）離れた場所で見れる」

D 組…「直径 3mm の雪の結晶を 20km 先から形が見分けられる」

交流会の目的…1.自分の説明を人に説明する

2.人の説明が正しいか検証する

3.班やクラスの中での“No.1 説明”を決める
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・評価課題④

＜自己評価・振り返り・感想＞

 題材に関する興味や驚きが多く挙げられていた。また班学習や班どうしの交流によって理解が深

った等，協働的・対話的な学びに対しても肯定的な実感を得られている記述が目立った。その一方

で「課題が難しかった。」とする感想も一定数見られた。また，自己評価については次でまとめるこ

とにする。

・生徒の自己評価

 右の図は，生徒の自己評

価をまとめたものである。

「主体的に取り組めた」，

「協働的・対話的に取り組

めた」について上位２項目

に回答した生徒の割合が全

体の 90%以上である。この

ことから，「他者と自分との

数学的な見方を『つなぐ

力』」を育成できたと考えられる。また，「既習内容の活用」についても上位２項目の合計で 80%を

超えており，記述内容と合わせて，「既習事項とこれから学習する内容とを『つなぐ力』」，「日常生

活と数学を『つなぐ力』」を意識させることができた。そして，これらのことから「主体的・対話的

で深い学び」を実現することができているのではないかと考えている。

また，「生徒が考えてみたい！」と思える題材を準備することや，課題解決にあたっての見通しや

予想を立てさせることの重要性を改めて実感させられた。そして，「個人→班という思考活動の流れ」

によって，「できている生徒→できていない生徒」への一方通行な班学習になるのではなく，「なぜ？」

「自分はこう考えた！」など双方向のやり取りが可能になった。こうした数学的活動を行っていく

ことで「つなぐ力」が培われ，新しい考え方の獲得や課題に向かう態度などが変容していき，「深い

学び」へと進んでいくことができると実感できた。

（８）参考文献

・文部科学省（平成 29 年）「中学校新学習指導要領 数学編」

・国立教育政策研究所（平成 28 年）「全国学力・学習状況調査【中学校】調査資料結果」

・アルマ望遠鏡

・日本文教出版
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【授業実践Ⅱ】

１次関数を深める

～ピックの定理～

数学科 塩田和也

１．対象  第２学年 １６０名

２．単元名 １次関数

３．主題設定の理由

 日常生活や社会には、関数関係としてとらえられる事象が数多く存在する。関数は未来を予想で

きる単元であり，生徒にとっては興味深い内容であるが，生徒の中には関数を数学の学習内容とし

てのみとらえ，形式的な操作のみ身につけるため，日常の関数関係に気付くことができないことが

ある。新学習指導要領の算数では，４年生から『Ｃ 変化と関係』の領域を新設し関数分野の指導

を行うことになっている。６年生の内容には『伴って変わる二つの数量を見いだして，それらの関

係に着目し，目的に応じて表や式，グラフを用いてそれらの関係を表現して，変化や対応の特徴を

見いだすとともに，それらを日常生活に生かすこと』という文が追加されている。そのため，関数

を使って数学の事象だけでなく，身のまわりの社会の事象の問題を解決していく力も必要とされて

いることが理解できる。中学校の第１学年では，小学校に引き続き比例，反比例について学習し，

そこで変数や変域、式や表やグラフなど学び，第２学年においては，具体的事象における変化や対

応の考察を通して関数についての理解を一層深めていく。本題材では，第２学年を対称とし，ピッ

クの定理を教材として扱う。この定理は，「面積を	S	，多角形の辺上にある格子点の個数数を	�，
多角形の内部にある格子点の個数を	�	とすると，	S � ���� � � � �	が成り立つ。」というものであ

る。まずは，内部の点が無く，辺上の点のみの図形から学習する。通る辺の数が増えれば増えるほ

ど面積は大きくなっていくことに気付くのは容易ではあるが，そこに面積	�	が辺上点	�	の1次関数

	� � ���� � �	で変化していくという関数の関係が存在することに気付くことが重要である。また，

事象から規則や関係性を見いだすときは，帰納的推論を用いることが多いため，生徒には表やグラ

フの関係性から	� � ���� � � の式を帰納的に導かせ，帰納的推論の良さを味わわせたいと考え

る。

４．ジオボードを使った実践

 ピックの定理を教材と使用する際の教具としてジオボ

ードを使用した。① 生徒の興味・関心をひく効果があ

るということ。② 図形を変形させることが容易で，修

正もしやすい。また，多くの図形のパターンを考えるこ

とができること。③ 格子点の間の距離を１としてお

り，面積を求めやすく，面積の変化がわかりやすい。以

上の３点の理由より，生徒の学びが深まると考えた。
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５．単元の目標

（１） 事象の中には 1 次関数として捉えられるものがあることを理解することができる。

（２） 1 次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解することができる。

（３） 2 元 1 次方程式を関数を表す式とみることができる。

６．評価規準

数学への

関心・意欲・態度

様々な事象を 1 次関数として捉えたり，表，式，グラフなどで表したりするなど，数学的

に考え表現することに関心をもち，意欲的に数学を問題の解決に活用して考えたり判断

したりしようとしている。

数学的な

見方や考え方

1 次関数についての基礎的・基本的な知識及び技能を活用しながら，事象を数学的な推論

の方法を用いて論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりする

など，数学的な見方や考え方を身に付けている。

数学的な技能

1 次関数の関係を表，式，グラフを用いて的確に表現したり，2 元 1 次方程式を関数関係

を表す式とみてグラフに表したりするなど，技能を身に付けている。

数量や図形などに

ついての知識・理解

事象の中には 1 次関数として捉えられるものがあることや，1 次関数の表，式，グラフの

関連などを理解し，知識を身に付けている。

７．指導計画 計 17 時間

節・項 時数 学習内容

１次関数 2 １次関数の意味や変化の割合について

１次関数の

グラフ
6 傾きと切片やグラフのかき方・式の求め方について

グラフや座標からの式の求め方

まとめの問題①

【本時】
1 格子点を頂点とする多角形の面積から１次関数を考える。

連立方程式の解

とグラフ
3 2 元 1 次方程式のグラフについて

連立 2 元 1 次方程式の解のグラフを使った求め方

１次関数の

利用
3 1 次関数を利用して，具体的な事象を捉え説明したり，問題を解決したりする。

まとめの問題② 2 2 種類電球の総費用を比較し，特徴を 1 次関数の表やグラフでまとめる。

８．実践した授業の目標

（１） 辺上の格子点の数と面積が関数関係であることに気付く。（数学的な見方・考え方）

（２） グラフから傾きと切片を読み取ったり，代数的な方法を用いて傾きと切片を求めたりして，

直線の式を求めることができる。（数学的な技能）

９．実践した授業の展開

学習活動及び内容 指導上の留意点 評価の観点

【導入】（１０分）

面積を求める。

⇒まわりからひく

⇒分けて考える

本時の内容を知る。

●みんなが考えたやり方の他に簡単なやり方があるのかどうか

調べてみましょう。

格子点間の距離を１とすると図の面積はなんでしょうか 
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【展開】(３０分) 

ジオボードを使いながらそ

れぞれの面積になる多角形

を探しワークシートに記入

する。

◆複数の等しい面積の図形

を比較し，共通点を考え

る。

⇒辺上の点の数が等しけれ

ばどれも面積は等しいこと

に気付く。

◆面積が０．５ずつ変化す

る図形を比較し，気付くこ

とを考える。

⇒辺上の点１つにつき面積

が０．５増加することに気

付く。

◆面積の変化を表とグラフ

にまとめる。

◆面積を ，辺上の点を

としたとき，表やグラフか

ら を で表せないか考え

る。

◆どんな図形の形のときに

式が成り立たないかを考え

る。

班にしてジオボードを配布する。

解答例

S=0.5 S=1.0 S=1.5 S=2.0

S=2.5 

【予想する生徒の答え】

①通る点の数が等しい ②途中で図形が切れていない など

【予想する生徒の答え】

①面積が 0.5 増えるたびに，辺上の点が 1 つずつ増えている。

【予想する生徒の答え】

①図形が分かれている ②内部に格子点を含んでいる など

ワークシートに

辺上の点の数と

面積の関係を表

す表やグラフを

かけているか

（見方・考え

方）

ワークシートに

表やグラフから

切片や傾きを求

め，１次関数の

式を導きだせて

いるか

（技能）

0
1
2
3
4

0 5 10

辺上の点の数による面積の変化

それぞれの面積になる内部の点が 1 つも無い多角形を探してみよう 

面積が等しい図形の共通点を見つけてみましょう 

面積と辺上の点の数で気付くことはないでしょうか 

表や図から，面積を辺上の点の数から求める方法を考えてみましょう 
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【まとめ】（１０分）

◆本時の内容を振り返り，

1 次関数を利用すること

で，条件付きではあるが，

多角形の面積を求めること

ができることを理解する。

◆本時の感想を書く。

◆宿題（レポート課題）の

説明を受ける。

導入で見せた図形の面積を公式を使って求め，はじめに計算し

た結果と比べ，公式の信憑性があることも確認させる。

レポート課題

内部に格子点がある場合の面積は辺上の点の数，内部の点の数

を用いて表すことはできるのでしょうか。

１０．振り返り 

 ピックの定理は，格子点をつないでできるシンプルな図形を用いるため，数学が苦手な生徒も得

意な生徒も積極的に参加できる教材であった。特に辺上の格子点の数と面積に関係性があることに

気付いたときは歓声があがるほどである。そのため，レポート課題である内部に格子点を含む場合

も，授業で興味を持ったのか，意欲的に取り組む生徒が多かった。生徒が主体的に活動する授業に

するためには，生徒がテーマに興味・関心をもつ必要がある。その点では，導入時に教師が色々な

形の面積を瞬時に当ててみせたりすることで，生徒に『なぜ？』を強く持たせるなどの工夫があっ

ても良かった。何を調べたら関係性が見つかるのかという部分も，この授業の目的であったため，

こちらが手順をふんで質問する必要はなかった。展開の始めの部分から班活動を行い，班で協力し

ながら教師が面積を瞬時に当ててみせた謎を解く。そんな授業の方が生徒は意欲的に取り組めたと

考える。 

１１．参考文献

GeoGebra 教育と学習のための動的数学（https://www.geogebra.org/）

授業の内容と内部に格子点

を含む場合をまとめてきた

レポート
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【実践事例Ⅲ】

放物線を深める授業

～放物線の相似～

授業者 田中伸治

（１） 対象 第 3 学年 160 名

（２） 単元名 関数
2axy =

（３） 単元設定の理由

 本単元は関数領域の第３学年の単元で，関数
2axy = についての学習内容であるが，図形領域の相

似で学んだ内容も活用し，考察する学習となっている。

生徒はこれまでに，小学校では数量関係として，伴って変わる二つの数量の関係を調べることや，

表やグラフにして表すこと，比例，反比例の関係について学習している。その後，中学校では，負

の数まで拡張して比例，反比例の関係や一次関数の関係について学習している。

そして，中学３年時では，「式の計算」「平方根」「二次方程式」「相似な図形」「円」について学習

しており，「相似な図形」においては，二つの三角形が相似であるための条件や，相似比，相似の中

心について学習している。

 関数
2axy = のグラフは放物線である事は学習しており，比例定数 aの値によりグラフの形（開き

方）の関係についても学習している。その為，それぞれの aの値に対応したそれぞれのグラフがあ

ると捉え，すべての放物線が同じ形（相似）になっていることは気づきにくい。「数学の世界」で関

数
2axy = のグラフの放物線が相似であることに気づくことで，「現実の世界」でのパラボラアンテ

ナが全て同じ形（相似）であることにつながり，新たな見方が広がると考えている。例えば，パラ

ボラアンテナの受信機の位置関係についても同じ位置（相似）であることに気づくと，高等学校の

範囲である二次関数の焦点について繋がっていく。

本単元では放物線が相似であることに気づき，相似であることを証明する過程で，関数
2axy = に

ついて，さらには相似についての理解が深まると考えている。また，「数学の世界」の放物線につい

ての理解を深めることで，「現実の世界」である身の周りの放物線についての見方を広げることに繋

がることをねらいとする授業である。

（４） 単元の目標 

 ①関数
2axy = の意味や性質を理解する。

 ②関数
2axy = のグラフの特徴や関数のとる値の変化の割合について理解する。

 ③関数
2axy = の表，式，グラフを相互に関連付けてとらえることができる。

 ④関数
2axy = を用いて具体的な事象をとらえ説明することができる。

 ⑤いろいろな事象の中に，関数関係がある事を理解する。
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（５） 評価規準表

数学への

関心・意欲・態度

数学的な

見方や考え方

数学的な技能 数量や図形などに

ついての知識・理解

・関数 2axy = に関心

をもち，表，式，グ

ラフを用いて問題

解決しようとして

いる。

・いろいろな関数に

興味をもち，進ん

で調べようとして

いる。

・関数 2axy = であるものを

見いだし，その特徴を表，

式，グラフを用いるなど

して考察することが出来

る。

・いろいろな事象を関数関

係としてとらえ，その特

徴を明らかにすることが

出来る。

・関数 2axy = の関係を，

表，式，グラフで表した

り，その特徴を読み取

ったりすることが出来

る。

・関数 2axy = のグラフを

かいたり，変化の割合

を求めたりすることが

出来る。

・関数 2axy = の意

味や特徴を理解

している。

・事象の中には，関

数 2axy = を 用 い

てとらえられる

ものがある事を

理解している。

（６） 学習計画（全 15 時間）

  第 1 節 関数
2axy = 9 時間

  第 2 節 関数
2axy = の活用        3 時間

第 3 節 いろいろな関数  ｙ＝ａｘ２  3 時間

（７）実践授業

① 目標

ⅰ 関数
2axy = のグラフが相似である事を，表や式，グラフを用いて考えようとする。

【数学への関心・意欲・態度】

ⅱ 関数
2axy = のグラフが相似である事を，表や式，グラフを用いて考察することが出来る。

【数学的な見方や考え方】

② 展開

学習

過程

学習活動及び

内容

指導上の留意点 評価の

観点

導

入

・前時の復習

・課題１

・同じ形のグラフを選ぶ。

・身の回りに放物線の形になって

いるものがあることを思いださ

せる。

・答えとなるグラフを選ぶだけで

なく，比例定数 aとグラフの関係

について，答えを選んだ理由を説

明できるようにする。

・同じ形を相似と考えることで，全

ての放物線のグラフも相似であ

ることに気づかせる。

課題１ 

① 2xy =

② 22xy =

③ 2xy −=

のグラフを選ぶ。

－ 52 －



展

開

・表や式，グラフを用いて放物線が相

似である理由を考える。

・四人班で，放物線のグラフが相似で

ある理由について話し合い，理由を

まとめる。

・図形の相似で学習した内容を振

り返らせる。

・戸惑っている生徒には，①と②の

グラフが相似である理由から考

えさせる。

・ 2axy = と 2bxy = が相似であるこ

とを説明させる。

目標①

ワークシー

ト

目標②

ワークシー

ト

ま

と

め

・放物線が相似であることをまとめ

説明する。

・身の周りの放物線も相似であるこ

とを確認する。

・放物線が相似であることを視覚

的にも確認させる。（資料１）

・身の回りの放物線も相似である

ことに気づかせ，放物線に対する

見方を広げる。（資料２）

 ③ 資料１

  放物線が相似であることを視覚的に確認できるように，課題１で示したグラフが重なる様子を

パワーポイントにて示した。グラフを２つに分け，一方のグラフを縮小し重なる様子をアニメー

ションで作成した。

課題２ 全ての放物線は，相似と言えるだろうか？
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 資料２

  パラボラアンテナを例に，身の回りにある放物線が相似になっていることを確認できるように

示した。パラボラアンテナの断面図から放物線を取り出し，重なる様子をアニメーションで示し

た。また，放物線の焦点にあたるパラボラアンテナの受信機の位置も，相似であることを確認で

きるようにした。

 ④ 生徒のノート

参考文献：宇宙航空研究開発機構
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３．成果と課題

・「つなぐ力」①：既習事項とこれから学習する内容とを「つなぐ力」について

（成果）それぞれの実践において，生徒が主体的に，既に学習してきた内容を活用しながら課題に

取り組むことができていた。また，実践Ⅰでは教科横断的に他教科の内容ともつながりを持つこと

ができた。実践Ⅲでは高校内容ともつながる内容であり，本実践が今回だけでなく今後も活かされ

るであろうことが期待できる。加えて，実践Ⅱにおいては帰納的に関数を導き出す作業を通して，

さらなる疑問や課題を見いだしている生徒も見られ，探究心を芽生えさせることができた。

（課題）漠然とした状況の中では「どの既習事項をどうやって使うのか」を考えることが困難な生

徒が存在する。特に，生徒たちにとっては関数分野の課題を図形的な視点でとらえるということが

なかなか難しいと感じられた。そのような場面を解決するために『個別学習→グループワーク』と

いうパターンを使用するが，困難な生徒にとっては，できる生徒から答えを教えてもらう場になっ

てしまうこともしばしばである。そうならないためには個別学習の段階で一人ひとりに，どの既習

事項をどうやって使うのかの見通しをしっかりと持たせられるような手立てが必要である。また，

特別な課題のときだけでなく，日々の授業の中で「つなぐ」活動を行うことが必要である。そのた

めには問題設定，課題設定が重要であると考えられる。

・「つなぐ力」②：他者と自分との数学的な見方を「つなぐ力」について

（成果）生徒どうしが意見や考えを発表する場はよくある。しかし今回の実践では，「お互いの考え

を検証する」という活動を行うことで，単に「お互いの考えを知る」だけでなく，お互いがどのよ

うな数学的思考を行っているかを考え，知ることができていた。また，その後にクラスの全体での

交流を行うことで，さらに多くの生徒の数学的思考に触れることができた。このような生徒どうし

の「つながり」が数学的な思考力，判断力，表現力をより高めていくのではないかと考えている。

（課題）生徒どうしの考えを交流させるというのは，時間がかかる作業である。そのため，授業者

は余計な説明をせず，発問によって生徒の興味関心を沸き立たせることが必要である。また，自分

の考えを一方的に他者に紹介するだけでは「つなぐ力」とは呼ぶことができない。お互いの考えを

批判的思考によって検証し合うことによってこそ，その目的が達成されると考えられる。毎時間ク

ラス全体で行わなくても良いが，隣どうしのペア学習等を可能な限り毎授業で取り入れられるよう

な授業設計をしていく必要がある。

・「つなぐ力」③：日常生活と数学を「つなぐ力」について

（成果）身近な事象に数学が潜んでいることを見つけ，比例・反比例や放物線の考え方を深めるこ

とができた。また，数学的な考え方を日常生活に当てはめる作業を行うこともできた。

（課題）日常生活から課題を見つけ，その課題を解決していくことはよく行う。しかし，数学的に

得られた結果を日常に当てはめることはなかなかない。それを解決する場面設定が必要となる。

次年度に向けて・・・これまでの研究をもとに，３つの「つなぐ力」と具体的な評価（項目）との

関係を明らかにしていきたい。また，新学習指導要領などとの関連から統計分野で研究を進めたい。
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科学的な自然観を育む理科学習 

〜2 つのつなぐ力の育成をめざして〜 

 

理科 中塚麻衣子・内田修一・藤井宏明・佐々木健一 

 

1. 主題選定の理由 

理科の学習の対象となるのは，「自然の事物・現象」である。即ちそれらは身のまわりにあふ

れているものもあれば，知らず知らずのうちに失われつつあるものもある。ともすれば日常生

活を送る上では気にも止められないまま見過ごされてしまうものかもしれない。しかし，時に

我々は自然の事物・現象に感動したり，その恩恵に感謝したり，または恐れを抱く機会に接す

ることでその存在を強く意識する。そして，そこから得られる気付きから自ら疑問を形成し，

それを課題に変換し，解決に向けての手段を考え実践する一連の流れこそが理科の学習におい

て重要であると考える。そこで，池田地区理科部会では理科におけるつなぐ力として，理科学

習で得られた知識や概念などを実生活と結びつける「実生活とつなぐ力」と，気づきからの疑

問や考察の場面などで生じる新たな疑問から次の課題を生み出す「問いとつなぐ力」の二つを

定義づけた。この二つのつなぐ力を育成するにあたり，自らの考え（仮説）を実証するための

観察・実験の場面において再現性のある結果を得，考えが客観性あるものとして認められる過

程が必要であると共に，個人の意見や考えだけではなく，班単位やクラス単位で意見を出し合

い交流する協働的な学びを取り入れることよってより広い「実生活」とのつながりに気付き，

より深い「問い」へとつながっていくことが期待される。また，交流の場面では理科特有の言

語だけでなくモデル化や数式化，グラフ化など多様な表現形態を用いた抽象的な概念のやりと

りを通して，科学的な思考力や表現力を高めていく活動を心がけていきたい。 

 

２．（１）本年度の実践例 １ 

１. 対  象   第３学年 

２. 単元名「運動とエネルギー」～クラスの仕事室王者は誰だ！～ 

３. 指導にあたって 

エネルギー領域の学習の目標には，「日常生活との関連」が取り上げられている。我々の生活全

てにエネルギーが関わっていると言っても過言ではないが，普段の生活でエネルギーを意識する

ことはほとんど無い。また，生徒にとってエネルギーとは聞き慣れた言葉であるにも関わらず，

「力」の概念とのちがいも曖昧なものである。しかし，エネルギーについての知識や初歩的な概

念を持っていれば，さまざまな活動の場面においてその存在を実感することは可能となる。概念

の育成・定着に至るにはことばや公式などの知識をただ詰め込むのではなく，自然の現象を実験

によって実証・再現し，その結果を分析していく過程において既習の概念を活用する活動や，日

常生活の場面において実感する活動を積み重ねていくことが必要であると考える。すなわち，実

験結果⇔概念，実験結果⇔日常生活，概念⇔日常生活，これら三つの関わり・結びつきを意識し

た授業において漠然とした初歩的な概念が，思考の場面で「使える」概念へと高まっていくこと
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が期待される。 

本時は実際に自分がおもりをまき上げるという仕事をし，それにかかった時間から自分の仕事

率を求める実験を通して，自分の仕事する能力＝エネルギーを体感することと，得られた知識（仕

事率の求め方）を活用する能力を養うことがねらいである。おもりの重さが一定であるにも関わ

らず，おもりをまき上げる距離が大きくなるにしたがって負荷を大きく感じる経験を通して，力

とエネルギー（仕事をする能力）の違いを実感することが期待される。また，実際の活動を仕事

率の公式に当てはめて求め，得られた技能を活用することによる能力の定着を図りたい。さらに，

腕力や体力の有無に関係なく全員が真剣に取り組み，楽しみながら協働的な学びを進めていける

よう，個人の能力だけでなく班全体の平均能力を求め交流する活動を取り入れた。  

（２）単元の目標 

・物体の運動やエネルギーに関する観察、実験を通して，物体の運動の規則性やエネルギーの基

礎について理解させるとともに，日常生活や社会と関連付けて運動とエネルギーの初歩的な見方

や考え方を養う。 

（３）評価規準表 

関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

・物体の運動の規則性

やエネルギーに関す

る事物・現象に関心を

持ち、それらを科学的

に探究するとともに

日常の生活場面に関

連付けてみようとす

る 

・物体の運動の規則性及びエ

ネルギーに関する事物・現象

の中に問題を見出し、目的意

識を持って実験を行い、事象

や結果を分析し自分の考えを

他者にわかるよう表現するこ

とができる 

・物体の運動の規則性及びエネ

ルギーに関する事物・現象につ

いての実験についての基本技

能を習得し、実験の計画的な実

施、結果の記録や整理など事象

を科学的に探究する能力の基

礎を身につけている 

・実験などを通して物体

の運動の規則性及びエ

ネ ル ギ ー に 関 す る 事

物・現象についての基本

的な概念や原理、法則を

理解し、知識として身に

つけている 

（４）指導計画（全 24 時間） 

第１次  力のつり合い（6 時間） 

第２次  物体の運動（8 時間） 

第３次  仕事とエネルギー（10 時間） 

①  仕事 3 時間 

 ②  仕事の能率  2 時間（本時は２時間中の２） 

 ③  エネルギー 4 時間 

④  位置エネルギーと運動エネルギー  1 時間 

 

４. 本時の概要 

 （１）目標 

 （ⅰ）おもりをまき上げたときの仕事率を求める実験に興味をもち，自分や班、クラスのメンバ

ーのデータを調べようとする【自然事象への関心・意欲・態度】 

 （ⅱ）クラス内で仕事率を競うために制御すべき条件を考えることができる 

【科学的な思考・表現】 

 （ⅲ）おもりをまき上げるのに要した時間とおもりの重さ，巻き上げた距離など結果を表にまと

め，仕事率を求めることができる【観察・実験の技能】 
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（２）展開 

学習過程 学習活動および内容 指導上の留意点 評価の観点 

導
入 

・仕事率について振り返る ・定義や求め方，単位などを確認して

おく 

 

展
開 

 

 

 

・おもりをまき上げたときの仕

事から仕事率を求める実験につ

いての説明を聞く 

 

・クラスの中でデータを比較す

るために制御すべき条件（クラ

ス統一ルール）について考えさ

せる 

 

 

・実験を行い，データをとる 

 

 

 

・得られたデータから各自の仕

事率を求め，各班ごとの平均仕

事率も出す 

 

 

 

 

 

 

・巻き上げる距離は 2m に統一するが，

おもりの重さは各自の能力に応じて

決めさせる 

 

・腕の位置を固定すべきか否か，スタ

ート前に糸がたるんでいるのは可な

のか等，やり方について生徒からの質

問を募る 

 

 

・100g の物体にはたらく重力を 1N と

して計算する 

・計算には電卓の使用を可とする 

 

・平均仕事率は各自の最もよかった値

を用いて出させる 

・ 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ）クラス内で仕

事率を競うために制

御すべき条件を考え

ることができる【科

学的な思考・表現】

（ⅲ）おもりをまき

上げるのに要した時

間とおもりの重さ，

巻き上げた距離など

結果を表にまとめ，

仕事率を求めること

ができる【観察・実

験の技能】 

ま
と
め 

・各班ごとの平均仕事率と，班

で最も仕事率が高かった人のデ

ータを交流する 

・個人の仕事率結果については，２位

以降はそれを上回る結果を保持して

いる生徒がいないかを確認する 

（ⅰ）おもりをまき

上げたときの仕事率

を求める実験に興味

をもち，自分や班、

クラスのメンバーの

データを調べようと

する【自然事象への

関心・意欲・態度】

 

おもりを２m 巻き上げる仕事をしたとき，クラスの中で最も仕事率が高いのはどこの班，誰

だろうか？ 
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５. 実験データ集計（各自の最高仕事率より） 
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生徒の実験ワークシートの一例 

 

６．成果と課題 

 本時の実験は「引き上げる長さを 2m に統一する」以外の条件は全て生徒自身が考えるため，は

じめの「クラス統一ルール」を決める段階で生徒たちからは積極的に「こうすべきだ」という意見

が出た。当該クラスでは、『紐に触れてはいけない（棒を使って巻き上げるのみ）』『立ったまま行う』

『おもりを途中で床につけてはいけない』『スタート時はひもは張った状態にしておく』の４つがあ

がった。子どもたちに共通するのは「仕事をするのだから，力を加えて引き上げないといけない」

という考えであり，また，仕事率を競う以上は「自分たちで決めたルールを守る（統一すべき条件

は統一する）」という意識が普段の実験以上に感じられた。実験中はどの生徒も真剣に取り組み，お

もりの重さをどんどん増やしていこうとする生徒もいれば，ひたすら同じ重さのおもりを使ってタ

イムを縮めることに集中したりと，試行錯誤するようすが見られた。実験の後のデータ交流の際も

各班の最高仕事率に興味を持って聞き，生徒たちの認識としては「2.0W」が 1 つの壁であり（実際

のデータからもそのことが伺える），「2.0W 超えるなんてすごい」という意見が多く聞かれた。当初

の「仕事率を実感させる」というねらいはこの実験により充分達成できたように感じる。一方で仕

事率王者となった生徒は 30N 以上のおもりを用いた生徒であり，ある程度の腕力も必要とされるの

ではという印象を受けた様子であった。後日データを分析すると，7 割の生徒の最高仕事率の時間

は 30～40 秒であることがわかった。すなわち，実験に用いた塩ビ管で負荷をかけた状態で 2m のひ

もを巻き上げる時間にはもともと限界があることが推測できる。本時の授業のまとめとしては「ク

ラスの最高仕事率」を確認するだけで充分なものと言えなかったが，仕事率を求めるだけでなく「か

かった時間」との関連について各班で考察することにより，さらに学びを深めていくことができる
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のではないかと思う。この実践を通して「理科における 2 つのつなぐ力」の育成を試みたが，「実生

活とつなぐ力」は実生活を活かした実験・観察を通すことによって育成することができるが，「問い

とつなぐ力」は実験・観察の後の考察の場面において，生徒の気づきや考えを指導者が充分に引き

出す場の設定が必要であるように感じた。 

 

 

２.（２）本年度の実践例 ２ 

 

１．対象    第２学年 

２．単元名   「化学変化と原子・分子」～さまざまな化学変化～ 

３．単元設定の理由 

 1 年生では物質と物体のちがい，おおまかな物質の分類（有機物・無機物）（金属・非金属）・基

本的な化学変化と物質の性質（気体の発生・気体の性質）について学習しているが，原子・分子の

レベルでの理解はできていない。そこで，2 年生では物質は原子・分子でできていて，化学変化も

原子の組合せが変わることだと理解させたい。また，現在の科学技術によりたくさんの物質が開発

され使われていることは実感しているが，ほしい物質を合成するのに，どのようなことに注目して

つくるのか目安となることを知らない。 

 

４．単元の目標 

 身の周りにあふれかえっている物質も，もとをただせば 100 種類程度の原子でできている。化学

変化とはこの原子の組合せが変わることにすぎず，物質を原子レベルで捉えることができれば，単

純化して考えることができる。 

 逆に，新しい物質を造ろうと思えば原子を組み合わせることで可能である。人類はこのような化

学変化を応用し，様々な物質を造ってきた。その結果，人類にとって非常に役立つ新素材や医薬品

などたくさんの利益を得てきた。しかし，その陰で人に有毒な物質が環境を破壊したり，人を苦し

めるという失敗もしてきた。また自然界に無い物質を造ることは，今後の地球環境を考えると是か

非か考えるところである。 

 この単元では物質を原子レベルで理解し，化学変化において何が起こっているかを正しく理解す

ることで，これからの地球環境や人類の未来について考えさせたいと思う。 
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５．単元の評価規準 

自然事象への 

関心・意欲・態度 

科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての 

知識・理解 

物質の成り立ち，化

学変化，化学変化と

物質の質量に関する

事物・現象に進んで

関わり，それらを科

学的に探究するとと

もに，事象を日常生

活との関わりでみよ

うとする。 

物質の成り立ち，化

学変化，化学変化と

物質の質量に関する

事物・現象の中に問

題を見出し，目的意

識を持って観察，実

験などを行い，事象

や結果を分析して解

釈し，自らの考えを

表現している。 

物質の成り立ち，化

学変化，化学変化と

物質の質量に関する

事物・現象について

の観察，実験の基本

操作を習得するとと

もに，観察，実験の

計画的な実施，結果

の記録や整理など，

事象を科学的に探究

する技能の基礎を身

に付けている。 

観察や実験などを通

して，物質の成り立

ち，化学変化，化学

変化と物質の質量に

関する事物・現象に

ついての基本的な概

念や原理・法則を理

解し，知識を身に付

けている。 

６．指導計画 

  第 1 次 物質の成り立ち（6 時間） 

  第２次 物質を表す記号（6 時間） 

  第３次 さまざまな化学変化 

      ①物質どうしが結びつく変化（2 時間） 

      ②物質が酸素と結びつく変化（本時と後 1 時間） 

      ③酸化物から酸素をとり除く変化（2 時間） 

  第 4 次 化学変化と物質の質量（4 時間） 

      まとめと課題の提示と共有（3 時間） 

７．本時 

 （1）目標 

   前時までに物質は原子や分子からできていることを学習した。そのことを原子モデル化し化

学反応まで考えられるように授業をしたい。そのことをふまえて，目の前で起こる化学変化に

ついて，どのようなことが起こっているかを原子や分子レベルで説明し，質量の変化とも関連

して理解させ，新しい物質をつくることの可能性への発展の入り口につなげたい。また，実験

の技能についての確認と，多数のデータから見えてくるものを探りたい。 
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（2）展開 

学 習

過程 

学習活動および内容 指導上の留意点 評価の観点 

導入 ・夏休み前の授業でやったこ

との確認 

・本時の実験についての目的

と手順の説明 

 

 

・物質を原子・分子のモデルで考え

記号で表せることを確認する。 

・今まで学習したことに加えた今日

の授業の目的を確認する。 

 

・実験の目的を理解

し，興味・関心を持

って，実験に参加し

ている（関心）「目

視・ワークシート」

展開 ・各班ごと実験で必要な器

具・薬品を準備する。 

 

・実験の手順に従い，順序立

てて進めていく。 

 

・実験結果を記録・計算し，

全体で共有する。 

 

・実験の後片付けをする 

・正しく計量し，実験装置を組んで

いるか目視や対話を通じて助言す

る。 

 

・目標を持って，順序立てて実験を

進めさせる。 

 

・各班ごと実験結果を黒板に記入

し，共有させる。 

 

・片付けまできっちりとさせる。 

・実験を正しく行い，

結果を正しく記録し

計算している。（技

能）「目視・ワークシ

ート」 

ま と

め 

・各班の代表が全体の結果か

ら見えてくることを発表す

る。 

 

・今までに学習した知識や経験と結

び付けて考えさせる。 

 

 

・多数のデータから読み

取れることを適切にま

とめ発表する（思考・表

現）「発表」 

 

 

８．学習の様子 

 身の周りにある物質は原子さらに分子からできていることは履修済みである。そこで銅や空気中

の酸素や酸化銅も原子や分子として単純化してみることは可能であり，本時の実験についてもこの

変化の前後で起きていることを原子や分子のモデ

ルをイメージし単純化してとらえることを期待し

たものだったが，期待通りこのときの化学変化お

よび質量の増加を，原子モデルをもとに考え，化

学反応式にまで結び付けていた。 

 物質を原子・分子のレベルで考え，原子モデル

をイメージすることで，空気中の酸素が銅に化合
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し酸化銅に変わるという，化学変化とは原子の組合せが変わることで，原子には変化がないことを

理解できていた。また，質量の増加から空気中の酸素原子が銅と化合したことも予想できていた。 

 また，化学変化とは原子の組み合わせの変化であることを認識し，新しい物質を人工的に合成す

ることに繋がることの理解に関連できた。 

 

 探究課題の提示と議論 

 分子の一部が示す機能（官能基）について例をあげ

て説明した後，設問(1)で実現可能・不可能に関係なく，

人の役に立つと思われる分子の構造を考えた。設問(2)  

で人類の歴史を考えたときに，分子を合成し生産した

結果得た利益と不利益を具体例をあげて考えた。設問

(3)でこれからの人類にとって人工的に分子を造くり，自然界に無いような分子をつくることで，考

えられる利益と不利益を具体例を出し記述した。設問(4)で自分の意見として自然界に無いような物

質を合成し利用することは，人類の幸せにつながるのか考えました。 

 上表のように課題として生徒に提出させ，評価規準に従って 1～８の評価を付け生徒に返し，生

徒からも評価について質問することを受け付けた。 

 この単元の最終授業では設問(4)について，地球上に無い物質を合成して造るまでの技術を使い，

これからも生産・開発していくべきかどうか，クラスを 2 つに分けお互いの立場に立って議論した。

各クラス 1 時間にわたって議論したが，どのクラスも白熱した意見のやりとりがあった。そのとき

に出てきた主だった意見としては，以下のようなものだった。 

 これからも科学技術を推進し新しい物質をつくるべきであるという立場では 

○ 今まで失敗もあったけれど，助かる命が多くなればいいと思う。 

○ 失敗を恐れて停滞していくと，人類の未来は無いのではないか。 

 あたらしい物質をつくることはやめるべきであるという立場では 

○ 一度の失敗でも一般の人を苦しめることは起こさない方がいい。 

○ 戦争に利用されるのではないか 
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○ 自然界に無いような物質をつくると，今だけでなくいつか将来に地球や人類に取り返しのつか

ないようなことが起きるかもしれない。 

 

９．成果と今後の課題 

 2 年生で化学分野を教えるにあたり，「なぜ科学を勉強し身に付けるのか」ということから授業の

組み立てを考えました。このことは最終的に人類にとっての将来を考えることに繋がり，科学の発

展は賛否の分かれるところで，解答は無いことを予想しました。この課題に結びつけ考えることを

最終の目標にし単元計画を立てました。 

 まず必要な知識として，物質は原子さらに分子からできていること。原子の組合せが変わること

が化学変化であり，違う物質ができること等，教科書レベルの内容を学習しました。 

 その発展として，分子の機能性や新しく「あったら役に立つ」という物質も工夫次第でつくるこ

とができるのではないだろうか，ということを実感することができ，「なぜ化学を勉強するのかとい

う目的意識を持つことに繋がりました。 

 また単元最終の時間に，このような知識や技術を持った人類がこれから歩んでいくべき，科学的

な道やモラルについても考えさせるきっかけになりました。 

 今後の課題については，評価の点で長文で書いてきた課題をより短時間で評価し，どの先生が評

価しても同一の評価になるような評価に整合性を持たせることが必要だと思います。 

 

 

３．研究の成果と今後の課題 

本年度は「実生活とつなぐ力」と「問いとつなぐ力」の 2 つのつなぐ力を育成するための授業方

策について研究を進めてきた。「実生活とつなぐ力」は実生活の中で見られる自然の事物・現象を活

かした実験・観察を進めることにより，「教科書や問題集の中にある自然の事物・現象」が自分たち

の生活に関わる「身近な自然の事物・現象」へと生徒たちの中で昇華されることがより明らかとな

った。しかし，実践事例 1 にもあげたように，「問いとつなぐ力」の育成は学びが受け身的な態度で

あっては為されない。来年度は生徒によるより主体的な学習がなされるよう，2 つのつなぐ力の評

価も含めて研究を進めていきたい。 
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けやき坂をイメージした音楽をつくろう 

～音楽を形づくっている要素の働きを感じ取りながら～ 

 
音楽科 内兼久 秀美 

 
１．主題設定の理由 

総務省の通信白書平成 11 年度版，情報通信白書平成 28 年度版によると，日本でインターネット

の商用サービスが始まったのが 1993 年であり1， 2015 年にはインターネットの人口普及率が 83％

に達したと記されている2。大量の情報が瞬時に入手できる環境が整備され，携帯電話は，今や生活

に欠かせない通信手段になるなど，情報化は産業社会のみならず家庭や個人のライフスタイルにも

大きな変化をもたらし，さらには，人々の働き方にも大きな変化をもたらした3。このような変化の

中で，今の子どもたちが社会で活躍する頃には私たちが予想できる範囲をはるかに超えた職業が増

え，変化に富む時代になるであろうと予想される。また，急速に変化していく世界で生きていく子

どもたちにとって必要な力の１つとして，次期学習指導要領には，様々な情報を見極め，知識の概

念的な理解を実現し情報を再構成するなどして，新たな価値につなげていく力が挙げられている。

本研究では音楽科の授業でこのような力を身につけさせることを目的とし，今回の授業ではアイデ

ンティティーの概念を取り上げた。 

 国際バカロレア機構が示している Art Guide は，「アイデンティティーは同一であるという状態

または事実であり，個人，集団，物事，時代，場所，しるし，様式を定義する際立った特徴を指す。」

というように示されている。4 

 音楽活動は音を媒体としたコミュニケーションで行われる。その際に，表現者である生徒にアイ

デンティティーを感じさせることにより，自己の思いや感じ方に基づくコミュニケーションが行わ

れると考える。そして，このプロセスは生徒の主体性につながると考える。中学生にとって自己の

中に形成されつつあるアイデンティティーを認識し，内外の影響により構築されたりしていくこと

を,創作の授業を通して実感させたい。 

 本校の今年度の研究テーマである「つなぐ力」とは様々なつながりが考えられるが，本研究では

自己と他者のつながりを重視する。作品を創造していくプロセスは思いや意図を必ずしもすぐに形

づくることができるとは限らず,変化に富むものである。自らのアイデンティティーを見つめ，他者

と協働することで,作品を具現化するプロセスを通して創造的に作らせたい。 

 

 

２．実践の概要 

(1)対 象 附属池田中学校 第 2 学年 D 組(39 名) 

  指導内容：イ 表現したいイメージをもち，音素材の特徴を生かし，反復，変化， 

         対照などの構成や全体のまとまりを工夫しながら音楽をつくること。 

  〔共通事項〕：テクスチュア（音色） 

 

                                                  
1通信白書 平成 11 年度版 総務省 
2情報通信白書 平成 28 年度版 総務省 
3平成 23 年度版 労働経済の分析 厚生労働省 
4Middle Years Programme  Art Guide For use from September 2014/January 2015 International 

Baccalaureate  
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(2)単元設定の理由 

 創作活動において最も大切なことは，表現したい思いや意図を持つことである。しかし，楽器経

験の度合いによっては音や音楽で表現することに対して取り組みにくい印象を持つ生徒が少なから

ずいることも事実である。中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 芸術専門部会（第

4 期第 9 回）議事録・配布資料によると，「音楽科の授業では歌唱の活動に偏る傾向があり，表現の

他の分野と鑑賞の学習が十分でない状況が見受けられる。特に、創作と鑑賞の充実が求められてい

る。」とある。また，平成 29 年 3 月告示の「中学校学習指導要領」では，創作の指導に当たって，

「即興的に音を出しながら音のつながり方を試すなど，音を音楽へと構成していく体験を重視する

こと。その際，理論に偏らないようにするとともに，必要に応じて作品を記録する方法を工夫させ

ること」とある。そのため，イメージに対する音色を意識させることで即興的に音を出し，他者と

協働しながら思いや意図,のイメージを具現化させたい。 

 その際，創作するテーマを生活と関わりの深いものにするために，本校の正門から校舎までをつ

なぐ「けやき坂」とした。「けやき坂」は本校キャンパスの象徴的存在であり，小中高全ての児童・

生徒が毎日歩いて登校してくる坂である。いろいろな思いを持って通っているであろう「けやき坂」

をテーマに創作活動を行っていく中で，まずは自己のアイデンティティーに気づかせ，それに合う

音色を見つけさせたい。そして，創作活動を他者と協働しながら進め，聴き手の思いを知ることに

よって自己のアイデンティティーが影響を受けることもあるということに気づかせたい。そのため

に，具現化するためのプロセスを細かく記入させ，適宜振り返ることで他者からの影響で作品が変

化していくことを実感させたい。 

 
(3)単元の目標 

・自己のアイデンティティーに関心をもち，それを音や音楽で表す学習に主体的に取り組む。（関 

心・意欲・態度） 

   ・他者のアイデンティティーに基づいた音色や音楽を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰 

囲気を感受しながら，自己のアイデンティティーを表すため音色や音のつながりを工夫し，ど

のように演奏するか，旋律をつくるかについて思いや意図を持つ。（音楽表現の創意工夫） 

  ・自己のアイデンティティーを音楽表現するために相応しい音色を見つけ，基礎的な奏   

     法などの技能を身に付けて音楽をつくる。（音楽表現の技能） 

 

(4)評価規準表 

観点 1 
音楽への関心・意欲・態度 

観点２ 
音楽表現の創意工夫 

観点３ 
音楽表現の技能 

① 自己のアイデンティティー

に関心をもち，それに気付

く学習に主体的に取り組も

うとしている。 

 

② 自己のアイデンティティー

への探求に意欲的に取り組

み，それを音や音楽で表す

学習に取り組もうとしてい

る。 

① 他者のアイデンティティー

に基づいた音色や音楽を知

覚・感受している。 

 

 

② 自己のアイデンティティー

を表すため音色や音のつな

がりを工夫している。 

 

① 自己のアイデンティティ

ーを音楽表現するために

相応しい音色を見つけ，

それを使った音楽をつく

っている。 
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 (5)学習計画（全 7 時間） 

第一次 学習の流れを理解し，けやき坂を通した自己のアイデンティティーに気づく 1 時間 

第二次 自己のアイデンティティーの元となる，けやき坂に合う音色をつくる 1 時間 

第三次 グループで音色を持ち寄って，互いのアイデンティティーを共有しながら音

色をつくる 

1 時間 

互いに理解しあったアイデンティティーに基づいた音色の音楽をつくる ２時間 

第四次 中間発表を行い，作品に対する聴き手の思いを受けて再考する １時間 

第五次 最終的に出来上がった作品を発表し，批評する １時間 

 

 

３．授業の実際 

（1）オリエンテーション 

「芸術を制作するプロセスにおいて，芸術家のアイデン

ティティーは聴衆によって操作されることがある」とい

う探求テーマをふまえ，生徒自身が芸術家となり「けや

き坂」をイメージした音楽を創作することを伝えた。探

求テーマを深めていくために，次の 3 つの探求の問いを

提示した。 

①「けやき坂」に対する自己のアイデンティティーと

は 

②聴衆は芸術家のアイデンティティーにどのような影響

を与えるのか 

③芸術家は自己のアイデンティティーとは異なる聴衆の

思いを受け入れるべきか 

これらの探求の問いは単元を通して意識しながら活動し，

自分の考えや他者との協働の中で変化した自分の思いな

どを適宜プロセスジャーナルに記入させるようにした。

プロセスジャーナルとは，生徒自身が単元を通して日々

の学習のプロセスを細かく記していくものである。 

また，実際にけやき坂を歩きながら，毎日登下校時に通

るけやき坂に対して，自分がどんなイメージを持ってい

るのかを考え，どんな音や音色で演奏することでけやき坂らしさが他者に伝わるのかを考え，

プロセスジャーナルに記入させた。 

 

（2）けやき坂に合う音色をつくる 

   楽器を用いたり，楽器をつくったりしながらどのように演奏すればけやき坂らしい音色を奏で

ることができるのか考える。足音や指笛を鳴らしてみたり，音楽室にある様々な楽器を用い

て奏法を工夫したりするなどして，生徒自身がイメージしている音色を演奏できるようにし

た。 

本校の校門から校舎をつなぐ「けやき坂」 

生徒のプロセスジャーナルより 
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  〈プロセスジャーナルより〉 

・夏の虫の鳴き声…ハンドベルを手でおさえて響かないように

して，ころころと鳴らす。 

・セミの鳴き声…持っているマラカスを下に向けて静かに回す。 

・秋の落ち葉を踏む音…新聞紙をやぶる。 

・鳥の鳴き声…ペットボトルのキャップ 2 つをくっつけて紐をつ

け，穴を開けて紐を回す。 

・葉のこすれる音…ビニール袋を優しくこすり合わせる。 

 

自ら楽器を創作したり，既存の楽器を使うにしても演奏の仕方

を本来のものとは違う方法を用いたりと，生徒たちの工夫が随

所で見られた。 

 

 

（3）グループで音色を持ち寄り，互いのアイデンティティーを共有しながら音楽をつくる 

  音楽経験を考慮しながら 4 人または 5 人を 1 グループとし，音色を持ち寄ってそれを重ねたり

つないだりすることで音楽をつくっていった。互いに持ち寄った音色だけでなく，他者と話し

合うことで生まれた音色も用いながら，リズムや旋律をつくったりする姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）中間発表を行い，作品に対する聴き手の思いを受けて再考する 

 

〇目標 

・自分の作品の発表を通して思いや意図を表現することができる。 

・他者の作品を批評し，自分の演奏に生かすことができる。 

 

〇展開 

学習過程 学習活動及び内容 指導上の留意点 評価の観点

導入 ・前時の学習を振り返り，自分の

思いや意図を確認する。 

・相互評価シート，振り返りシー

トを読み,発表の流れや注意事項

を確認する。 

・作品の進度を確認させ,発表が

円滑に進むようにする。 

・相互評価シート，振り返りシー

トを配布し，本時の学習の流れを

理解させる。 

・他者のアイデンティティーに基
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づいた思いや意図を理解した上

で音色や音楽を知覚させるよう

にする。 

展開 

 

 

 

 

 

・中間発表をすることで，他者の

演奏を共有する。 

 

 

・聴き手は相互評価シートに記入

することで，発表者の思いや意図

に基づく演奏を知覚感受し，自分

の発表の手がかりを得る。 

・他者の作品に対する思いを伝え

ることで，自分の音楽的思考を確

認する。 

 

・聴き手のアイデンティティーに

基づいた思いや意図を発表者に

伝えることができるよう配慮し

ながら進める。 

・他者の思いや意図に基づく音楽

を知覚感受させたことを相互評

価シートに細かく記入させる。 

 

・発表者と聴き手がお互いに思い

を伝えられるよう適宜助言する。 

 

観点３－①

 

 

 

観点２－①

 

 

 

 

観点１－②

まとめ ・他者の評価を踏まえた上で課題

を見つけ，プロセスジャーナルに

記入する。 

・本時の学習を振り返り，身につ

いたことを確認する。 

・本時の学習を振り返り，身につ

いたことを確認させ，次時の授業

との関係について説明する。 

観点１－②

 

〈プロセスジャーナルより〉 

・低音やメロディーがほとんどないため曲として認識されにくいかもしれない。しかし、班のメ

ンバーは、季節が移り変わるときもマラカスや足音などのリズムがずっとあることでそれがベ

ースとなっているというが、私はこれが少し不十分だと思う。 

・他の班では、実際に落ち葉を使ったところがあり、その方が聴き手に何を表すのか分かりやす

いのかもしれない。しかし、説明も交えて聴き手とは違ったアイデンティティーを持っている

ことを伝えれば、共感してもらえるのでは。説明と演奏とでもっと工夫をしなければ伝わらな

い。 

・鳥の鳴き声を表すのにリコーダーを使ったが、聴き手に何を表しているのか分からないと言わ

れた。リコーダーよりも鳥の鳴き声を表すことのできる何かを探してみようと思う。 

・全員１つのテーマをもとに作曲しているのに、班によって曲の雰囲気や構成が全く異なってい

て面白かった。特に良かったと思うのは、足音で一定のリズムを刻んでいて、旋律がないにも

関わらず曲として成り立っていて表現したい情景が伝わっていたからすごいと思った。 

 

（5）最終的に出来上がった作品を発表し，批評する。 

〈最終発表を終えての振り返り〉 

・どの班も最終発表では他の班のアドバイスを受けてここを変えたのだなというのが分かったし、

良くなったと思う。ドアの開閉の音などの各班の工夫はちゃんと残しつつも、演奏者同士の連

携をしっかりしたり、新しい楽器を追加して華やかさを出していたりと、前回より聴き手の思

いを受けての工夫が見られて面白かった。同じような楽器を使っているのに、それぞれの考え

方によってこんなにも違う曲ができることに驚いた。 
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・今日はできるだけ 4 人のリズムを合わせられるように、前回までに決めたテンポ通りに音楽を

奏でるように、またそれによってけやき坂の雰囲気を醸し出しながら奏でるようにした。タン

バリンは、真ん中ではなく端を叩いたり、弱く鳴らしたりすることで工夫することができたと

思う。 

・台本をつくったため、考えをまとめてしっかりと説明できた。発表していて思ったのは、アイ

デンティティーが同じでも、表現方法が面白かったり、興味深かったりすると、聴き手はよく

聴いてくれているということ。他の人と違って面白いからかなと思った。 

 

また、単元を通して“アイデンティティー”という概念を、創作を通して探求させてきた。オリ

エンテーションで提示した探求の問いについて、生徒たちは次のように記している。 

 

①「けやき坂」に対する自己のアイデンティティーとは 

・四季折々で雰囲気が違う。春は暖かく、夏は葉が茂っていてセミが鳴いている。秋は落ち葉で

いっぱいになり、冬は寒い風が通る。年中聞こえるのは小鳥のさえずり。 

・アイデンティティーと言えないかもしれないが、作曲するときにイメージしたのは「送り出し

てくれる」ということ。登校時にあまり意識はしないが、下校するときにいつも「木で包まれ

ている」と感じる。自分を包んでくれているものから抜け出ていくとき、できればその優しい

環境から出て、新しい一歩を踏み出す自分を勇気づけてほしいと思うだろう。木は喋らないの

で、そういう欲求が私に「送り出してくれる」というイメージを与えたのだと思う。 

・絆の場であり、頑張る場でもある。陸上部でいつもけやき坂を走るけれど、その中で「ファイ

ト！」と声を掛け合ったりすることがよくあるため、部活の中で絆が深まっていく場であると

思う。また、坂の下から上までのダッシュをする辛い練習も耐えて踏ん張って記録を伸ばして

きたので、頑張れる場所でもある。 

・通いなれた道という印象。友達と話しながら帰ったり、クラブで走ったりなどと多くの思い出

がある。特に秋のけやき坂は黄色に輝くいちょう並木がとてもきれいで、朝日で輝いているの

が印象的である。 

・人々を見守ってくれている存在で、どんなときも常に温かく包んでくれるようだ。普段はあま

り気にかけないが、四季が変わっていくのと同じように姿を変えながら、いつも同じところで

同じように存在しているもの。 

②聴衆は芸術家のアイデンティティーにどのような影響を与えるのか 

・より良いものに変化させる。聴衆に自分のアイデンティティーが音楽を通して伝わっているの

かを理解し、さらに伝わるように工夫ができる。また、アイデンティティーも他人のものと合

わせてより深いものになる。良いところは残しさらに良く、悪いところは改善するということ

が、聴衆がいることによってはじめて可能になる。 

・まず、自己のアイデンティティーだけが全てではないと気付くきっかけを与えるものになると

思う。聴衆が、というよりは、他の班が、になってしまうかもしれないが、私たちの班ではけ

やき坂で聞くチャイムの音が印象的だったのでそれをアレンジしたものにしたけれど、テニス

部のラリーの音や小学生の笑い声などけやき坂でしか聞けない音をたくさん取り入れた班もあ

った。チャイムの音がけやき坂の全てだとは思っていたわけではないけれど、こういう一面も

確かにあるなと思うことが何回もあったので、実際に私たちも楽器を変えたりもした。そして、

当たり前ではあるけれど、自分たちの作品のどこが良くて、どこが悪いのかを気づかせるのも

聴衆の役割であると言える。それぞれの作品がそれぞれなりに良いものへ変えていくのは聴衆
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の意見が不可欠だと思うし、客観的に作品を見た人からの意見があるからこそ作品を良い方向

へ持っていけると思う。 

・芸術家には、受け入れられたという喜び、あるいは受け入れられなかった怒りや悲しみが生ま

れると思う。 

・芸術家の持つアイデンティティーの世界がまた広がり、多くの考え方ができるようになるので

はないか。聴衆の思いが芸術家のアイデンティティーに肯定的であっても否定的であっても、

芸術家が考えるきっかけになることもあるのではないか。 

・芸術家は曲の中に「自分はこうしたい」という欲望を入れてつくり、聴衆の評価をふまえてよ

り良い曲にしようと工夫する。だから、アイデンティティー自体に変化はないと思う。 

・聴衆は、芸術家のアイデンティティーに対して共感できなかったり、受け入れづらかったりす

るところがある。そんな違った方向からの考えや他者のアイデンティティーを含めたりするこ

とにとって、芸術家のアイデンティティーは変化し、他者にとって受け入れやすいものとなっ

ていく。 

・今回の授業を振り返って考えると、中間発表の時は自分のアイデンティティーを上手く表現で

きている人は少なかったが、最終発表では一人ひとりの個性が表現できていた。中間発表から

最終発表までの時間は少なかったが、ここまで変化を感じられる演奏になったのはやはり聴衆

が影響を与えたからだと思う。他の班からの思いを受けて、良かったところはそのまま残し、

改善すべきところは自分らしさを大切にしながらかつ聴き手に良いなと思ってもらえるように

曲をつくりかえた。他の班もそうだったのではないか。だから、聴衆は芸術家のアイデンティ

ティーをより良く、光るものに変えられると私は思う。 

 

③芸術家は自己のアイデンティティーとは異なる聴衆の思いを受け入れるべきか 

〇受け入れるべきである 

 ・もちろん自己のアイデンティティーが最優先だが、聴衆には自分に抱くことのできない思い

があり、それを受け入れることでさらに音楽がより良いものになる。折り合いをつけること

が最も大切である。 

・全てを鵜呑みにするべきではないけど、自分の意見やイメージが全てではないということは

知るべきだと思う。逆に自分の意見だけを通そうとしていても良い作品は生まれないと思う。

他人の意見を取り入れて自分のものと組み合わせてできたものを新しくアイデンティティー

を呼ぶことができると思う。人の意見に耳を傾けるということは、自分の意見を見失わない

ことと同じぐらい大切だと思う。 

・聴衆の思いがどんなものであっても、芸術家が持つアイデンティティーをその人がもう一度

見つめなおす機会ができるのではないか。ただ、聴衆の思いは反映させなければいけないと

いうわけではなく、あくまでも自己のアイデンティティーを持つことを大切にして、深く考

えることが重要であると思う。 

・もし、聴衆の思いを受け入れないとすると、自分だけの価値観の中で表現することになって

しまい、相手にうまく伝わらないかもしれない。聴衆から見た思いを受け入れ、自分たちの

作品を改善すればより良いものになると思う。聴衆の意見に左右されすぎては、他の人の曲

と同じようになってしまう。自分のアイデンティティーを確立させながらも聴衆から聞いた

意見で自分が納得できるものだけを取り入れることによってオリジナリティあふれるものに

なるのではないかと思う。 

・人はそれぞれ違う世界観を持っているので、アイデンティティーに間違いはない。受け入れ
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ることで、新しい物事の見方や捉え方がきるようになるような良い影響を受けることができ

るかもしれないから。しかし、全てのアイデンティティーを自分のアイデンティティーに組

み込みすぎると、もはや自己のアイデンティティーではなくなるので、左右されすぎてはい

けない。 

〇受け入れるべきではない 

芸術家が聴衆に受け入れられようという目的のもと、自己のアイデンティティーと異なるも

のをつくってしまうなら、聴衆を気にしないほうがいいと思う。それは芸術家ではなく、エ

ンターテイナーとして物をつくっていると思うからである。芸術家が自分の真につくりたい

ものより、聴衆の思いを優先することは、自分の思いを発露する芸術ではなく、人を楽しま

せるエンターテイメントに近いものに当たると思う。よって、受け入れなくても良いと思う。 

〇どちらともいえない 

   内容によって受け入れるべきか、それとも受け入れないべきか自分で判断しなければいけな

いと思う。もし、自分の考えに絶対にこのようにしたいという強い理由があるのならば、聴

衆の思いは受け入れないほうがいい。でも、自己のアイデンティティーが他人によって簡単

に変わってしまうくらい曖昧なものならば、素直に受け入れてもっと自分らしさを磨いてい

くべきではないか。 

 

４．成果と課題 

この単元において，最初に意識させたことは生徒自身が芸術家になることである。音楽科の授業

において，聴き手の立場として様々な芸術家たちの音楽に触れることは多いが，自身が芸術家であ

るという意識はなかなか働かないことが多い。音楽がつくられる背景にはそれぞれの芸術家たちの

思いや意図があり，そのさらに奥には個々のアイデンティティーがある。生徒自身が芸術家であり，

表現者として活動することで，他の芸術家たちがどのような思いで作品を創作してきたのか考えを

より深く思い巡らせることができ，今後生徒たちが新たに出会うであろう作品に対する視野が広が

ると考えられる。 

課題としてあげられることは二点ある。一点目は，生徒たちが抱いているけやき坂に対するアイ

デンティティーは比較的似ていたため，大きく異なるアイデンティティーを受け入れる場面が少な

かったことである。けやき坂に対して四季折々の美しい情景を思い浮かべる生徒が極めて多く，互

いに共感している場面を多く見かけた。アイデンティティーについての考えを深めるには，異なる

アイデンティティーをより感じられるようなテーマを新たに提示する必要があると考えられる。 

二点目は，他者の思いを受けて作品を再考する場面において，生徒同士の意見交換が十分に深ま

っていなかったことである。他の班の作品に対して，感じたことを付箋に書いて渡すことで伝え合

う活動としたが，それで終わりではなくそれを全体で共有して議論を活発に行うことができれば，

芸術家として作品に対する思考をさらに深められたのではと感じる。 

単元を通して，アイデンティティーという概念を音楽の創作の面から考えることにより，考えを

深めてきた。変化の富む時代に生きる子どもたちに必要な力を，音楽を通して概念的に理解し新た

な価値につなげていけるようにしたい。また，今回考えを深めてきたアイデンティティーという概

念を音楽科の授業に限らず様々な場面で考え，さらに深め，応用していけるようサポートしていき

たい。 
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材料からとらえる世界

美術科 長木 功

１．主題設定の理由

・これまで使ったことが無い新しい素材に出会うことで、授業で制作をしている途中に思いつ

くことが増えたり、使う方法を考えたりできます。また、新しく気が付いた時の工夫や、「ど

うしてこうなってしまったのだろう」と考えるような失敗を経験することで、素材をどのよ

うに使うかを考える力や想像力を一層高め、独創的・総合的な見方や考え方を培い、豊かに

発想し構想する能力や自分の表現方法を創意工夫し、創造的に表現する能力を伸ばすことが

できます。 
 
・資質・能力の獲得には、ただ知識だけではなく、描くことや造形するといった技能を身に付

ける、理解することが必要です。何をどのようにするのがよいかを実際に試行錯誤して失敗

をしてみることによって、創造的に表現することの理解につながっていきます。 

つなぐ力

制作の中で、自分の想いや考えたり感じたりした、非言語的な活動を作品で表現し、他の人

に解ってもらう、つないでいける力が身に着いていきます。

友達の制作場面を見ることを通して、生徒が自分自身を知り、自分と違う他者を理解し、話

し合いなどの社会的な体験をしていくことが大事です。

他に、自分で様々なことを考えて決定して進めていく、自分の気持ちと自分をつなぐ力、物

を知ることで素材とつながる力も、美術科でのつなぐ力と考えます。

 
２．実践の概要

（１）材料からとらえる

１年ではスケッチを描いたり静物画をしたり、ポスターカラーを使った色の三要素の学習と

木彫をしています。教師が話している内容を理解することが早い生徒が多く、こちらの意図

も考慮した上で答えを導き出すこともします。授業では作業時間を考えて、残り時間を意識

した制作ができます。

２年では一点透視図法を使った部屋の作品を描いています。また、フォルモという細かい表

現のできる石粉粘土を使って、材料からできる表現を考えて「机上に置く物」を制作した。

鉛筆やポスターカラーで描くことには慣れている生徒は多いが、粘土や針金での表現はペン

チの使い方なども含めて、経験が無かったり、少なかったりする者が多かった。

３年になってポスターカラーを使って着彩デッサンで自然を描き、イラストボードを使って

の人物のイラストレーションを行っている。平面表現が続いた後だが、今回は針金のような

自分の思い通りにならない材料を使って、生きていることの表現をどうやってするか、抽象

的でなくて、形や動勢などを考えながら、生きている物の全体だけでなく、部分的な表現も

良いとして制作させていきたい。
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（２）本年度の実践例

①対 象 第３学年

②単元名 針金を生き物にしよう～材料からとらえる世界～

③単元設定の理由

第１に、筆で描くのではなくて、針金で形を作っていく必要があることなので、筆に苦手

意識のある生徒でもモチベーションを維持できる教材である。

第２に、アイデアから考えた生き物を、針金とペンチを使い実際に作ることで、想像と現

実にやってみた時の違いや、立体的な作品は色々な方向から見られることを、しっかり理解

できる。

第３に、針金の形を考えながら制作していくので、失敗したら切って、つなぐこともでき

る。また、つなぎ方を創意工夫して動かすなど創造的に制作しやすい。

〈指導観〉

・どんな生き物をつくるか、生き物はどう動いている姿か考えさせる。

・生き物の、くちばしや羽、しっぽなど動かすことができないか、針金を使って、さまざま

なアイデアを考えさせる。

・実際に作る中で、予定の形から変わっていっても構わないので、思うとおりにならない中

で、作りながら工夫して考えさせる。

・針金をどうやって組み合わせると強度的によいのかなど，針金の加工特性を理解したうえ

での工夫をさせる。

④単元の目標

・針金の素材や生き物のフォルム、動きなどに関心をもって，主体的に学習に取り組む。 

・生き物としての見せ方や針金の特性などを基に独創的で豊かな発想をし、心豊かで創造的な表現

の構想を練る。

・作品の形の美しさやバランス、動くところがあるなど、表現方法を工夫したり、総合的に考えた

りするなどし、創意工夫して創造的に表す。

・友達の作品を鑑賞し、自分の制作を振り返る。

（３）評価規準表

Ⅰ 関心・意欲・態度 Ⅱ 発想・構想の能力 Ⅲ 創造的な技能 Ⅳ 鑑賞の能力

針金の素材や生き

物のフォルムや動

きなどに関心をも

って，主体的に学習

に取り組んでいる。 

生き物としての見せ方や

針金の特性などを基に独

創的で豊かな発想をし、心

豊かで創造的な表現の構

想を練っている。

作品の形の美しさやバラ

ンス、動くところがあるな

ど、表現方法を工夫した

り、総合的に考えたりする

などし、創意工夫して創造

的に表せている。

友達の作品を鑑

賞し、自分の制作

を振り返る事が

できている。
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（４）学習計画（全 時間）

第 次：針金の使い方の概要、自分のアイデアを考える（ 時間）

第 次：グループで意見を聞いてアイデアの決定、作品制作（ 時間）

第 次：作品制作②（ 時間）

第 次：工夫した点や見て欲しい所を書く＋作品制作③（ 時間）

第 次：グループで作品発表（ 時間）【本時】

（５）本時の概要

①目 標

・針金の素材や生き物のフォルムや動きなどに関心をもって，主体的に学習に取り組む。

・生き物としての見せ方や針金の特性などを基に独創的で豊かな発想をし、心豊かで創造的な表現

の構想を練る。

・作品の形の美しさやバランス、動くところがあるなど、表現方法を工夫したり、総合的に考えた

りするなどし、創意工夫して創造的に表す。

・友達の作品を鑑賞し、自分の制作を振り返る事ができる。

②展 開

学習過程 学習活動および内容 指導内容
評価の観点

◆指導上の留意点

導 入

（ 分）
・作品とワークシートを各自に返却

する。

・発表の方法や時間、振り返り用紙

の記入内容を説明する。

自分の作品を振り返っ

て考えて授業に積極的

に参加しようとする。

発表を

考える

（ 分）

〇ワークシートを見ながら発表

手順を決める。

・言い方にも気を付けることを指示

する。

・発表内容をどうすると良いか考え

る。

発表を工夫しようと

している。

・探求の問い「立体的に作る方法は 種類か」

「フォルムの何が生き物に見えるのか」

「動きの見せ方はどうすると美しいか」

・自分の作品や制作を振り返って、発表内容を決める 
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（６）準備物

〈生 徒〉

感じる 表す 美術、教科書、ワークシート、鉛筆

〈教 師〉

ラジオペンチ（ ～ 番号順に使用）、ペンチ（数本）、さまざまな針金、セロテープ

（７）生徒のワークシート

生きているということをどう表現するか考えた後、３～４つのアイデアを絵と言葉で描く。

（※下の空欄はメモ用として、考察の経過や工夫を記入しても、しなくても良いとした）

生徒のワークシート作品例

グループ

で話す

（ 分）

〇自分の制作中や制作後の思い

や考えを伝える。

〇くちばしなどの動きや、フォル

ムの工夫、良い所を説明する。

・発表する時間を考えながらグルー

プで話をする。

・他の人の発表を、よく聞いて自分

との違いを考えさせる。

◆話し合いができてい

るか確認する。

◆発表を聞くことがで

きている。

まとめ

（ 分）

〇忘れずに記名する。

〇自分が使った道具は責任をも

って片づける。

・記名をさせてプリントを集める。

・針金の作品の方も提出するように

指示する。

◆道具をきちんとすべ

て集めているか確認

する。

・話し合いのまとめ、片付けの手順説明、次回の指示

・グループで交代しながら、実際に発表をしていく
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（８）完成作品画像

１人の生徒の作品より ワークシート 作品

・原案では馬が２頭で１つの

作品だったが、作る中で

１頭になった。

・馬のたてがみの部分や前足、

後ろ足の部分を盛り上げて

作り、筋肉質な馬を

よく表せていた。

・巻き方も、ただグルグル巻き

にするのではなく、

空間を中に開けることで

重くなりすぎないように

工夫していた。
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（９）作品展示

１学年、約１６０人の学校で、全員分の作品展示は１年を通してなかなかできないが、文化祭

では１人２作品以上の作品展示を行った。普段はクラスから５～１０人くらいを学年ごとに、

まとめて、美術室前の廊下辺りに展示している。

文化祭での展示風景

３．成果と課題

・針金を使うことは普段使い慣れていない素材であるため、どう作っていけば良いかを考えたり、

工夫しないと理解しにくいのですが、その分苦手意識が少なめだったように感じた、曲げる・切

る・ねじる・などを考えながら制作することで素材の特性を理解して、作る物を変更したりする

ような作品も見られた。

・針金という無機物から生きていることを感じさせる形をどのように考えさせるかが課題だが、な

るべく避けさせたかった抽象的な作品も少しみられた。形を工夫した上での抽象ならば良かった

が、ぐしゃぐしゃと丸めただけの針金に説明をつけたものもあり、有機的な形を考えさせたい意

図とは違った方向性にいった作品を作る生徒がいた。

・針金を材料とする中で、使える量は意図的に自由にさせていたが、巻いて使う人の中で、とても

多くの針金を使う作品があった。安い針金だが、使う量の個人差がとても出たのは良くなかった。

・土台に使う板をキャンパスとして使っても良い、また文字を書いて作品の説明に使っても良いと

したがそのことで時間がもっとかかる事になった。工夫させるなかでの時間設定は進むスピード

が、生徒によって違うので難しいところがある。
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「なぜ？」を大切に，スポーツの本質を探る体育授業 

～「生徒」と「教材」をつなげる工夫～ 

保健体育科  森田 祐介・北條 卓也・戸山 彩奈 

１、主題設定の理由 

 保健体育の授業を通して，子どもたちには一体どのような力を身につけさせる必要があるのだろ

うか。学習指導要領には，保健体育の目標として「心と体を一体としてとらえ，運動や健康・安全

についての理解と運動の合理的な実践を通して，生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育てる

とともに健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り，明るく豊かな生活を営む態度

を育てる。」と書かれており，「明るく豊かな生活を営む態度を育てる」ことこそが保健体育科が目

指す究極的な目標であるようだ。では，この資質を体育の授業を通してどのように育めばよいのだ

ろうか。 

「平成２９年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査」の大阪府の結果によると，「運動に関する

意識，体育の授業について（児童・生徒質問紙調査）」の項目にある「運動（体を動かす遊びを含む）

やスポーツをすることは好きですか」や「（保健）体育の授業は楽しいですか」では，どちらも全国

と比べ，「好き」「やや好き」，「楽しい」「やや楽しい」の割合が低い結果となった。しかし，低いと

いっても大阪府の中学校男子はそれぞれの項目での「好き」「やや好き」，「楽しい」「やや楽しい」

の割合が８５％前後あり，女子はどちらも７５％を超えている。また，このような調査も行われて

おり，「体力向上に関する取組（学校質問紙調査）」の項目にある「平成 28 年度全国体力・運動能力，

運動習慣等調査結果を踏まえて授業等の工夫・改善を行いましたか（行う予定ですか）。」では，「行

った」割合は昨年度に比べて微増ではあったものの，全国（５９．７％）と比べて１０ポイント程

度低く，５０．６％という結果となった。以上の結果からも，生徒は保健体育の授業を通して運動

やスポーツに触れ，興味を持ち，仲間とのつながりを通して楽しく，そして主体的に学ぼうとして

いるにも関わらず，保健体育の授業に対する教員側の工夫や改善が見られないのは本末転倒ではな

いかと考える。保健体育を，ただ「好き」や「楽しい」で終わらせるのではなく，その先にある保

健体育を通して「明るく豊かな生活を営む態度を育てる」ための工夫が必要となってくる。 

そこで，池田地区の昨年度からの研究テーマである『「つなぐ力」をもった子どもの育成』の「つ

なぐ力」を『「生徒」と「教材」をつなげる工夫』とした。保健体育に限らず，どのような分野（強

いては社会全体）においても疑問を抱くのは大切なことであり，それが様々な興味・関心を生み出

すことにつながると考える。だからこそ，既存の単元・種目を教科書通りに行うのではなく，「なぜ？」

を大切にし，運動やスポーツの本質を探る授業を保健体育科として目指した。保健体育の授業にお

いて，教師が提示した課題だけに取り組むのではなく，自ら疑問や課題を見つけ，それを解決して

いく過程で力が身につき，達成感や喜びといった感情が「保健体育」をより一層「好き」になるき

っかけになるのではないかと考える。 
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２、実践の概要 

 スポーツには長い歴史があり，時代とともにルールや形といったスポーツの本質が変わってきた。

そして，今もなお競技規則の改正が行われているスポーツも少なくない。なぜルール改正が行われ

るのだろうか。競技者にとって，もしくは観戦者にとって都合がいいからだろうか。では，実際に

授業を行う生徒にとってはどうだろうか。まず教師側が疑問を抱き，生徒とともに考えることで，

スポーツの本質を探ることのできる深みのある授業を行う必要がある。 

 今年度，本校では「ベースボール型（ソフトボール）」で研究，実践を行った。テーマを「ベース

ボール型の本質を探る」とし，なぜ「ベースが４つであるのか」を考え，単元内でベースの数を変

化させ，「４ベース」に至った経緯を，仮説を立て実践を行い立証していく授業を行った。その中で，

通常のソフトボールのルール等の工夫や生徒が戦術を駆使して勝つための工夫を行うことを「課題

解決型学習」と位置付け，「生徒と教材」をつなげる手段の一つとした。 

運動・スポーツ 
競技規則

なぜ？

仮説  実践  立証

自分 

疑問・課題

解決 

【生涯スポーツ】

運動・スポーツに興味
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３、実践例

攻守に楽しむソフトボール 

～ベースを増やすとどうなるか？～ 

大阪教育大学附属池田中学校 

森田 祐介 

1．はじめに

 ソフトボールは「実動時間の短い」のスポーツであり，実動前の戦術的コミュニケーションをと

ることが必要不可欠である。よって個人技能より集団・チームでの戦術実践を中心に，集団・チー

ム力を高めていけるような授業展開をしていきたいと考える。そのため通常のソフトボールのルー

ル等を工夫し，生徒が戦術を駆使して勝つための工夫を楽しむ事が，授業者の考える「課題解決型

学習」であり，「生徒と教材」をつなげる手段の一つとして考えている。 

2．単元の概要 

(１)対  象 附属池田中学校 第３学年 A 組（４０名）

(２)単元設定の理由 

『ソフトボールのベースを増やすと，どのような変化が起きるだろうか』

中学校学習指導要領保健体育編において，ベースボール型はソフトボールを適宜取り上げる事と

明記されており多くの学校で実施されているⅰ。ベースボール型の楽しさや喜びを感じる点は「得

点を相手より多く取る事」である。反面，ベースボール型の問題点としてルールの複雑さやボール

操作技能の難しさに加えて，打撃・守備・走塁の各場面において，ランナーの有無やカウントなど

によって適切な判断が異なるため，生徒たちは高い状況判断が求められる点が多いⅱ。特に守備側

のプレーに難しさがあり，ゲームの状況に応じた守備側の行動の選択が極めて複雑であるⅲ。その

様な現状から，通常よりベースを２つ追加した，６つのベースでゲームを展開し，守備位置の指定

やタッチアウトを禁止する等の制限を加える事により「通常より得点を取りやすくする」「アウトを

簡単に取る」等，ベースボール型の難点を解消した授業実践を行い，基礎技能習得から通常ゲーム

に至るまでの思考追求の時間を経験する事が，≪想定力≫≪判断力≫が形成された状態になり，通

常ルールを行った際の困難な点も解消されると考えられる。この様にルールの工夫を図りながら，

多くの生徒が思考しやすい状況を意図的に設定し「ゲーム展開に見通しを持たせ、効果的に得点を

取り失点を防ぐ」事に喜びを体感させたいと考える。具体的には生徒はチーム内でゲーム内作戦を

たて，実践後，次時にむけて視聴覚機器を使用しながら作戦を練り直すサイクルを繰り返し，それ

らを元にチーム別課題練習において技能を高め，ゲームでは作戦を元に集団技能や戦力的思考を高

めることができるよう工夫した。 

加えてタブレット端末を使用する事で思考活動の充実を図り，議論が生まれ，個人やチーム力が

効率よく向上していく事も予想される。
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(３)単元の目標 

・自己や仲間の安全に留意し，ソフトボールの楽しさや喜びを味わいながら，話し合いや練習，ゲ

ームに積極的に取り組むことができる。(関心・意欲・態度) 
・個人やチームの課題解決を明確にし，効果的に得点できるか，失点を防げるか，ゲーム内での動

きを考え工夫できるようにする。(思考・判断) 
・基本的なバット操作、守備動作、走塁方法を身につけ，ゲームを展開することができる。(技能) 
・ソフトボールの特性や成り立ち、技術の名称や行い方を理解できる。(知識・理解) 

(４)評価規準表 

関心・意欲・態度 思考・判断 技能 知識・理解

ソフトボールの特性に

触れ，楽しさや喜びを

味わいながら，安全に

留意し積極的に練習や

ゲームに取り組もうと

する。

課題解決のための練習

方法を考えたり，ゲー

ムでの作戦を立て実行

するために動きを工夫

したりしている。

作戦を実行するために，

ゲーム内で基本的技能

を発揮することができ

る。

ソフトボールの特性や

ルール，審判方法を理解

している。

【思考・判断(ワークシート)】
評価基準

評価規準

A B 

内容

指導の内容把握，安全の確保につい

て授業で学んだことを踏まえ，もれ

なく記述されている。

指導の内容把握，安全の確保について授業で

学んだことを踏まえ，不備はあるものの全体

的な流れは捉えられている。

根拠

授業で学んだことに加え，自ら得た

情報などが記され，それに伴った根

拠がある内容が記されている。

授業で学んだ内容については，もれなく記さ

れ，根拠のある内容である。

技能の分析

技術向上に関して，具体的かつ現実

的な内容が記され一般的な分析を行

いながら，自身が獲得した内容を分

析している。

技術向上に関して，具体的な内容が記され一

般的な分析を行っている。

【技能(本時)】
評価基準

評価規準

A B 

打撃

相手の守備位置を確認し，どこに打

球を打てば効率よく得点が入るかを

相手の守備位置を確認し，どこに打球を打て

ば効率よく得点が入るかを予想し，狙いに即
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予想し，力強くスイングした上で狙

いに即した打球を打つ事ができる。

した打球を打つ事ができる。

守備

事前予測を行いながら，打球と走者

の動きを瞬時に判断し，確実な捕球

から相手の捕球しやすい位置に送球

する事ができる。

確実な捕球から相手の捕球しやすい位置に

送球する事ができる。

(５)学習計画（全１０時間） 

  第１次 オリエンテーション      １時間

  第２次 打撃・守備・走塁の基本練習  ３時間

  第３次 課題解決型練習・ゲーム    ３時間（本時３/３）

第４次 リーグ戦           ３時間

３．本時の概要 

（１）目標 

・予測段階でゲームでの動きをイメージし，意見交換を踏まえて有効な手段を考えることができる。

(思考・判断) 
・力強く振りぬく打撃，状況に応じた守備を瞬時に判断し，実行することができる。(技能) 

（２）展開 

学習

過程

学習活動および内容 指導上の留意点 評価の観点

 導

 入

・出席確認

・健康観察

・挨拶

・準備運動

・安全に運動が行えるよう促す。

・本時の流れとテーマを理解させる。

・適切な状態で展開に臨めるよう，チ

ーム毎で準備運動をさせる。

 展

 開

『コーディネート』

技能課題克服練習

『タスクゲーム』

ミニクリケット

・チームで前時までの「技能課題」を

効率よく実践し，克服できるよう意識

させる。

・課題解決ゲームに繋がる取り組みで

ある事を理解させるとともに，テーマ

を意識した実践になるよう促す。

・通常ゲームとは違う，先が読みにく

・イージークリケットルールを採用ⅱ

・５人対５人で実践

・力強く振りぬく事，確実に捕球する事をテーマとする
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『課題解決ゲーム』

６角ソフトボール

いゲームであるため，いかに想像力を

働かせながら，課題解決〈多く得点を

取る事，近くの塁でアウトを狙う事〉

を図るかが重要かを理解させる。

〈予測〉

得点方法や失点を防ぐ

方法を思考し作戦を考

える。

〈実施〉

タブレット端末で録画

しながら，作戦に基づ

いてゲームを行う。

〈検証〉

タブレット端末を見な

がら検証を行う。

評価シートを用いて対

戦相手を評価する。

・各々の技能にあわせ効果的に得点し，

失点を防ぐ方法を考えゲームに見通し

を持たせる。

・作戦を元にゲームを展開させる。

・ポイントをおさえて録画作業を行わ

せる。

・ゲーム全体の動きを確認し予測と実

施内容の差を検証し，加えて対戦相手

からの評価を参考に次時の課題を明確

にする。

・個人やチームの技能

に適した作戦を立てて

いるか。[思考・判断] 

・作戦に応じた打撃・

守備ができているか。

[技能] 

 ま

 と

 め

本時の振り返り

健康観察・挨拶

４．準備物 

道具一式，タイマー，ホワイトボード，チーム別シート，タブレット端末(iPad) 

５．引用文献 

ⅰ 文部科学省 中学校学習指導要領解説 保健体育編 pp.85 

ⅱ 森田祐介「ベースボール型の教材 イージークリケットの実践」『体育科教育』大修館書店 2015

年 10 月 pp.63－65 

ⅲ 岩田靖 「ベースボール型ゲームの教材の系統性を探る」 『体育科教育』大修館書店 

2011 年 5 月 pp.10－14 

・１０人対１０人で実践

・打者一巡交代 １～２回の得点を競う

・内野・外野守備人数を攻撃側が指定

・タッチアウト禁止（フォースアウト・フライアウトのみ）

・多く得点を取る事，近くの塁でアウトを狙う事をテーマとする
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前年度，今年度(ベースボール型)
のワークシート
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４、成果と課題

「なぜベースは４つなのか？」当たり前を当たり前に思わない事から，単元の本質に迫れないか

と考えたのが始まりである。また実践例で紹介した学年はベースボール型において「クリケット」

を実践した経緯もあり，「ソフトボール」をすることに違和感を覚えたかもしれない。しかしながら

生徒は日本においてメジャースポーツである「野球」を見る機会が多いため，導入の段階では比較

的スムーズにプレーすることができていた。そこから思考を多角的に育てるため，ベースボール型

の歴史を学び、ベースを増やしていくことにより「４つのベースでプレーすること」の本質を学ぶ

ことができたのではないかと考える。今後においても，どの種目に置いても言えることだが，既存

のものをそのまま捉えるのではなく，違う視点で捉えるからこそ「深層」まで辿りつけるのではな

いかと感じることができた。
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家庭・社会の生活とつなぐ技術・家庭科教育 

 
技術・家庭科  宇都宮 ふみ 松山 育久 

 
１．はじめに 

技術・家庭科の学習は，生活するための技能を習得することに加え，自分自身が家族や社会を構

成する一員であり消費者であることを自覚・再認識させることが大事である。そのために，これま

での実生活で経験したことを改めて見つめなおす時間を設け，当たり前に感じている事柄から新た

な気づきを見いだせるようにしなければならない。特に，自分自身と自分をとりまく事柄とのつな

がりを考えさせる必要がある。まずは身近な生活と自分とのつながりに目を向けさせることで，よ

りよい生活を送るためにはどのようにすればよいのかを考えるきっかけを作る。次に社会と自分と

のつながりに目を向けさせ，自分とはかけ離れていると感じる社会問題を自分の身近なものに置き

換え，社会問題が及ぼす自分への影響を考えさせる。その活動を通して今の自分にできることを見

つけ出せるようにしたい。さらには，未来と自分とのつながりに目を向けさせ，将来に向けたより

よい生活への見通しを持ち，実行に移す力を身につけさせたい。 

刻々と急速に変化する社会においては，生じた課題に対して主体的に対応する力が求められる。

実生活から課題を見つけ出し自己実現へと向かうための取り組みが，意欲的な態度を育むことにつ

ながると考える。そこで，様々な角度から働きかける思考力，判断力，創造力，そして，表現力を

身につける必要があると考える。まずは，自分で課題を見つける力を養わなければならない。その

ためにも，毎日の当たり前の生活を多角的に見つめなおせるようなアプローチを手立てとする必要

がある。当たり前の生活に疑問を持たなければよりよいものを生み出すこともできない。さらに，

他者の考えを聞くことも重要である。人によりあたり前は異なり，解決すべきことも異なる。新た

な視点が加わり考えを共有することで解決の糸口を見いだせることもある。 

 
２．実践事例 
●技術・家庭科（技術分野） 
①単元（題材） 
 一枚板で生活に役立つ製作品をつくろう 
②単元設定の理由と目標 

今日，人類はモノづくり技術の進歩によって，さまざまな製品を生み出し，生活を豊かにしてき

た。資源やエネルギーの大量消費によって豊かさを得る一方で，資源の枯渇や環境汚染など，地球

規模で取り組む問題と向き合わなければいけない中で生徒らは生活している。使い捨てをやめたり，

資源を有効活用したり，廃棄の方法を考えたり，廃棄物を資源として有効活用したりする循環型社

会を視野に入れた考え方が求められている。 
そこで本単元では，「一枚板で生活に役立つ製品の設計・製作」を設定した。生徒自ら設計から製

作までの手順を計画的に行うモノづくりを経験することで，身のまわりにある製品を生み出した作

り手の思い・使い手としての責任などを実体験で学ぶことができ，資源やモノを有効活用していこ
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うとする態度や自律的な問題解決能力を高めることができると考えた。 
主材料の木材については，一枚板(パイン集成材：厚さ 12mm×幅 210mm×長さ 1000mm)から

材料取りする自由設計である。生徒は生活の中から課題を探し出し，生活を豊かにする製品を構想

する。生活の中から学習が始まり，生活の中に学習したことを活用する場面が広がっていく。 
設計の場面では自分の構想を検討しながら，材料，機能，構造，強度などの学習を進めることが

できる。単なる知識としてではなく，自分の設計に有機的に関わらせながら学習を進めていくこと

ができるため，工夫し創造する能力や設計の技能を伸ばすことができる。製作の場面では，のこぎ

りや糸のこ盤，ボール盤など専門的な工具・機器の知識や使用方法を学ぶ。自分の設計に合わせた

より正確な加工が求められ，専門家気分で製品をより良く見せるために挑戦する意欲を喚起させ，

完成時には高い満足感を得ることが出来る。 
これらの学習を行っていく中で，生徒は生活の中に学習と結びついた様々な技術的な事象を見出

すことができ，基礎的な知識・技能とともに生活の中にしめる技術の役割について理解を深めてい

くことになる。本題材を通して，自ら進んで生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育ててい

きたい。 
③単元の目標 

 製作上の課題を解決しながらものづくりに関する基礎的な知識・技能を身につけ，生活に役に立

つ製作品を設計・製作できる力を伸ばすとともに，生活の中から課題を解決するときに，自分なり

の工夫した解決方法を見つけ出すことができる判断能力を身につけ，その力を生活の中に生かして

いこうとする態度を育てる。 

 
④単元の評価規準表 

生活や技術への 
関心・意欲・態度 

生活を工夫し 

創造する力 
生活の技能 

生活や技術についての

知識・理解 

より良い製作品を作ろ

うという思いを持ち，

生活の中から課題を探

し解決のために習得し

た知識・技術を生かそ

うとしている。 

習得した知識・技術を

適切に活用し，自ら課

題をつかみ，工夫して

解決しながらものづく

りを行っている。 

ものづくりに関する基

礎的な技術を習得する

ことで，その技術を安

全かつ適切に活用でき

る。 

ものづくりに関する基

礎的な知識を身につ

け，ものづくりの技術

が身の回りの生活にや

産業に生かされること

を理解している。 

 
⑤指導計画 （全１５時間） 
 第１次 生活に役立つ製作品の草案(夏休みの宿題) 
 第２次 材料に適した加工法を知ろう 
 第３次 作業手順を考えて製作しよう 
 第４次 完成した製作品を評価しよう 
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⑥指導内容や方法，教材，教具 

第１次 前回までに履修した内容（間伐材から木材の特徴を知る，バルサ材を用いたブリッジ作

りから構造と部品を丈夫にする方法を学ぶ）から，自らの生活の課題を解決するものでありつつ，

丈夫で長いスパンに役立てることを念頭においた製作品の構想を夏休みに考えさせた（図１）。生徒

のレポートから，長期休みが改めて自らの生活をふりかえる時間を作り，課題を明らかとし解決ア

イディアが生まれる機会となったように思う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１．「製作品を構想したワークシート」の事例 
第２・３次  
 工具の使用方法や加工方法についての説明は，要点の確認程度にとどめ，教科書，ワークシート，

グループ内での情報交換を基に，自ら必要な情報を集め行動できるよう指導した。生徒自身が作業

の計画や段取りについて考える機会として，自らの製作品の製作工程を視覚化させ，けがきから仕

上げに至る工程でどの工具・機械を用いてどのような加工法が必要かどうかをまとめさせた（図２）。 
 生徒は，自ら設計した製作品の製作工程に適応させながら作業に取り組んだ。製作途中における

設計の大きな変更や，つまずきについての教師への相談はほとんどなく，生徒自身で判断したり，

グループ内で相談したりしながら主体的に製作を進めていた。完成した製作品の例を図３に示す。 

 
図２．「視覚化した製作工程のワークシート」の事例 
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図３．生徒の製作品例 
第４次 

「製作レポート」を課題として用意した。「製作レポート」は，製作していく中でのつまずきの克

服や計画段取りの過程を振り返らせる内容とした。また，感想などと共に，再度製作することを仮

定としたアイディアスケッチを書かせた。製作レポートの事例を図４に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４．「製作レポート」の事例 
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実際に製作品を家庭で活用して気づいた改良点などをまとめる「活用レポート」を春休みの課題

として予定している。技術の授業で経験したこと，学んだことを今後の生活で活かしていくことを

ねらいとしている。 

 
⑦成果と課題 

生徒の自由設計による創作的題材は，生徒の技術イノベーション力育成の観点から有効であるが，

生徒が自力でミスのない設計を展開することは難しいと感じた。設計時に気づけないミスによって

製作時につまずきが生じたり，自らの加工技術に見合わない設計に翻弄される場面が生じた。こう

した設計学習の難しさを克服するために，今後は生徒の自己評価能力を高め，生徒が自ら設計ミス

を事前に見つけ出し，自力で修正することができる学習指導を検討する必要がある。 

 
参考文献 
(1)中学校学習指導要領解説 技術・家庭 編  文部科学省 （平成 20 年 9 月） 
(2)（新）中学校学習指導要領 文部科学省（平成 29 年 3 月） 
(3)森山潤 他「イノベーション力育成を図る中学校技術科の授業デザイン」ジアース教育社 

（平成 28 年 3 月） 

 
●技術・家庭科（家庭分野） 
①単元（題材） 

よりよい食生活をめざして～食生活におけるエシカル消費～ 
②単元設定の理由と目標 

平成 17 年に食育基本法が施行されて以来，さまざまな経験を通して「食」に関する知識と「食」

を選択する力を習得し，健全な食生活を実践することが出来る人間を育てることが求められている。

本校の技術・家庭科では 1 年生で家庭分野の内容「B 食生活と自立」の学習を通して食育の充実を

図るよう努めているが，生徒たちの食生活の実際はどうなのか，学習活動でのアンケートを通して

見てみると，好き嫌いなく食べることや，朝食を食べることの意義を理解し生活している一方で，

学校生活以外での塾や習い事などの都合から食事時間が不規則になると共に，食事の準備・片づけ

が家族任せになってしまっていたり，食事のマナーに関しても，問題があると感じながらも改善し

ようという意識が低いこということが浮かび上がってきた。 
テレビ視聴だけでなく，インターネットの使用にも慣れている所謂デジタルネイティブと呼ばれ

る世代の生徒たちは，学校での学習活動以外でも「食」に関する知識や情報を多数獲得していると

言える。しかし，一方で「食」を選択する力という面について見てみると，栄養バランスを考えて

「食事を整える」といったことはある程度意識されているが，食品そのものの選択という点では，

流通システムが整い食べたいものをいつでも手に入れて食べることができるという便利で豊かな社

会状況の中，自分の生活圏内で得られる情報や，店頭に多数並んでいる商品の見た目や手に取りや

すい価格といった観点から商品を選択しがちであるとも言えるだろう。そこでは日本の食料自給率

の低下や食品ロスの増加といった問題，目の前の食品がどのような生産過程を経て手元に存在する
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のかといったことへの視点が欠けているとも思われる。 
また，このような食品（商品）の選択の学習と関連するものとして，平成 24 年には消費者教育の

推進に関する法律が施行された。これにより，従来の消費者教育から一歩進んだ消費者市民（倫理，

社会，経済，環境面を考慮して選択を行う個人）を育てることも求められている。平成 25 年には，

消費者教育の推進に関する基本的な方針の中で，他の消費生活に関連する教育と消費者教育との連

携推進として，「食育の取組の中で，マナーの習得，『もったいない』という意識のかん養，食品ロ

スの削減や地産地消の推進といった取組は，持続可能な社会の形成を目指す消費者教育の課題でも

ある。また，栄養バランス等の観点から適切な食生活を選択すること，食品の安全性に関する知識

と理解を深めること等は，栄養表示を含めた食品表示の適切な理解を始め，食における危険を回避

する能力を育む消費者教育と密接な関係がある。このように食育の内容は，消費者教育の重要な要

素であり，積極的な推進に努める。」と示されている。 
そこで，本単元では家庭分野の学習内容「B 食生活の自立」の学習と「D 身近な消費生活と環境」

の学習との関連を図りながら，食品の向こう側にある世界の食料事情や食生活と環境との関わりを

考えていきたい。具体的には「健康・快適・安全」と「生活文化の継承・創造」の視点を主とする

食生活の学習に，「持続可能な社会の構築」の視点を主とする消費生活・環境の学習をつなげ，特に

近年聞かれるようになったエシカル消費（倫理的消費）について理解させた上で，持続可能な社会

を展望しながら主体的に食生活をよりよくしようとする能力と態度を育んでいきたい。 
③単元の目標 
・食生活を取り巻くさまざまな問題について理解する。 
・個人の消費生活が社会や環境に与える影響について理解する。 
・食生活と消費生活，環境との関わりを考え，食生活を取り巻くさまざまな問題の解決のために， 

自分にできることを考え実践する能力と態度を育む。 
④評価規準表 

生活や技術への 
関心・意欲・態度 

生活を 
工夫し創造する能力 

生活の技能 生活や技術についての 
知識・理解 

・食生活を取り巻くさ

まざまな問題（食品の

安全性，食料自給率，

食品の輸送エネルギ

ー，食品ロス，など）

に関心を持ち，食生活

をよりよくしようとし

ている。 
・自分や家族の消費生

活が環境に与える影響

に関心を持つ。 

・食生活を取り巻く問

題を把握し，解決のた

めの方法を考え工夫し

ている。 
・さまざまな視点から

消費生活を見つめ直

し，よりよい消費生活

について考え提案する

ことができる。 

 ・食品の安全を守る法律

や取り組み，食料自給率

や，食生活と環境の関わ

りにについて理解してい

る。 
・環境に配慮した食生活

に関する知識を身につけ

ている。 
・個人の消費生活が社会

や環境に与える影響につ

いて理解している。 
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⑤学習計画 
 第 1 次 私たちの食生活を取り巻く問題について知ろう       1 時間 
 第 2 次 食生活からエシカル消費を考える               1 時間 

第 3 次 よりよい食生活のために自分たちにできることを考えよう 2 時間 

 
⑥指導内容や方法，教材，教具 
 第 1 次 私たちの食生活を取り巻く問題について知ろう 
 ・食生活を取り巻く問題に関する以下のキーワードについて知り，特に日本の食料自給率につい

て自らの食生活をふり返りながら考察を深めた。 

 
【キーワード】地産地消、バーチャルウォーター、フェアトレード、フードマイレージ、 

食品ロス（フードロス）、こども食堂、オーガニック、有機栽培、食料自給率 

 
なお、本題材の学習を始めるにあたって「食生活に関するキーワード」の認知度アンケートを

行った結果は以下の通りである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
食料自給率についての考察（生徒のワークシートより） 
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 第 2 次 食生活からエシカル消費を考える 
 ・エシカル消費とは何か？エシカル消費の３つの分類について知り，自分の食生活についてイメ

ージマップを作成し，その中でエシカル消費の行動や考え方をチェックすることで，エシカル

消費や食生活を取り巻く問題についての認識を深める。 

 
自分の食生活についてのマインドマップ（生徒のワークシートより） 
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第 3 次 よりよい食生活のために自分たちにできることを考えよう 
 ・ある日の昼食（カレーライス）を選択することから，エシカル消費の視点を持った商品の選択

を考えると共に，よりよい食生活とはどういうことか，今の自分にできることを考える。そし

て，まだ認知度の低いエシカル消費を広めるために，自分たちにできることは何か，各企業な

どの取り組みについても調べながら，思考を深めた。 
 （生徒のワークシートより） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A 

B 

A 

C 

B 

A 

B 

C 
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⑦成果と課題 
 今回，生徒の興味・関心の高い食生活の学習と，身近な消費生活・環境の学習との関連を意識し

た学習活動を展開したことによって，個人の消費行動が生活のさまざまな面で影響を及ぼしている

ことを生徒たちに認識させることが出来た。生徒からは「エシカル消費は自分たちが意識していな

いけど、それにつながることをしている人は多いと思う」という感想や，「エシカル消費の考え方を

知ってもらうことが大切」をいう感想も複数あり，消費者教育について生徒自身からその重要性を

訴える声が聞かれた。今後の課題は，学習課題に対して，生徒が本音と建て前を使い分けて取り組

むのではなく，リアリティと切実感を持って対峙するような課題の提起であったり，授業展開の工

夫・改善に取り組み，学ぶ意欲と実生活での実践へとつなげていきたい。 

 
参考文献 
(1)中学校学習指導要領解説 技術・家庭 編  文部科学省 （平成 20 年 9 月） 
(2)（新）中学校学習指導要領   文部科学省（平成 29 年 3 月） 
(3)中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会  
 「家庭，技術・家庭ワーキンググループにおける審議の取りまとめ」（平成 28 年 8 月） 
(4)消費者教育の推進に関する基本的な方針  消費者庁 （平成 25 年 6 月） 
(5)～あなたの消費が世界の未来を変える～「倫理的消費」調査研究会 取りまとめ（平成 29 年 4 月） 
(6)中嶋たや「エシカル消費を考えた食生活」奈良教育大学附属中学校 教育研究会要項 

（平成 29 年 9 月） 
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「つなぐ力」をもった子どもの育成 

～英語科の課題解決型学習の実践～ 

 
英語科 兵頭裕子 石川剛 小野木ゆみ 西川美咲 Keith Jason   

 
１. 主題設定の理由 

これからの社会は知識・情報・技術をめぐる変化の早さが加速度的となり，情報化やグローバル

化といった社会変化が，人間の予測を超えて進展していく。まさに予測困難な時代を迎えると言わ

れている。その中で生きていく子供たちには主体的かつ協働的に学ぶ姿勢を定着させ，生涯に渡っ

て学び続ける意識や現実の問題を解決するのに必要な能力を養い，社会の変化に対応できる力を身

に付けさせていかなければならない。平成２８年１２月２１日中央教育審議会の答申では「感性を

豊かに働かせながら，どのような未来を創っていくのか，どのように社会や人生をよりよいものに

していくのかを考え，主体的に学び続けて自らの能力を引き出し，自分なりに試行錯誤したり，多

様な他者と協働したりして，新たな価値を生み出していくために必要な力を身に付け，子供たち一

人一人が，予測できない変化に受け身で対処するのではなく，主体的に向き合って関わり合い，そ

の過程を通して，自らの可能性を発揮し，よりよい社会と幸福な人生の創り手となっていけるよう

にすることが重要である。」と述べられている。     

本校英語科が考える「つなぐ力」とは，他国の文化に触れ，違いを認めようとする「世界とつな

ぐ力」，教室での学習を実社会と結びつける「社会とつなぐ力」，他者と協働し，相互理解の精神

を養う「他者とつなぐ力」，複数の教科で学んだことを生かす「教科をつなぐ力」である。「つな

ぐ力」とは生徒が主体的に自己と「他者」「社会」「将来」などとつなぐ能力である。これらの「つ

なぐ力」を育成するための課題解決型学習として英語科では，教科書の各 Lesson を３つくらいでひ

とつのまとまりのある単元として捉え，その単元ごとのねらいと総括的評価課題及びそのルーブリ

ックを示すことにより，逆向き設計の授業作りを心がけた。各単元ごとに一層幅広いコミュニケー

ションを図ることができるようにするため，内容においては，互いの考えや気持ちなどを外国語で

伝え合う対話的な言語活動を重視して，具体的な総括的評価課題を設定している。そしてこの課題

を解決するために必要な語彙や表現等を実際に活用する活動を日々に授業の中でくり返し行うこと

で言語活動の実質化を図っている。平成２９年３月公示の新学習指導要領では外国語の４技能

（Listening, Reading, Speaking, Writing）のうち Speaking をやり取りと発表にわけ，５領域で

英語の目標が設定された。これを受け，ますます英語科の授業において「やり取り」が重視される

であろう。本校英語科でも日々の授業の中で教師と生徒とのやり取り，生徒と生徒とのやり取りな

ど様々な形のやり取りを行っている。そして日々の積み重ねの先に発表テストとしての総括的評価

課題を行っているのである。以下に実践を掲載する。 

 

参考文献 

文部科学省(2016).中央教育審議会答申 
文部科学省(2017).中学校学習指導要領解説外国語編 
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２. 実践の概要 

【実践事例１】 

（１）授業者 兵頭 裕子 

（２）対 象 第１学年 

（３）単元名 Self-introduction 

（４）単元設定の理由 

 本単元はクラスの友達に自分らしさが伝わる自己紹介をしようという単元であり，これまで

Lesson1 であいさつの仕方を知り，自分の名前の言い方や出身地の言い方や自分の気持ちの表し方

を学んできた。Lessosn2 では人や物の紹介の仕方を知り，人や身近なものについて説明する方法を

学習してきた。さらに Lesson3 では自分の好きなものの紹介の仕方を知り，好きなものや好きなこ

とについて説明する。実生活でも中学校に入学して新しい環境で新しいクラスの友達と出会い，自

己紹介をする機会も多い。中学１年生の生徒たちの状況と重なる部分も多く，親しみやすく自分自

身のことに置き換えて発信できる教材である。文法項目においては，be 動詞，一般動詞（have, like, 

play），代名詞，what の疑問文を学習する。 

 本学年の生徒は小学校で外国語活動の授業を受けてきており，身近な食べ物や動物の名前などの

単語は習ってきている生徒が多く，あいさつや簡単な日常会話もすでに学習している生徒が多い。

アルファベットについてはほぼ全員が既習済みであるが，ヘボン式ローマ字については小学校で未

習のため，自分の住んでいる地名など身近な単語でも正しく書けない場合がある。授業では，ペア

ワークや班活動を多く取り入れ，生徒同士が発話する機会を大切にしている。前向きに授業を受け

る生徒が多く，ペアワークや班活動にも活発に取り組んでいる。また４技能（Listening, Speaking, 

Reading, Writing）をバランスよく授業に取り入れるように心がけている。単元ごとにパフォーマ

ンス課題を設定し，主体的・協働的な学びを取り入れ，英語を使ってコミュニケーションをするこ

との面白さ，喜び，達成感を感じさせたい。 

(５)単元の目標  

○教師や友人の話を興味をもって聞く。 

○既習の英語で自己紹介文を工夫して書き，発表する。 

○be 動詞，一般動詞，代名詞，what 疑問文を理解する。 

(６)評価規準 

ア コミュニケーションへ

の関心・意欲・態度 

イ 外国語表現の能力 ウ 外国語理解の能力 エ 言語や文化についての知

識・理解 

・教師や友人の話を興味を

もって聞こうとしている。

・間違いを恐れず積極的に

話そうとしている。 

・正しい発音，イントネー

ションで発話する。 

・自己紹介文を工夫して

書くことができる。 

･既習文法を使って適切な

英文を書くことができる。

・本文の内容を正しく理

解することができる。 

・本文に関する聞き取り

問題を聞いて内容を正

しく理解することがで

きる。 

・ｂｅ動詞，一般動詞，代名詞，

what の疑問文を理解してい

る。 

・辞書で未習の単語の意味を調

べることができる。 

・新出単語の意味を理解する。
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(７)学習計画（全 10 時間） 

  第 1 次 Lesson1 “I am Tanaka Kumi”be 動詞と教科書本文を理解する。(5 時間) 

  第 2 次  Lesson2 “My school”代名詞，what 疑問文と教科書本文を理解する。(5 時間) 

第3次  Lesson3 “I Like Soccer”一般動詞の使い方と教科書本文を理解する。(5 時間: 本

時１/5) 

第 4 次 教科書の自己紹介文を理解し，自分の自己紹介文を書く。(2 時間) 

第 5 次 自己紹介をする。（1 時間） 

(８)本時の学習 

1.本時のねらい 

○帯学習で取り入れている英語の歌の歌詞を使って辞書の引き方に慣れる。(言語や文化につい

ての知識・理解) 

○新出単語の発音と意味を理解し，本文の内容を正しく理解することができる。 (言語や文化

についての知識・理解)( 外国語理解の能力) 

○一般動詞の用法を理解し，基本的な英作文を書くことができる。(外国語理解の能力)( 外国語表

現の能力) 

2.展開 

学習過程 学習活動及び内容 指導上の留意点 評価の観点 

挨拶 Greeting   

帯学習 

 

 

 

 

 

Dictionary 

“A Whole New World”を使

って未習単語を辞書でひい

て意味を確認する。（グルー

プ学習） 

Song/ “A Whole New 

World” 

机間巡視し，手助けが必要な

班を支援する。 

歌詞のだいたいの意味を理

解する。 

エ② 

机間巡視で確認 

 

 

 

導入 

 

 

展開 

Listening  

Get Part1(p36) 

New Words(p37) 

英語→英語 

日本語→英語 

単語ペア学習 

ペアで新出単語練習 

 

 

フラッシュカードを見て反

射的に英語を言う活動 

 

日本語を聞いて反射的に英

語を言う練習 

ウ② 

活動の観察 

イ① 

活動の観察 

 

イ① 

机間巡視で確認 

まとめ 

 

 

 

本文の理解(p37) 

イラストを見ながら本文を

聞き，本文内容についての

Ｑ＆Ａに答える。 

イラストを用いて，内容理解

を助ける 

 

 

ウ① 

活動の観察 
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まとめ 音読練習 

 

 

音読発表 

 

文法説明 

 

英作文練習 

単調にならないように読み

方を変えて複数回練習させ

る。 

 

 

出来るだけ簡潔に行う。 

 

 

 

イ① 

 

 

イ① 

 

エ① 

机間巡視で確認 

イ③ 

後日，ワークシートの回収

挨拶 ふり返り 

Greeting 

ふり返り  

(９)準備物 

教科書『New Crown English Series New Edition1』 

(10)成果と課題 

本単元は中学生になって初めての単元設定であった。自己紹介は実社会でも行う機会が頻繁にあ

る。生徒たち自身も日本語であれば今まで小学校や中学校で自己紹介を何度も経験してきている。

ほとんどの生徒は小学校で英語を学んできているので英語での簡単な自己紹介も経験済の生徒が多

かった。しかし、今回はどのような関係の人を相手にした自己紹介なのか，またどのような目的で

どのような内容について話すかなど「自己紹介」と言っても状況や立場によってさまざまであると

いうことにポイントをおいて取り組んだ。まず、個人でより良い自己紹介とは何かについて考え、

グループ内でさらに話し合い、意見をまとめた。その結果、生徒たち自身でより良い自己紹介とは

何かを考え、話す内容を相手や状況において適切なものにしなければならないという意見が出た。

その意見をもとに実際に状況を与えて自己紹介をするパフォーマンス課題に取り組んだ。自分で試

行錯誤しながら主体的に考え、グループ活動でさまざまな意見を持つ者同士で交流したことで状況

に合わせた自己紹介をすることができた。 

課題としては、人前で英語を使って話すことに慣れていない生徒も多くいたため、途中で不自然

な沈黙を続けてしまったり、緊張しすぎて発音やイントネーションまで気をつけられず、早口だっ

たり、カタカナ発音になってしまう生徒もいた。また、1 年生のこの時期では文法的にもまだまだ

未学習事項が多く、自分で書ける英語の内容と中学生として自己紹介に入れたい内容の差も大きく

なってしまった。教科書をさらに進めていき、違う単元の学習後にもまた異なった状況での自己紹

介をさせて自分たちの英語学習における成長を感じさせたい。今後、人前で英語を使う機会を増や

し、相手に伝わりやすい話し方についても指導していきたい。 
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【実践事例２】 

（１）授業者 石川 剛 

（２）対象 第２学年 

（３）単元名 Let’s Go Abroad! 〜Study Abroad Fair〜 

（４）単元設定の理由 

生徒がグローバル人材として将来活躍するためには，国際社会における公用語である英語力はも

ちろんのこと，ネットワークを形成し，リーダーシップをとるために必要となる交渉力やコミュニ

ケーション能力を育成する必要である。近年，文部科学省はそのようなグローバル人材を育成する

ための１つとして日本人学生の海外留学を推奨している。 

１学期に本校第二学年で実施した英語学習アンケートより，生徒自身も将来生きていく上で英語

が必要であると考えていること，さらに 48.7％の生徒が将来英語でコミュニケーションを取れるよ

うになるために海外留学したいと考えていることがわかった。そこで本単元では総括的評価課題と

して教室内で「留学フェア」を行う。生徒たちは班で協力して自分たちが調べた国や地域を PR し，

多くの学生を呼び込むことを目的とする。本単元の学習を通して生徒たちは海外の諸外国について

の理解を深め，それと同時に他者との対話からコミュニケーション能力を育成することができると

考える。生徒たちの国際的な視野が広がり，生徒たちがグローバル人材として将来幅広く活躍す

ることを期待している。 

（５）単元の目標  

○ 積極的にペアワークやグループワークに参加する。 

○ 聞き手が理解しやすいように工夫して自分の意見や事実を表現する。 

○ 話のメインアイデアを適切に理解する。 

○ 不定詞を用いた文の構造を理解する。 

（６）単元の評価規準 （  は本時の評価規準） 

コミュニケーションへ

の関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての

知識・理解 

ペアワークにおいて，

間違うことを恐れず話

している。 

聞き手が話の意図を理解

できるように，事実や自

分の意見を述べることが

できる。 

語句や表現，文法事項な

どの知識を活用して正し

く聞き取ることができ

る。 

不定詞を用いた文の構

造を理解している。 

グループ内での役割を

自覚し，積極的に発表

に向け，取り組んでい

る。 

 海外の文化に関する英文

を聞いたり，読んだりし，

内容を正しく理解するこ

とができる。 

効果的なプレゼンテー

ションの知識を理解し

ている。 
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（７）指導計画（全 14 時間） 

第 1 次  良いプレゼンテーションとは 5 時間 

第 2 次  プレゼンテーションの準備 4 時間 

第 3 次  グループプレゼンテーション「留学フェア」 3 時間（本時 1/3） 

第 4 次  スピーチ「自分が行きたい留学先」 2 時間  

（８）本時の学習 

  本時のねらい 

○メインアイデアを正しく聞き取ることができる。（理解の能力） 

○取り上げたテーマに関して，事実や主張を表現することができる。（表現の能力） 

展開 

学習過程 学習活動及び内容 指導上の留意点 評価の観点 

帯学習 

歌 

あいさつ

The Teacher 

本日の先生役の生徒２人があいさつ

をしたり，クラス全体と本時の内容に

ついて確認する。

事前に配布してあるルー

ブリックに従って評価す

る。

帯学習 Skill-Up Marathon 

英語のニュースを聞いて，英語で質問

に答える。

音声データをクラウド上

へ保存しておき，生徒が事

前に聞く機会を設ける。

メインアイデアを正

しく聞き取ることが

できる。 

(理解の能力)

帯学習 Useful Phrases for Presentation

プレゼンテーションで役立つ表現を

ペアで練習する。

それぞれの理解に合わせ

て，口頭練習と筆記練習を

選択させる。 

導入 

展開 

まとめ 

Study Abroad Fair 

・各グループで発表に向けての練習を

行う。 

・半数のグループが自分たちで調べた

国に関してグループプレゼンテー

ションを行う。 

・残りの半数はそれぞれのブースを周

り，自分が行きたい国とその理由を

考える。 

・「自分が行きたい留学先」というテ

ーマで自分の意見を書く。

良いプレゼンテーション

とはどんなものかを生徒

とやりとりし，確認させ

る。 

事実や自らの主張を

明確にし，表現でき

る。（表現の能力）

振り返り Reflection 

振り返りシートを書く。
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（９）成果と課題 

 本年度は「つなぐ力をもった子どもの育成」の２年次として，教科の本質となるコミュニケーシ

ョン能力の育成を元に，「世界」，「社会」，「他者」，「他教科」とのつながりのある授業展開を意識し，

研究に取り組んだ。特に本単元では，語彙や文法といった英語の技能を育成することはもちろん，

生徒が将来生きていく上で必要となるスキルを育成することを目標に課題解決型の指導を行なった。

 導入では，生徒は Michelle Obama 氏が北京大学で行った“the importance of studying abroad”

についてのスピーチ映像を見て，留学の大切さを理解した。教科書に載っていないオーセンティッ

クな教材に触れさせることで，これまで教室で学んできたことが現実社会で使用されていることを

実感した。また大部分の生徒は難しいとは感じながらも話の要点を得ることができたと学習の振り

返りの中で述べている。 

 本単元の総括的課題は，与えられた国や地域について他の学生が留学に行きたいと思わせるよう

なプレゼンテーションを４人グループで行うことである。そのため生徒はグループ内で必要な役割

について考え，必ず一人ひとりがその役割のリーダーを担うよう設定した。リーダーとして課題を

解決するために何をしなければならないのかを自ら考え，グループのメンバーと共有した。また本

単元では，LENOVO ジャパンとの共同研究「クラウド型 e-learning を使った主体的な学びの実証研

究」を行なっており，生徒たちは１人１台のタブレット端末を使用することができた。プレゼンテ

ーション原稿の作成のみならず，Microsoft Word を用いてパンフレットの作成と Microsoft Power 

Point を用いてプレゼンテーション資料の作成も行った。これまであまりコンピュータに触れたこ

とがない生徒にとっては難しく感じたようだが，グループのメンバーやクラスメイトと交流するこ

とで「魅力的なプレゼンテーションとはなにか」という考えを深めることができた。 

 課題点としては，メディア・リテラシーに関する指導が不十分だったため，インターネット上の

情報を信用し，間違った情報を取り入れているグループが複数あった。グローバル化や情報化が急

速に進み，情報量が急激に増え続けている現在，生徒たちにとって必要な能力は情報を取捨選択す

ることや正しい情報を見極めることである。今後は英語の教科だけではなく，様々な教科を通じて

指導して行く必要がある。 

 次年度は「つなぐ力をもった子どもの育成」の最終年次であり，「つなぐ力」を育成するための指

導と評価の一体化に関して追求していきたい。そして生徒が教室で学んだことが実社会において必

要だと実感できるような仕掛けを多く設定したい。急速なスピードでグローバル化する社会に対応

出来るような必要なスキルや態度を育成し，国際的な視野を持ったグローバル人材を育成したい。

（１０）活動の様子と生徒の作品 
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<海外留学するべきかどうかに対する意見>       <チーム内での自分の役割の明確化> 

<それぞれの国についての情報> 

<情報収集のためのワークシート> 

<1st draft> <トピックに関する英文> 

<生徒作品（パンフレット）> 
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【実践事例３】 

英語科 西川 美咲 

(1) 授業者 西川美咲 

(2) 対 象 第 2 学年 

(3) 単元名 Lesson6 My Dream 

(4) 単元設定の理由 

本単元は，教科書の登場人物の一人･健が職場体験プログラム(day-at-work program)を体験

し，感想を述べ，将来の夢についてのスピーチを行うという設定である。生徒は，GET(Part1&2)
で to 不定詞を学び，USE-Read で健が書いたスピーチ原稿(165words)を読み内容を理解する

構成になっている。GET(Part1&2)では基本的な職業や街の中の施設の単語を知り，USE Read
ではスピーチ原稿を書く際の基本的な構成(Opening-Body-Closing)を学ぶことが出来る。

さて，将来の夢について考えるというのは，現行の中学校英語検定教科書(2 年生用)の全てで

扱われているほど頻出のテーマである。職業と言えば，オックスフォード大学のマイケル･オズ

ボーン博士が「今後 10～20 年程度で，アメリカの総雇用者の約 47％の仕事が自動化されるリ

スクが高い」という論文を発表し話題を呼んだ。また文部科学省は「付加価値の高い人材の育

成」を目指し，キャリア教育の重要性を述べ，「産業構造の変化や技術革新が進展し，社会で必

要とされる知識や技能の変化が絶えず起こる中，自己実現・社会貢献を果たすためには，実社

会で通用する知識・技能を生涯を通じて学び続けることが重要」「夢や目標の実現に向け自らの

人生を切り拓いていくため，自らのキャリアについて主体的に考え行動を起こす機会を充実す

ることが重要」と提言している。(文部科学省 2015)
このレッスンでは職業の単語を多数学ぶので，教科書の範囲にとどまらず本校の生徒の実態

に合わせた職業も紹介していく。さらに，今の子どもたちが働くころには，社会も大きく変動

していることについて触れ，その上で自分の将来について生徒に考えさせる。

(5) 単元の目標 

○積極的にペアワーク･授業内容に取り組む。

○自分の将来像や将来の夢について，型に基づきスピーチ原稿を書き，スピーチを行う。

○将来の夢についてのスピーチ原稿を読んで，その要点と内容を読み取る。

○不定詞(名詞用法，副詞用法，形容詞用法)に関する知識を身につける。

(6) 評価規準 

コミュニケーションへ

の関心･意欲･態度
外国語表現の能力 外国語理解の能力

言語や文化についての

知識･理解

教員や生徒の話を積極

的に聞こうとしてい

る。

不定詞を使い，理由や

結果を示しながら，自

分の将来についてのス

ピーチ原稿を書くこと

ができる。

不定詞が用いられた短

文の内容を理解するこ

とができる。

職業に関する社会情勢

の変化について知る。

－ 106 －



間違いを恐れずに積極

的に活動に取り組む。

自分の夢について，相

手に伝わるように，ス

ピーチを行うことがで

きる。

将来の夢について書か

れた文章を読み，理解

することができる。

不定詞を含む文を正し

く理解することができ

る。

 (7) 単元の指導計画(全 9 時間) 

第 1 次 働くことについて・自分の将来像や将来の夢について考える。(1 時間) 
第 2 次 不定詞理解し，使う。(本時 2/2 時間) 
第 3 次 将来の夢についての意見文を読む。(2 時間) 
第 4 次 自分の将来の夢についてスピーチ原稿を書き，スピーチを行う。(4 時間) 

(8) 本時の学習 

1. 本時の目標

･授業に積極的に参加し，相手と協力し活動に取り組む。(関心･意欲･態度) 
･不定詞が含まれた文を読み，内容を理解する。(理解) 
･不定詞を正しく理解する。(知識・理解) 

2. 展開

学習過程 学習活動および内容 指導上の留意点 評価の観点･方法

帯学習

あいさつ

(4 分) 

Song  “Happy” 

モニターに提示された歌詞を見ながら歌う

※課題曲は英語Ⅰの授業と共通

机間巡視を行い，歌え

ていない生徒，授業の

準備が出来ていない生

徒に声掛けを行う。

活動の観察

歌は考査の知識・

理解分野で出題

帯学習

(5 分) 

Classroom English 

ネームプレートの裏に貼られた Classroom 

English の表現集を用いて確認する。

ペアで確認した後，モニターに示されたイ

ラスト状況にあう表現を口頭で言う。

ペアで確認したあと，

全体でも確認する。

※授業中これまでに習

った Classroom English

は英語で言うように習

慣づける。

考査の知識･理解分

野で出題

展開 1 

(3 分) 

Review on GET Part1(前時の復習)

生徒は教師の質問に英文で答える。

(質問内容は前回(GET Part1)について) 

事実発問，推論発問で

内容の理解を確認，評

価発問で生徒の意見を

引き出す。

導入

(18 分) 

Presentation and Practices of the New 

Grammar(新出文法導入)

Explanation and Confirmation of the 

Points(新出文法の説明)

モニターに例文を提示しながら，形式，意味，

写真を見せながら，to

不定詞を含んだ文を用

いて Oral Presentation

を行う。生徒にも質問

を投げかけ to 不定詞の

oral interaction を進め

ワークシート回収

考査の理解の分野

で出題
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機能について説明する。

Group Activity 

 “His / Her job is…”“ Why do you go there?”

る。Pattern Practice, 

Oral Composition など

の口頭練習で理解の定

着を図る。

活動が滞っているとこ

ろにフォローに行く

活動の観察

(関心･意欲･態度) 

帯学習

(3 分) 

New Words (新出語句)

ワークシートを用いながら単元の新出単語

の確認

机間巡視を行い，早く

終わったペアには，ワ

ークシートの単語練習

欄に書く練習をするよ

うに指示をする。

展開 2 

(15 分) 

Reading Today’s Text(本時の本文読み) 

First Reading (Listening) 

リスニングを始める前に，モニターに提示され

た質問を読み，確認する。

Reading aloud 

･Listen and Repeat 

･Pair Practice 

First reading の前に

Guiding Questions を確

認し，聞き取り取りポ

イントを理解させる。

音読練習は Listen and 

Repeat や穴埋め読みな

どを行い本文を覚える

まで練習させる。

ワークシート回収

次回授業の小テス

トで確認

Post Reading Activity (本文を読み終えての活動) 

最終課題，”My Dream”のスピーチに向けての準備と

して，Mapping を始める。 “What do you want to be 

in the future?” “What do you want to do?”  “Why do 

you think so?”の質問に答えながら，自分について考

える自己表現活動に取り組む。

机間巡視，つまってい

る生徒の声掛けを行

う。ペアの意見に，必

ず ”That’s great!”や”I 

think you can do it”など

前向きな単語を使って

お互いにフィードバッ

クをさせる。

最終のパフォーマ

ンス課題，およびそ

れに向かうまでの

ワークシート

まとめ

(1 分) 

本時の振り返り

あいさつと次回授業の連絡

(9) 成果と課題 

本授業実践について，授業展開の観点と課題設定の観点から振り返ることとする。まず，授業展

開の中の観点について述べる。授業者は本学年を 4 月より担当し，これまでに教科書を中心に学習

を進めていく中で，ペアやグループでの活動を行ってきた。クラスによって多少の差はあるものの，

カルタの要領で読み手の They work to~.の文に合わせ、職業名と仕事内容を合

わせていく。7 人班で、一人がカードを読み上げ、残りはカードを探して取る。

カードを取るときに英文を言うように促す。一番多く取った人が勝ち。
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おおむね，生徒は教師の言うことに対しても元気に反応し，ペアワークでは困っている生徒に対し

ては周りの生徒が声掛けを行うなど，助け合う様子が見受けられた。一方で，いったん活動中に盛

り上がりを見せると，次の活動への切り替えが素早く出来ないことや，教師が英語で発話しても，

躊躇なく日本語で返答することが課題として挙げられる。このような課題を克服するために，まず

は Classroom English で授業中における基礎基本の会話は英語で行えるようにした。ネームプレー

トの裏に表現集を貼り，何度も繰り返し確認することで定着を図った。また，ペア活動とグループ

活動を多く取り入れたことは，教師主導の一方的な教授ではなく，生徒同士で対話を重ね，協力し

て課題を行うことに繋がったと考える。しかし，グループ活動では主導権を握る一人の生徒以外の

発話の頻度が少なくなってしまったことや，活動における個々の理解度を確認する手立てがなかっ

たので，今後は全員が平等に課題を負担し，理解度を確認する過程も入れなければならない。

次に，課題設定の面について述べる。単元の最初の時間に，前述した雇用に関する研究を紹介し

たり，AI(人工知能)の発展が雇用の未来に及ぼす影響を取り扱った番組の映像を見せることで，ス

キーマを構築しながら授業を行うことが出来た。しかし，最終指導段階でスピーチ原稿を書く際の

事前準備にマッピング，アウトラインという段階を踏んだものの，論理展開が破綻している原稿が

多数見られた。ひとつひとつの文は，事前に Error Analysis を確認する活動を行っていたので，英

文の文法的間違いは減らせたものの，パラグラフライティングの観点では，まだまだ文章構成に課

題が見受けられた。今後は，1 文 1 文にとらわれず，まとまりのある文章の全体を見渡し，構成す

る力をつけさせる指導を行いたい。

(10) 付録 

Classroom English (ペア活動後の理解チェック) Group Activity の様子 

生徒ワークシート (左がマッピング 真ん中はアウトライン 右は 1st Draft を添削中)
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[実践事例４] 

(１)授業者 小野木ゆみ 

(２)対 象 第 3学年 

(３)単元名 I Have a Dream 

(４)単元設定の理由 

 本単元 (“New Crown English Series New Edition 3” Lesson 6) ではキング牧師の生涯を通してア

メリカの公民権運動について知り，人種差別の不当性と差別に立ち向かう「非暴力の精神」を英文と映像

で学び，差別に立ち向かおうとする心を育てたい。文法項目は現在分詞，過去分詞，接触節による後置修

飾を学習する。最終目標として，尊敬する人物を紹介するパラグラフを書くことと，キング牧師の演説の

ように，英語を母国語とする国でよく知られている詩の暗唱をすることとする。 

 授業者は，本学年を 4月から指導している。1年生の時からペアやグループ活動を行い，お互いに協力

して学習を進め，グループでの意見交流を活発に行う生徒が多いが，クラスで積極的に発言する生徒は

限られている。また，1，2年でオーラルコミュニケーション中心に学習が進められていたので，3年生で

は，文法の定着を促し，正しい英文を身につけるために，サイトトランスレーションや色々なリーディン

グの方法を使って読むことに慣れ，パラグラフライティングを練習することで，論理的な英文の書き方

の学習を進めてきた。 

 日頃からできるだけオーセンティックな教材を生徒に提供することを心がけている。本単元でも，キ

ング牧師の演説の映像や，当時の公民権運動の高まりの中で実際に起こったことを描いた映画を観たり

した。英語が教室の中だけの物でなく，様々な情報を得，相手の意見を聴き，異なった文化の人を理解し，

自分の意見を発信して世界とつながるための手段の一つとしてとらえて欲しいと願って授業をしている。

(５)単元の目標 

  ○アメリカの公民権運動について知り，人権問題に関心をもつ。 

  ○後置修飾の形を理解し，使えるようになる。 

  ○本文のあらすじや大切な部分を読み取る。 

  ○「尊敬する人」の題でパラグラフを書く。 

  ○班で協力して，英文の訂正ができる。 

  ○詩を暗唱する。 

(６)評価規準 

ア コミュニケーション

への関心・意欲・態度 

イ 外国語表現の能力 ウ 外国語理解の能力 エ 言語や文化について

の知識・理解 

・アメリカの公民権運動

に関心をもつ。 

・キング牧師の演説を関

心をもって聞く。 

・関心をもって他の生徒

の英作文を読み，意見を

述べる。

・自分の意見をまとめて

書くことができる。 

・正しい強勢，イントネ

ーション，区切りを用い

て，詩を暗唱する。

・本文の内容を正しく理

解することができる。 

・現在分詞，過去分詞，

接触節を用いた後置修飾

を理解している。 

・アメリカの公民権運動

について知る。 
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（７）学習計画 （全 11 時間） 

 第一次 導入，後置修飾を学習する。                （2 時間） 

 第二次 「その時歴史が動いた キング牧師と公民権運動」を観る。  （1 時間） 

 第三次 教科書を読み，内容を理解する。              （2 時間） 

 第四次 「尊敬する人物」のパラグラフを書いて，班で添削する。  （2 時間 本時２/２） 

 第五次 詩の暗唱（練習と発表）                 （2 時間） 

 第六次 “Hair Spray”の映画を観て，当時の状況を把握する。    （2 時間） 

（８）本時の学習 

 １．本時のねらい 

   ○関心をもって班の生徒の作文を読み，より良いものにする。（関心・意欲・態度） 

   ○自分の意見を論理的に書くことができる。（表現の能力） 

 2．展開 

学習過程 学習および内容 指導上の留意点 評価の観点 

あいさつ Greeting 

Song “Imagine” 

帯学習 Lesson 6 新出単語復習(Writing race) 

本文暗唱発表 

100 語程度の英文を決められた時間で読

み，問題に答える。 

自発的な発表を促す。 

復習 サイトトランスレーションシートを使っ

て，本文復習 

日本語訳を見て，英文が口

からすらすら出てくるよ

うに練習する。 

導入 

展開 

まとめ 

パラグラフの書き方の確認 

前時に書いた「尊敬する人物」の作文を

班で読み合い，お互いに添削する。 

もう一度自分の英文を書きなおす。 

班で問題となった英文をクラス全体で共

有し，全体で考え，解決する。 

映像で示す。 

机間巡視し，文法，語彙，

内容に関する質問に対し

て適切にアドヴァイスを

する。 

個人の問題点を全体で共

有して，解決する。 

・他の生徒の英文を興

味，関心をもって読み，

辞書を活用して間違い

の訂正をする。(観察に

よる評価) 

・自分の意見を論理的

に書くことができる。

(作品を回収して評価)

あいさつ Greeting   

 3．成果と課題 

 1 学期から論理的に自分の意見を書く練習をしてきたので，パラグラフライティングの手法もだいたい

身についてきたように思える。他の生徒の英文を添削することで，自分の間違いに気づくようになった

と思われる。また，他の生徒の作文を興味を持って読むことで，自分の考えの幅が広がる様子も見られ

た。課題としては，英語の基礎知識の定着を図るための効果的な練習を増やす必要があると思われる。 

 コミュニケーションの手段として，論理的に書くことがますます重視されると思われる。生徒が社会

に出て，自分の意見を世界に発信できる力を中高の英語学習で身につけて欲しい。 
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気象災害から身を守る～多面的な視点を通して～ 

総合的な学習(安全) 藤井 宏明

１．主題設定の理由 

（１）安全学習におけるつなぐ力と新学習指導要領について 

 近年，地球規模の環境変化による気象災害や，東海地域を発生源とする南海トラフの海溝型地震

の懸念，情報技術の発展による社会の変容によってもたらされる生活及び社会環境の急速な変化な

ど，災害安全・生活安全への懸念は高まる一方である。また，交通事故については，技術向上等に

より減少傾向にあるものの，自動車の暴走による歩行者の負傷など，交通安全についての取り組み

は依然必要な状況にある。この中で，学校教育における安全教育は社会のニーズに沿うものであり，

平成 29 年 3 月公示の新学習指導要領においては，総則の中で「各学校においては，生徒や学校，地

域の実態及び生徒の発達の段階を考慮し，豊かな人生の実現や災害等を乗り越えて次代の社会を形

成することに向けた現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力を，教科等横断的な視点で育

成していくことができるよう，各学校の特色を生かした教育課程の編成を図るものとする。」と記述

されている。また，学校安全について，教育課程の編成及び実施については「学校保健計画，学校

安全計画，食に関する指導の全体計画，いじめの防止等のための対策に関する基本的な方針など，

各分野における学校の全体計画等と関連付けながら，効果的な指導が行われるように留意するもの

とする。」とされている。さらに，特別活動では学校安全について(3)の健康安全・体育的行事の項

目において，「心身の健全な発達や健康の保持増進，事件や事故，災害等から身を守る安全な行動や

規律ある集団行動の体得，運動に親しむ態度の育成，責任感や連帯感の涵養，体力の向上などに資

するようにすること。」として触れられており，その全体計画や年間指導計画を設けるとともに，各

教科・道徳・総合などの指導時間と連携を図るとされている。 

 我々は，社会生活を送る中で様々な災害に遭遇する可能性がある。これらの災害から命を守るた

めには必要なものとして，まずは災害そのものについての基本的な知識や災害発生時の対処法とい

った知識があげられる。その具体例としては，理科における気象の単元や家庭科における災害に対

する備えについての単元など，各教科に含まれる内容や，行政から出されているハザードマップ等

の資料などがある。つまり，災害から命を守るためには，災害についての知識を身につける必要が

ある。そして，それらの資料について読み解き，状況に応じた判断をする力が必要となる。しかし，

残念ながら，災害や事故というものは時に，想定外という状況が発生し，資料を読みとる力の育成

だけでは命を守ることについて十分とは言えない。そこで，子どもたちに必要な力は災害安全に対

する知識・理解や様々な災害に対する資料の活用にとどまらず，それらの資料とおかれた状況を総

合的に判断し，主体的に臨機応変な対応を行う力が必要となる。そして，災害に遭遇した際にはそ

れらの力に加えて，自助・共助・公助という観点から，周囲の人間との連携しながら，自助を行い

公助が来るまで生き延びる力が必要となる。 

（２）単元設定の理由 

 新しい学習指導要領の中で，資質・能力，思考力・判断力，主体的・協動的な学びといった言葉

がキーワードとして上げられるが，それらをふまえて，総合学習(安全)においては子どもたちに必

要なつなぐ力を『災害から身を守るための「資料と自らの生活をつなぐ力」，そして，災害から身を

守るために「他者と自分自身とをつなぐ力」』として授業実践を行った。 
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科学の発展は日進月歩であり，しかもその速さは加速度的に進歩を遂げている。そして，我々は

その技術の粋を駆使して集積した巨大な都市を創り上げるに至った。我々は，数千年の歴史の中

で，文明を発展させてきたが，地球の歴史は 46 億年という実に長いものであり，その力が引き起

こす自然災害は我々の人知を往々にして超えるものである。科学技術の発展により，様々な地球の

ダイナミズムが明らかになってきたが，海溝型地震や直下型地震の予知にはいまだ至っておらず，

東日本大震災がもたらした被害はあまりの

甚大さに未だその傷跡が癒えないのは承知

のとおりである。また，スーパーコンピュー

ターの演算処理能力も年々飛躍的に高速化

しているが，科学的根拠にもとづいた地球温

暖化の明確な原因や今後の正確な見通しに

ついては未だ得るに至っていない。さらに，

ミクロな部分に視点をおくと，日々の天気予

報の精度は数十年前のものと比較すると，非

常に高い精度となっており，例えば雨雲ズー

ムレーダーなどに至ってはピンポイントに降水量を予測することができるようになってきた。一

方で，気象災害について目を向けると，図に示すように，近年の気象災害による死者・行方不明者

数は気象予報の精度の向上とは対照的に，年ごとの変化はあるものの，明らかに減少傾向にはな

い。本年度に起こった平成 29 年 7 月九州北部豪雨による大規模災害は最も記憶に新しい。 

このため，科学技術の向上は我々に豊かな暮らしをもたらすものではあるが，災害安全に対して

は科学の力に基づくハード面だけでは不十分であり，災害に対していかに命を守るかということ

を考えなければならない。災害安全の領域では，東日本大震災によってわが国は大きな被害を受

け，これ以降地震に関する災害安全の授業は比較的熱心に行われるようになってきた。一方，気象

災害については，毎年のように各地で発生するにもかかわらず，地震による被害と比較すると規模

が小さくなり，子どもたちの意識においてやや希薄な状況にあると考えられる。そこで，本年度は

災害安全領域の中でも，気象災害についての授業を行い，気象災害に対する意識の向上を図るとと

もに，気象災害についての知識の育成を目指したい。また，災害安全については，災害に関する資

料やデータ，ハザードマップなどの防災についての資料など，について知識を身につけるだけでは

なく，それらを活用して，自分自身の実生活に結びつけることが必要である。さらに，災害に対し

ては知識を身につけ，災害に備える意識の向上を図るだけでなく，災害が起こった際どのように行

動したら良いかを考える力が必要となる。大きな被害をもたらす災害については「想定外」という

言葉を耳にすることがしばしばある。このため，我々は，ハザードマップ等の資料をただ単に参考

にするのではなく，資料を参考にしながらその時の状況を総合的に分析し，主体的な判断を行う力

が必要となる。そこで，本研究を通して，子どもたちに気象災害に対する知識を身につけさせると

ともに，知識のレベルに留まらせず，自らの実生活に結びつける力を養い，さらに様々な情報を主

体的に判断し，行動できる力を養うことを目指した。さらに，災害発生時には，自助・共助・公助

において，自助や共助の視点を養うことも目指した。この中で，協動的な学びを通して，身近な人

の関わりである家族や友人の命を守るという視点でアプローチを試みた。以上をふまえて，本研究

では，これらをまとめた総合な時間(安全)におけるつなぐ力として，「資料と自らの生活をつなぐ

力」，そして，災害から身を守るために「他者と自分自身とをつなぐ力」と定義する。そして，本

時の流れの中では，ハザードマップや気象災害の資料を活用して，自分や家族の生活エリアにおい

て気象災害から身を守る方法を検討することをとおして資料と自らの生活をつなぐ力を，また，そ

気象災害（風水害と雪害）による年間の死者・行方不明者

数。データは平成 26 年版防災白書による。 
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れらの思考を行う過程で家族や友人とのコミュニケーションを行う事により「他者と自分自身と

をつなぐ力」を育成することを目的として授業の取組を行った。 

２．実践の概要 

(1)単元の目標 

 自分や家族の命を守る力を身につける 

(2)評価規準表 

関心・意欲 思考・判断 技能 知識・理解 

災害に 対 する備 え

を，他者と共有し，災

害に対するデータか

ら主体的に自分の生

活と関連して考えよ

うとしている。 

データや過去の災害

から生活エリアでど

のよう な 点に留 意

し，災害時にどのよ

う行動すべきか説明

することができる。 

ハザードマップや

気象災害の資料か

ら災害に関するリ

スクを読みとるこ

とができる。 

気象災害とはどのよう

なもので，どのような

状況下で発生しやすい

か理解している。 

 (3)学習計画（全 4 時間） 

  第 1 次 気象災害について調べる 1 時間 

  第 2 次 自分たちの生活における気象災害の可能性を考える 2 時間 

   自分の生活エリアの気象災害について調べる 1 時間 

   自分たちの生活地域の気象災害について知る 1 時間 

第 3 次 過去の事例をふまえ気象災害から命を守る方法を考える 1 時間 

(4)第 3 次の概要 

①目標 

 過去の気象災害と自分たちの生活地域の気象災害に対するリスクから，主体的に状況判断して，

行動する姿勢を養う。 

②展開

学習

過程 

学習活動及び内容 指導上の留意点 評価の観点 

導
入

・これまでの学習をふり返

り，気象災害にはどのような

ものがあるか確認する。 

・自分の生活エリアを想起し

ながら本時のねらいを確認

する。 

・前時はハザードマップを通し

て災害リスクの検討を行ってい

るため，本校の校区内のハザード

マップレベルでの気象災害は土

砂災害と浸水被害に偏ることが

予測されるので，最初に調べた，

気象災害全般に目を向けさせる。

・自分の生活エリアでどのよう

な気象災害が起こるかをふまえ

て自分や自分と関わりのある人

間の命を守るためにはどのよう

な点に留意すれば良いかという

ことに目を向けさせる。 
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展
開

・自分の生活エリア内で自分

や家族の遭遇する可能性の

ある気象災害について検討

を行う。 

・ポスターセッション形式で

資料などを用いて，自分や家

族の生活エリア内の災害リ

スクについて説明を行うと

ともに，類似したリスクのあ

る地域の災害リスクを調べ

ている友人の意見を聞く。 

・第一次で学習した内容を家族

に説明させておくとともに，事前

に家族の生活範囲について，家族

と交流させておく。 

・災害リスクを書き出すだけで

はなく，どのような情報をどのよ

うにして収集し，どのような点に

留意して行動したら良いか検討

させる。 

・情報収集しやすいように，子ど

もたちに事前にクラスのメンバ

ーの居住地の情報を与えておく 

・遭遇する可能性のあ

る気象災害について

主体的に検討を行お

うとしている。(意欲)

・自分や家族の生活エ

リア内での気象災害

のリスクを挙げるこ

とができる。 (技能) 

ま
と
め

・再度自分や家族の生活の災

害リスクについて検討を行

い，まとめる。 

・本時で学んだ技能ポイントを

再確認し，次時の授業にいかせる

よう助言する。 

・自分の災害リスクに

ついて検討することが

できる。(思考) 

３．成果と課題 

 授業実践を行うにあたって，主体的協働的な深い学びを行うために，第 1 時において，授業のね

図 1 調べ学習における発表用紙 
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らいを伝えるとともに，基本的な知識の伝達と課

題設定を行った。本単元では，気象災害を通して，

災害安全に対する知識・理解や様々な災害に対す

る資料の活用力を身につけさせるとともに，周囲

と連携する力の基礎をやしなうために，第 1 時に

おいて 4 人 1 班に対して気象災害に関する 4 つの

調べ学習の課題設定を行った。第 2 時では，この

調べ学習を，ジグソー法を用いて他の班の同じ課

題を調べてきた生徒と交流を行い，その後自分の

班で調べてきた内容の発表を行った。その際の発

表用紙の一例を図 1 に示す。災害の種類・過去気

象災害がまとめられている。これに加えて，まとめ

の部分には気象災害に対する自分たちなりの評価

がなされている。また，主体的，対話的深い学びの実現できるよう，以下のような授業設計 

を行った。まず，第 3 時で自分の生活エリアや，家族の生活エリアのハザードマップの読み取りを

行い，自分達の住む町や行動エリアにはどのような災害リスクがあり，どのような対処を行ったら

良いか調べ，第 4 時で調べた内容を交流した。図 2 は第 4 時の交流の際の様子である。図 3 にその

際，生徒が用いたワークシートを示す。生徒は，自分の住んでいる自治体のハザードマップやまと

めの用紙を用いてクラスの友人 6 人以上と交流を行い，交流内容を元に，各地域の気象災害の共通

点と相違点の分析を行うことを通して，自分たちが今後どのような点に注意して災害に備えるべき

か検討を行った。図のように子どもたちは頭を突き合わせてクラス全体で交流を行い，学びを深め

ている様子を見ることが出来た。 

 本研究を評価するため，アンケートを行った。これまでの学習経験についてのアンケート結果を

表 1 に，授業の振り返りについてのアンケート結果を図 3 に示す。学習結果のアンケートについて

は，生徒の認識段階の傾向を理解しやすくするため，否定的な回答から肯定的な回答までの各段階

を 0〜3 で数値化を行い，その平均値を算出した。各質問に対する生徒の回答の平均値は矢印で示

す。 

 今回の授業実践には，気象災害についての知識や思考力を得るためにハザードマップを主な教材

として取り扱った。これまでの学習経験におけるハザードマップについての知見については，以下

に示す。表 1 のアンケート結果に示すように多くの生徒がその存在を知っていることが明らかにな 

った。しかし，ハザードマップが自宅にある生徒は全体の半分には及ばない人数であった。一方，

ハザードマップは近年 web でも閲覧が可能であることから，およそ 55%の自宅にない生徒について

さらに検討を行うと，そのおよそ 8 割の生徒からどのようにしたら見ることが出来るかは知ってい

るという回答を得た。本校の生徒のおよそ半数は附属小学校からの連絡進学の生徒であり，附属小

学校では特例として学習課程に安全科が設けられている。このため小学校での学習でハザードマッ

プについて触れられていることも，これらのアンケート項目の数値に影響を及ぼしていると考えら

れる。一方，質問項目 4 の，詳細な学習という点については 70%以上の生徒が学習していないと考

えている。また，質問項目 5〜7 から，災害についての学習については多くの生徒が経験してきてい

るが，それらの多くは地震を中心とした物で，気象災害に着いての学習経験は地震に関する物ほど

高くなく，その観点でのハザードマップの読み取りについてはこれまで十分に行っていなかったと 

考えられる。 

図 2 第 4 時におけるハザードマップを通し

た交流
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図 3 第 4 時のワークシート 
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 次に，今回の一連の学習の後に得られた，図 2 振り返りのアンケートにおける<授業をとおしてハ

ザードマップを読むことができた>という項目において，多くの生徒が「あてはまる」を選択してお

り今回の授業実践をとおして，気象災害に着目したハザードマップの読み取りを行う事ができたと

考えられる。また，3 番目の項目の<気象災害について備える方策>について，高い割合で考える事

ができたとしていることから，気象災害に備える方策についてある程度の学習効果があったと考え

られる。以上から，ハザードマップを中心とした資料と自らをつなぐという点についてはある程度

の学習成果を上げることができた。 

 次に，生徒のアンケートの自由記述の欄を図 2 に示す。本研究のテーマであるつなぐ力の中で，

「他者と自分とをつなぐ力」については，図 2 の中で，家族との話し合いの必要性等が触れられて

いることから，授業をとおして，家族への発信に向けた課題設定がある程度できたと考えられる。

しかし，この点については，授業における課題設定において不十分な点があったため，十分な成果

とはいえなかった。このため，今後の検討課題とする必要があると考える。 

 また，第 4 次における授業実践では，意見の交流を通して，さらにそこから自分としての考えに

ついてまとめる時間を設けたが，そのことについて，授業時数の都合からそのまとめを交流して精

査するとともに，練り直

すというプロセスをと

る事が出来なかった。こ

のため，気象災害につい

て事度たちが最終的な

考えは自己の中で完結

するに留まり，課題設定

を十分に生かすことが

出来なかった。授業時数

も踏まえながら，授業全

体の流れについて，再検

討の必要性があると考

えられる。 

  質問項目 

はい/ 

ある 

いいえ/ 

ない[%]

1 今回の授業より前にハザードマップの存在を知っていましたか。 98.1 1.9

2 ハザードマップは自分の家にありましたか。 45.8 54.2

3 
質問 2 でないと答えた人について，自分の生活エリアのハザードマップはどうしたら見ることが

できるか知っていましたか。 77.8 22.2

4 今回の授業より前にハザードマップを詳しく読んだことがありますか。 27.1 72.9

5 今回の授業より前に気象災害についてのハザードマップを読んだことがありますか。 36.8 63.2

6 今回の授業より前に災害についての学習をしたことがありますか。 95.2 4.8

7 今回の授業より前に気象災害についての学習をしたことがありますか。 44.9 55.1

表 1 ハザードマップについての学習経験

図 4 授業後の振り返りアンケート結果
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図 5 アンケートにおける自由記述
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編 集 後 記 
 

本校は昭和 22 年の創立以来、自主・自立を校訓にして、「個性豊かな生徒」の育成をめざし、平成 25

～27 年度は「つながり、かさなり、ひろがる授業～12 年間の「知」の構築を目指して～」の研究主題

として実践的研究を進めて参りました。 

 そうしたこれまでの研究の蓄積を活かすかたちで、池田キャンパスの附属小学校・附属高校との共同

研究として、本年度(平成 29 年度)は「つなぐ力」をもった子どもの育成～課題解決型学習を通して～

を主題として掲げ、研究に取り組んだ次第です。 

 本研究紀要は、本年度(平成 29 年度)の研究会当日の取り組みを中心に、各教科の研究成果をまとめ

たものです。みなさまの率直なご意見、ご感想をお聞かせいただき、これからの研究に活かしたいと考

えております。 

 最後になりましたが、本研究を進めるにあたり常に温かいご指導を賜りました本学教授 瀧野揚三先

生をはじめ、多様な視点からご指導いただきました各先生方に感謝の意を表したいと思います。 

（研究部） 
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